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　　　序章





　枝を広げた常緑樹が、弱い冬の光を遮さえぎる。

　広がる陰かげの中で、黄色い火花が尾おを引いて散った。

　逃にげる機械仕じ掛かけの怪かい物ぶつを追つい跡せきする少女に、地中から現れた新たな怪物が刃を突つき立たてたのだ。

　幸い引ひき締しまった脛を覆おおう滑なめらかな脚きやつ甲こうは怪物の刃を受け流し、少女の肌はだを傷から守った。飛とび退のいて距きよ離りを取り直し、自らの身長にも匹ひつ敵てきする長大な刃は渡わたりの剣けんを構える。

「ディナ！　その〈モール〉は〈タイプⅢ〉だ！　腹より、側面を！」

「わかった！」

　木こ陰かげに身を潜ひそめた少年が叫さけぶ。大剣を手にした少女が答える。

　少年の名は、エリヤ・シュミッテンラウド。

　少女はディナエリーン・プリス・ヒュンゲンバウム。

　ふたりは共にエストワルト議国北部ハルクライン市に位置する第一七再興学舎に籍せきを置く学がく猟りよう生せい──戮機猟士スローター・イエーガーの卵だ。

　古代機き道どう文明の遺物である自動殺人機械・戮機スローターと戦う猟士イエーガーの卵。

　だが、ディナが独特の軽装鎧よろいに身を固め、巨きよ大だいな剣を手にしているのに対し、エリヤは華きや奢しやな身体に防具さえ最小限のものしか身に着けていない。剣はもちろん、精神の力で標的を撃げき破はする意い刃じん術じゆつに必ひつ須すの腕うで輪わもエリヤは装備していなかった。

　樹き々ぎが自然にかたちづくった小こ径みちは不規則に曲がりくねり、足元も踏ふみ均ならされている訳ではない。そこを軽かろやかに、かつ力強く駆かけ抜ぬけるディナのしなやかな肢し体たい。追いかけるエリヤの足取りは危なっかしく、どうにか引き離はなされないので精せい一いつ杯ぱいという様子だ。

　それでも、彼かれは学がく猟りよう生せいだ。

　戮機スローターを駆く逐ちくする闘士なのだ。

〈モール・タイプⅢ〉──黒鉄色の胴どう体たいに四本の脚あしを持ち、先せん端たん部ぶに螺ら旋せん型の刃を備えた小型の戮機スローターが、少女に向かって跳ちよう躍やくする。同時に、四し肢しの先せん端たんから鋭するどい鈎かぎ爪づめが飛び出だす。

　従来の〈モール〉には存在しなかった武器だ。

　大剣の少女は低く身を屈かがめて〈モール・タイプⅢ〉の襲しゆう撃げきをかわし、下方から斜ななめに剣を振ふり上あげる。

　狙ねらうは、少年の指示通りに真下ではなく脇わき腹ばら。

　加速された剣が〈モール・タイプⅢ〉の胴体を両断する。金属と金属が擦こすれ合う不快な振しん動どうが柄えからディナの手に伝わる。さっきよりも激しい火花が薄うす闇やみの中に散り、消えた。真っ二つになった残ざん骸がいが、そのまま弾はじき飛ばされる。前半身は放物線を描えがいて地に転がり、残りの半分は樹の幹に当たって落ちた。

　だが、現れた〈モール〉は一体ではなかった。

　黒く湿しめった土が盛り上がって、異形の機械が三体姿を現す。土を掘ほった螺ら旋せん刃じんの回転は止まらない。そのまま甲かん高だかい駆く動どう音おんを上げ、ディナを取り囲む。逃とう走そうしていた一体も一八〇度向きを変え、反はん撃げきへと体勢を転じた。

「左は〈タイプⅣ〉、後のふたつは、最初の奴やつと同じ〈タイプⅢ〉！」

　外観ではまったく同一にしか見えない〈モール〉の群れを目にして、エリヤはまた声を上げる。

　今度は、いちいち声に出して返事はしない。ディナはただ剣を構え直す事で、少年の言葉を受け取ったのを示す。

〈タイプⅢ〉の三体が同時に跳躍する。

　ディナは迷わない。

　横飛びして右の一体を躱かわしつつ、先刻と同じ剣筋で正面の〈モール・タイプⅢ〉を切り裂さく。勢いを殺さず、むしろそのまま加速をつけて一回転し、やり過ごした二体の脇腹に斬撃を浴びせる。

　斬きる──というよりむしろ、剣の重さを活いかした叩たたきつける攻こう撃げき。

　両断こそされなかったが〈タイプⅢ〉の胴体外装が大きくひしゃげた。

　チュイイイ……と掠かすれる音を立て、螺旋刃の回転が止まる。

　残った〈タイプⅣ〉が、四本の脚を蠢うごめかせてディナの足元に迫せまる。

　今度は、ディナが地を蹴けって跳とんだ。

　タイプは違ちがえど〈モール〉の主な武器は地中潜せん行こうにも用いる先端の回転刃だ。跳ちよう躍やく力りよくのない〈タイプⅣ〉は、必然的に人間の足元を狙う形になるし、縦の動きには対応が鈍にぶい。

「はぁあっ！」

　気合いを込め、体重を乗せ、ディナは〈タイプⅣ〉の胴体へ真まっ直すぐに刃を突き立てた。

　ギジッ！

　まず、硬かたい甲こう殻かくを突き破やぶる強い抵てい抗こう。

　続いて、いくつもの細かい部品が砕くだけ散ちる断続的な手て応ごたえ。

　敵が活動を止めたのを確かめてから、ディナは片足で〈モール〉の背を踏みつけ、慎しん重ちように愛用の剣を引き抜いた。耳に障さわる金属音がかき鳴らされる。

〈タイプⅣ〉は〈モール〉系列の中では最も装そう甲こうが厚い。斬るだけでは弾はじかれる恐おそれがあるから、確実に仕留めたければ突きが有効だ。ただし、金属製で複雑な構造を持つ戮機スローターに剣を突き入れた場合、容易には抜けない事もある。

　だから、比ひ較かく的てき簡単に倒たおせる〈タイプⅢ〉を先に片付けた。

　外見がほとんど同じで装甲が厚いという事は〈タイプⅣ〉は単に重いだけではなく、内部の駆く動どう機構が小型で力弱いという事でもある。積極的にこちらを脅おびやかす強敵というより、倒すのに手間取る難敵と言った方が正確だろう。そういう相手に関かかわっている間に他ほかの敵に背後や側面を突かれてはまずい。敵の種類によって、倒す順序も重要だ。

　周囲を見回す。他に活動している戮機スローターの気配はない。

「いいぞ、エリヤ」

「うん」

　ディナに声をかけられたエリヤはしゃがんで〈モール〉の残骸に取りついた。鞄かばんから画帳を取り出し、破は壊かいされた戮機スローターのスケッチを開始する。

「……形は、今まで見つかった〈タイプⅢ〉と変わらない……。やっぱり〈タイプⅣ〉は数が少ないのか……」

　ぶつぶつと小声で呟つぶやきながら、エリヤの手は一いつ瞬しゆんたりとも止まらない。

　画帳の上に、克こく明めいに実物を写し取った絵が記されていく。

　外から見た通りの形を記録し終えると、今度は絶ぜつ縁えん性せいの厚い手て袋ぶくろを填はめ、金梃てこを取り出し、動かぬ〈モール〉を解体する。

　高純度の金属や精密な歯車、人間には製造できない蓄ちく電でん池ちなど、戮機スローターの部品には需じゆ要ようがあり、街に持もち帰れば金になる。しかし、エリヤが〈モール〉を分解するのは、ただ換かん金きんするものを取り分けるためだけではない。

「外観のスケッチはもういいのか？　では、わたしも手伝おう」

　ディナが笑いかける。

　高い位置で括くくられ、まとめられた長い赤毛。端たん正せいな顔は微かすかに汗あせばんでいる。愛用の大剣は、既すでに鞘さやに収められていた。

　伸のばした手が、偶ぐう然ぜんエリヤのそれに触ふれる。

　厚い手袋と頑がん丈じような籠こ手てに覆われながら、羽う毛もうが落ちるのにも似た柔やわらかで微かな接せつ触しよく。

　なのにふたりの動きは一瞬止まり、熱い何かに触れたように即そく座ざに離れてしまう。

「す、すまん。君の邪じや魔まをする気はないのだ。むしろ手伝いたいというか……」

「……い、いいよ。ディナは戦って……その……疲つかれてるだろ？　ここからは、僕ぼくの仕事だから……。それに周囲の警けい戒かいもあるだろうし……」

　元々覇は気きに乏とぼしい顔立ちだ。よく言えば柔にゆう和わ、有あり体ていに評して気弱そうな表情で、つかえつかえにエリヤは遠えん慮りよの言葉を述べる。

「この程度、大した敵ではない。君の助言が適切だったからな。それに、エリヤの手は絵を描く手だ。力仕事は、わたしの方が向いている。単純な作業をしながらでも、周りへの警戒は怠おこたらない。それでいいだろう？」

「う、うん……。じゃあお願いしても……いいかな。あ、もう一体の〈タイプⅢ〉の方を……。〈タイプⅣ〉は、僕が自分で確かめたい」

「わかった。そうだな、うん。最初からこっちをやればよかったのだ」

　自分が真っ二つに切きり裂いた〈タイプⅢ〉を、ディナはいささか不慣れな手つきで分解する。歪ゆがんだ外がい殻かくは強ごう引いんに力で引きはがすが、四肢の付け根や螺旋刃の根本など、駆動部分はさすがに丁てい寧ねいにひとつずつ部品を外していく。

　その間に、エリヤは〈タイプⅣ〉の方に取りかかっていた。

「……やはり、駆動機が小さいけど……前に確かく認にんした〈タイプⅣ〉とはちょっと違う部品だ……。ディナ、ちょっと訊ききたいんだけど……」

「何だ？」

「この〈タイプⅣ〉……先週倒した奴と比べて、どう？」

「どう、とは？」

「その……実際に手合わせしてみて、動きが速いとか遅おそいとか……頑丈に感じたとか……何か違いがあったら……」

「違い、と言われてもな。特に感じなかったぞ」

「それは、違わないって感じたっていう事？　それとも、違いがあるのかないのか、特に感じなかったっていう事？」

　エリヤの問いかけに、ディナは腕うでを組んで考えこんでから断言する。

「同じだ。少なくとも、わたしが対戦した感覚としては、敏びん捷しようさも強固さもこれまで倒した〈タイプⅣ〉と同一だ。特に差異と呼べるものはない」

「ありがとう」

　軽く頭を下げ、エリヤは再び視線を〈タイプⅣ〉の駆動部品に移した。

「能力に違いがない……じゃあ、形が違うのには特に意味がなくて、単なる個体差レベルの事なのか……。それとも、出力や重さじゃないところに何か違いがある？　部品の耐たい久きゆう性せいとか、稼か働どう時間とか……」

　ほとんど聞こえるか聞こえないかの独り言を続けながら、エリヤはスケッチを再開した。

「あくまでわたしの感覚という事だ。ひょっとしたら、微び妙みような違いがあるのかも知れない」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　僅わずかに狼ろう狽ばいするディナに、エリヤははにかんだような笑えみで答える。

「その……僕は……ディナの判断を信じてるから。ディナは、学舎の中でもいちばん実戦経験あるし……」

「そ、そうか？　そう言ってもらえると、わたしとしても嬉うれしい」

　エリヤは剣を取らない。意い刃じん術じゆつも使わない。

　観察眼と知識、そしてそれらに裏打ちされた判断を武器に戦う知士なのだ。

　彼が戮機スローターを分解するのは単に換金部品を採取するためだけでなく、内部構造を観察し、分ぶん析せきするため。

「……それにしても、新型だけ四体か。従来の〈モール〉はほとんど見かけなくなったな。わたしには同じように見えるのだが、さすがエリヤだ。よく〈タイプⅢ〉と〈タイプⅣ〉を即座に見分ける」

　最初に確認された〈モール〉の変種は、ディナがデュバーレイ砦とりでで遭そう遇ぐうした〈アーマーモール〉だ。その後、より重装甲のものも含ふくめていくつものバリエーションが確認されたため〈アーマーモール〉を〈タイプⅡ〉と命名し直し、よほど大きな機能差がない限りは固有名はつけず型の数字で分類するようになっている。

「……そ……その……。装甲の厚さの関係だと思うけど、背の丸まる味みがちょっと違うんだ。〈タイプⅢ〉がこうで〈Ⅳ〉はこんな感じ……」

　画帳の余白に、エリヤは二種のカーブを描いた。

「そ……それが、違いなのか？」

　やはり絵え描かきの観察眼というのは精度が違うのか。ディナの目には、二本のラインの間に違いを見いだす事はできなかった。

「あ……。でも……僕がそう判断したってだけで……。強調すると……こうかな？」

　もう一度、重ねるようにして線を引き直す。

〈タイプⅢ〉の方が後方になってから盛り上がるのに対して、〈タイプⅣ〉は全体が丸みを帯びているため円えん弧こに近い曲線になっている。

「今回は正解だったけれど、ひょっとしたら今までに確認されていない〈タイプⅤ〉や〈Ⅵ〉とか、そういう奴だったら……」

「確かにあり得ない話ではないが、気にしすぎるな。実際、わたしは君のおかげで楽に戦えている」

「でも……」

「初めて見る敵の性質や機能を完かん璧ぺきに見み抜ぬくというのは、理り屈くつから言ってもあり得ないだろう。似たものを基準に類推するだけで充じゆう分ぶんだ」

「うん。それはわかってるから……不確かな段階で思った事のメモとかも残して……後からわかった事と照合したりしてるんだけど……」

「それでいい。それが、君の戦い方なのだからな、エリヤ・シュミッテンラウド」

　俯うつむき気味に口ごもるエリヤの肩かたを、ディナは勢いよく叩いた。

　二か月ほど前から、従来に確認されていなかった新種、あるいは変種の戮機スローターが出現している。それこそ〈タイプⅡ〉以降の番号が付ふ与よされているもののように、外観はありふれた〈モール〉と同一でも微妙に性能や戦い方が異なる。敵のタイプを見誤れば、最低でも一手て遅おくれを取る事になるのだ。ディナは第一七学舎で最強の学がく猟りよう生せいだが、だからこそ一手の違いが生死を分ける場合がある事を理解している。たとえ相手がありふれた小型や中型の戮機スローターであってもだ。

　もちろん、全く未知の新型の性質を読み取るのは難しい。それでも、ディナはエリヤの観察眼や判断を信しん頼らいしていた。

　彼は他者からの評価を望んだ訳ではなく、ただひたすらに一〇〇冊以上の画帳に戮機スローターの詳しよう細さいなスケッチを残し、構造や機構を研究していたのだから。

「さて、そろそろ戻もどろう。ツェルギオたちの状じよう況きようも気になるからな」

「う、うん……」

　換金できる部品を袋ふくろに詰つめこみ、エリヤは立ち上がる。華奢──というよりは率そつ直ちよくに貧弱といった方がいい体格だ。背せ丈たけそのものはディナとほとんど変わらないが、やや猫ねこ背ぜ気味のため、しゃんと背筋を伸ばして堂々と胸を張るディナの隣となりに立つと余計弱々しい印象がある。

　ただ、微かに伏ふせた顔に浮うかんだ表情は控ひかえめだが卑ひ屈くつではない、誇ほこらしげな笑みだ。

　歩き出したふたりの前方で、微かな物音が流れた。

　ディナの意識よりも早く身体が反応し、右手が剣の束にかかる。

　帰路の途と中ちゆう、木立の中の湿った土がもこもこと盛り上がる。生き物の大きさではない。地中に住む動物なら、まだ夕方なのに地表に現れるなど考えにくい。

　新たな〈モール〉が地を割って飛び出した。

　先端の回転刃は勢いを止めず、そのまま身を低く屈めた攻撃態勢を取っている。

　まだ距離がある。剣を抜き、エリヤの判断を待つ。やはりディナの目では、細かなタイプの違いまでは見分けられない。

　しかし、少年の声よりも早く空気を裂く奇き妙みような音色が笛のように響ひびく。

　突とつ然ぜん飛来した赤い光の塊かたまりが〈モール〉を直ちよく撃げきしたのだ。

「ツェルギオ？　いや、違う！」

　思わず口走る。

　誰だれかが意い刃じん術じゆつを放ったのは確かだ。

　だが、術士の精神の力を束ね、目標を破壊する術の現れ方にも個人差がある。視界を掠めた一いち撃げきは、ツェルギオのそれよりも色が赤い。つまり、同じ火か炎えん系の術であっても出力そのものは低めという事だ。ツェルギオなら、白にまで熱量を高める。ただし今の一撃は細く絞しぼりこみ、密度を上げる事で貫かん通つう力を高めていた。

　一射で胴体を貫つらぬかれ、熔とけた傷口から細く煙けむりをたなびかせている〈モール〉から、ディナとエリヤは意い刃じん術じゆつが放たれた方向へ目を向ける。

　そこには、見知らぬ少女が立っていた。

　いや。少女というより女の子と言った方が適切かもしれない。彼かの女じよは学がく猟りよう生せいであるディナやエリヤよりもまだ若い、ほんの一二、三歳さいにしか見えなかったからだ。

　肩までの長さに整えられた艶つややかな銀ぎん髪ぱつに飾かざられた大きなリボンが、少女の幼さを際きわだたせている。

　術士らしく防具は軽装。左ひだり腕うでには、術を制せい御ぎよするために必要な独特の大きな腕輪が填はまっているから、彼女がさっきの炎えん弾だんを放ったのは間ま違ちがいない。

　異様なのは年ねん齢れいだけではない。

　もう一点の奇妙さは、厳密に言えば少女本人の事ではない。

　彼女の背後に控えているメイドの存在だった。

　黒に近い濃のう紺こんのワンピースの上に白いエプロンを着けた典型的な家事使用人のお仕着せ。しかも、珍めずらしい事に眼鏡をかけていた。視力を矯きよう正せいする器具は、戮機スローターから稀まれにしか採れないレンズを用いているため高価で、おいそれと手に入るものではない。普ふ通つう、使うのは裕ゆう福ふくな商人や学者、役人などに限られる。

「ハンナ、お願い」

「はい。お嬢じよう様さま」

　唐とう突とつな乱入者にディナたちが呆ぼう然ぜんとしていると、少女に命じられた若いメイドが破壊された〈モール〉に駆け寄よった。鞄から巻き尺やノギスを取り出して各所の寸法を測り始める。細かい数値を記入したノートに、さらに詳細なスケッチまで描きだした。

「あ、あの……」

　自分のお株を奪うばわれた形になったエリヤが、ハンナと呼ばれたメイドに声を掛かける。だが、ハンナは一心不乱にスケッチを続けている。エリヤは画帳を手に立ち尽つくすだけだ。

「その画帳……あなたが、エリヤ・シュミッテンラウドね？」

　リボンの少女が、エリヤの名を確かめる。

「そ……そうだけど……？」

「失礼だが、何者だ？」

　戸と惑まどうだけのエリヤを遮るように、ディナが問いかける。

　だが少女はそれには答えず、ふわりとスカートを翻ひるがえして駆け寄り、エリヤの胸に飛びこんだ。

「うわっ！」

　小こ柄がらな女の子だけど、エリヤの方も体格や体力に恵めぐまれている訳ではない。全く予期していなかったせいもあって、少女を支えきれずに転んでしまった。

　倒れたエリヤの上に、女の子が重なった形になる。

「ご、ごめんなさいっ！　憧あこがれていたエリヤさんに会えて、嬉しくてつい……」

「あ、憧れていたって……？」

　理解しがたい態度の少女に押おし倒されて動けないエリヤを、怒おこったような戸惑ったような表情のディナが見下ろしていた。










　　　第一章　　南から来た少女





　太古の機き道どう文明の遺物である自動殺人機械──戮機スローターによって人類の生存が脅かされた大戦シビル・ウオーから二〇〇年。エストワルト議国では、荒あれ果はてた国土を復興するために再興学舎という制度を作り出した。

　再開発の拠きよ点てんとなる辺境の街に作られる学舎では、学がく猟りよう生せいと呼ばれる機猟科の生徒は戮機猟士スローター・イエーガーになるべく実戦の中で学び、一いつ般ぱん科では行政や建築、土木治水など、やはり国家再建に求められる高度な技能を身に付ける。

　学校の性格上、ごく稀には負傷などで猟士イエーガーの道を断念して中ちゆう途と退学したり、一般科に転科する者がいる。しかし、逆に一般科から機猟科へ移る者はまず存在しない。また一般科では一応は中途入学の制度もあるが、機猟科にはそんなものは存在しない。

　だからその日の朝、壮そう年ねんの教師が見知らぬ少女を新たな級友として紹しよう介かいすると、教室内の三十余名の間にざわめきと呼ぶにはやや大きな話し声が広まっていった。

　しかも、その少女は学がく猟りよう生せいとしては若すぎるのだから。

「アンジェリッカ・ルーベンジーベンと言います。第一六学舎から来ました。アンジェって呼んでください」

　頭に大きなリボンを飾った少女は、そう名乗ってぴょこんと一礼した。制服の基本的なデザインは同じだが色は第一七のそれとは違うし、何よりも所属校を表す紋もん章しようが違う。

　綺き麗れいというより、まだかわいいとか愛くるしいとか言った方が似合う顔に笑みを浮かべ、微かに小首を傾かしげる。

　教きよう卓たくから数えて二列目のほぼ中央に座すわるディナには、アンジェリッカの視線が自分の頭上を飛とび越こえていったのがわかった。

　彼女はいちばん後ろの席──エリヤに向けて微笑ほほえんだのだ。

　振り返かえり、彼の反応を確かめたい衝しよう動どうを抑おさえる。

　今は授業中だ。友人の顔を見るために振り返るなど、褒ほめられた行こう為いではない。

「……第一六からって、どういう事だよ？　しかも、まだガキじゃねえか」

　机に頬ほお杖づえを突ついたまま、グレンゼルが呟いた。

　性格に少々難はあるが、戦士としては優ゆう秀しゆうな方だ。ただ、二か月前の負傷が原因でまだ本調子を取とり戻していないせいもあっていつも不ふ機き嫌げんで、言葉や態度の端はし々ばしに表れる棘とげを隠かくそうともしていない。

　ただし、この疑問はグレンゼルの難なん癖くせという訳ではなかった。

　再興学舎は拠点となる街に設置され、周辺の再開かい拓たくが完かん了りようすれば学校そのものが廃はい止しされる。もちろん計画的に行われるので、まず新入生の受け入れが終わり、残った在校生が全員卒業する事で廃はい校こうになるのだ。

　現在、国内で生徒がいる現げん役えきの再興学舎は北方の最前線に当たるこの第一七と、南の国境に近い第一六、南西の第一五の三校だ。そのうち第一五は二年後に廃はいされる予定だから、来年度は新規の学生を受け付けない。第一五の廃校に合わせ、より辺境に進んだ新たな都市に一八番目が開校する予定と聞いている。

　第一六は本校と並び、次の拠点建設はまだ着手したばかりのはず。役目を終えるまではまだ何年もかかるだろう。しかも、学舎の生徒は原則として親元を離はなれて生活するので、家庭の事情による転校というのもあり得ない。

「年齢については問題ないさ。噂うわさはかねがね聞いているよ、ルーベンジーベン家の天才少女。僕は、ツェルギオ。ツェルギオ・テオ・メルクタウルという。多分、心当たりがあるんじゃないかな？」

　椅い子すの音も立てずに立ち上がって鷹おう揚ようそうに両りよう腕うでを広げ、己おのれの姓せいにアクセントを付けて挨あい拶さつしたのはツェルギオ・テオ・メルクタウルだった。

　端正な顔立ちを縁ふち取どる柔らかな金きん髪ぱつ、しなやかな長身。成績もよく弁が立ち、皆みなを牽けん引いんするクラスのリーダー格。校内で唯ゆい一いつ、剣けん術じゆつと意い刃じん術じゆつの両方を習得し、しかも父親はエストワルト議国再興庁の大臣という、ほとんど非の打ち所のない肩かた書がきの持ち主だ。

「メルクタウルって……大臣のご子息ですか？　初めまして。でも、恥はずかしいです。そんな風に言われると……」

　天才──という言葉に、アンジェリッカは微かに頬ほおを染めて俯いた。

「いやいや。優すぐれた才能を持つ人間は、それを正しく誇るべきだよ。無む駄だな謙けん遜そんは、かえって周囲に無用の誤解や混乱を招くからね」

　恐きよう縮しゆくするアンジェリッカ本人に代わり、ツェルギオが頼たのまれもしないのに彼女の紹介を始めた。

　ルーベンジーベン家はこれまでにも数多くの猟士イエーガーを輩出している名門であり、同時に戮機スローターから採取した金属板や駆動機、蓄電池などの部品を扱あつかう豪ごう商しようでもある。ヒュゲンバウムやメルクタウルなどのような旧家ではないので習慣的にミドルネームを名乗る事はないが、経済力は国内でも五指に入り、政府との関わりも大きい。

　アンジェリッカも幼い頃ころから意い刃じん術じゆつに優れた資質を発揮し、家庭教師から充分な教育を受けた。術士としての才覚のみならず、一般教養などにおいても上級学校の生徒を上回る実力が認められたため、特例中の特例として飛び級が認められ、一昨年に当時僅か一一歳で学がく猟りよう生せいとして第一六学舎に入学したのだ。

　ひゅう──ツェルギオの説明に口笛を吹ふいたジーグは、同じ術士だけあって若じやく年ねんで才能を認められたアンジェリッカに素す直なおに感心している風だ。

　肉体を駆く使しする剣術とは違ちがい、精神の力を武器とする意い刃じん術じゆつは生来の才能がものを言う。どれほど努力しても、素質に恵まれなければ蝋ろう燭そく程度の炎ほのおさえ点ともせないのだ。

「つまり歳は若いけど、年次で言ったら俺おれたちよりひとつ上って事だろ？　だったら、どうしてこのクラスに入ってくるんだ？」

「だって……」

　アンジェリッカは一度俯うつむいてから、顔を上げて答えた。

「エリヤ・シュミッテンラウドさんがこのクラスにいるから」

　さわ……っ！

　アンジェリッカが最初に姿を見せた時以上のどよめきが教室を満たす。皆の視線が一いつ斉せいにエリヤに向く。

　驚おどろかなかったのは、昨日既に理由を聞いていたディナとエリヤ当人だけだ。

「わたし、知士の勉強をしたくて、特別に一か月だけこちらの学校で研修させてもらう事になったんです」

　今度は、皆に紛まぎれてディナも振ふり向むく。

　注目を浴びたエリヤは、決まり悪そうに顔を伏せ、収まりの悪い砂色の髪かみを指で弄もてあそぶ事で間を持たせていた。下を向いた顔が、赤い。

　戮機スローターの情報を収集し、分析する知士という職能は、以前から存在していたものではない。

　大戦シビル・ウオー終結の時点で、戮機スローターの機能や能力などは完全に研究し尽くしている。しかも大戦シビル・ウオー以降は人里離れた辺境を中心に、小型や中型が散発的に現れる程度。大軍勢でなければ太た刀ち打うち不能な大型は全ぜん滅めつしている。戮機スローターとは野生動物と同等の、危険ではあっても対処方法が解明されている既き知ちの存在。

　それが常識だった。ほんの二か月前までは。

　従来の記録には存在しない変種、あるいは新種の戮機スローターの出現によって、デュバーレイ砦の建設に当たっていた開拓隊は全滅し、砦を訪おとずれたディナやツェルギオたちも絶体絶命の危機に陥おちいった。

　その窮きゆう地ちからの突とつ破ぱ口こうを開いたのが、それまで無駄で無意味と思われていたエリヤの私的な研究だった。意い刃じん術じゆつも使えず、剣けんも満足に振るえない雑用係と思われていた彼かれの観察眼と判断が、仲間の命を救い、国全体に有益な情報をもたらしたのである。

　知士というのは単なる職能分類ではなく、彼の功績を讃たたえて新たに定められた名めい誉よ称しよう号ごうという側面も持っている。

　ディナたちが遭遇した新種変種の戮機スローターの情報はまとめられ、エストワルト議国全域はもちろん、近きん隣りん諸国にも伝達された。それにやや遅おくれて、他ほかの地域でも従来とは違うタイプの戮機スローターがいくつか確認されている。必ずしもエリヤが分析したものと同一という訳ではないが「既き存そんの常識が当てはまらない戮機スローターが存在する」という事が前提になっているおかげで、不慣れな敵でも大きな被ひ害がいを出さずに駆く逐ちくする事ができた。

　だが、現時点で最も頻ひん繁ぱんに、最も多種多様な新種が出現しているのは、この学舎があるハルクライン市から北の辺境地域だ。

「戮機スローターの事をちゃんと理解して弱点を見抜くとかって、そういう事ができたら、ただ自分自身が強くなるよりもずっと効果的な事じゃないですか。他の猟士イエーガーを全員強化するのと同じなんですから！　あたし、エリヤ先せん輩ぱいの活かつ躍やくを知って感動したんです。それで、自分でもそうなれたらいいなって……凄すごい猟士イエーガーになれるんじゃないかと思って。だから、知士としての力を高めたくて、ここに勉強に来たんです！」

　動機を説明して、アンジェリッカは強い眼まな差ざしでエリヤを見つめる。

　それを遮さえぎるように、ツェルギオが彼女の正面に滑なめらかで自然な足取りで回りこんだ。

「そうか。うん、立派な心がけだよ。さすが名高いルーベンジーベンの天才少女だ。知士という分野を開拓した先せん駆く者しやはエリヤ君だが、この僕ぼくも既すでにその称しよう号ごうは得ている。わからない事があったら、何でも訊たずねてくれたまえ」

　大げさで尊大な口調だが、中身のない虚きよ勢せいという訳ではない。元々教養があり、戮機スローターに関して過去に調査済みの情報に関してはエリヤ以上の知識があるし、二か月前に起きた「デュバーレイ砦の攻こう防ぼう」において、エリヤが持つ知ち恵えと判断の威い力りよくを目まの当あたりにしたひとりだ。あれ以来、ツェルギオなりの研けん鑽さんを重ね、実際に再興庁ハルクライン支局から知士としての認にん定ていも受けている。

　もっとも「知士とは何か」という命題に明確な定義が為なされている訳ではない。猟士イエーガーや学がく猟りよう生せいで武器を手に戦う者は戦士、意い刃じん術じゆつを駆使する者は術士というのは明確な基準だ。しかし、知士を知士たらしめるのは何かと問われると案外答えるのは難しい。

　少なくとも従来型の戮機スローターに関する知識を理解し、相手に応じた戦い方を考える事は全すべての猟士イエーガーにとって基本中の基本、学がく猟りよう生せいが最初に学ぶ事でもある。エリヤが分析した新種についての情報も公知され、皆が共有するものになっている。

　ツェルギオが知士として認められたのも、この職分をエリヤ個人の才能に帰属させず育成していくため、今後の線引きに向けての試験的なものという一面があるのは事実だ。

「はぁい」

　微び笑しようしながら胸を張るツェルギオにどこか気のない返事をすると、アンジェリッカは小刻みな足取りで自らの席に向かった。追加された机は、当然教室のいちばん後ろになる。しかも、エリヤの隣だ。

「よろしくお願いしますね、エリヤさん。そうだ。エリヤ先輩って呼んでもいいですか？」

「あ……。で、でも学年で考えれば君の方が上、なんだよね？」

　年齢そのものの話は無意味だ。アンジェリッカは本来は再興学舎に入学するはずのない歳なのだから。

「でも、知士としては先輩ですもん。あたし、先輩って呼びたいんです」

「そ、それじゃ……先輩でいいけど……」

　机を寄せてくるアンジェリッカに、エリヤは困ったような表情で僅かに首を竦すくめる。そもそも、他人と会話するのが不得手なのだ。異性は特に。

「あ、あの……アンジェリッカさん。誰か、前の方の人と変わってもらった方がいいんじゃないかな？　背が低いし、後ろだと不便かも……」

　教室の椅子や机は共通規格で生産されているもので、大中小の三サイズにしか分けられていない。しかも、本来学がく猟りよう生せいとなる一六、七歳は成長期とは言え、そろそろ体格が安定する年とし頃ごろだ。育ち盛りに差しかかったばかりのアンジェリッカには、小サイズでもいささか大きすぎて脚あしが僅かに床ゆかに届かずにぶらぶらと揺ゆれている。

「エリヤ先輩は、困ってますか？」

「ぼ、僕は……別にここで問題ないけど……」

「じゃあ、わたしも大丈夫ですよ。エリヤ先輩の隣がいいんです」

　笑いながら、アンジェリッカは更さらに机を寄せてきた。初等学校で教科書を忘れた時にこんな風にした事はあるが、アンジェリッカの机にはちゃんとテキストが乗っている。もちろん国政の一いつ環かんとして運営されているので地域によって教科書が違うという事もない。

　いや。アンジェリッカにとっては、わざわざ前年に使用済みの教科書を引っ張り出してきたという事になるのか。

「よし。じゃあ、授業を始めるぞ。教科書開け」

　改めて教師が口を開く。

　学がく猟りよう生せいと言っても、剣や意い刃じん術じゆつの修しゆ行ぎようばかりをしている訳ではない。

　国土の再建に携たずさわる選良であり、良き市民である事を期待される戮機猟士スローター・イエーガーやその候補者には、充分な知性と教養を期待するというのが議国の方針だ。国家公こう認にんで戦せん闘とう力りよくを保有する者にはより高い徳性を期待するという建前もあるし、危険が多く、肉体的な全盛期も短い職業だけに引退後に様々な道が開けるようにという実務的な問題もある。

　この日の第一講は歴史の授業だった。

　エストワルト議国は大戦シビル・ウオー以前に起きた革命によって、議会制国家になったという経けい緯いがある。現在では立憲君主制を導入する国も増えているが、王制貴族制を廃した完全な民主国家はエストワルトだけ。そんな史実もあって、先人の遺業とその意義、思想的背景などは特に重視される教養だ。

「……第二反動期のきっかけになったのが、二八年に出された『クロッテンブルク要求』と呼ばれている声明文だ。教科書じゃ詳くわしい内容までは省いているな。声明の主要四項こう目もくについて、誰かわかる者はいるか？」

　板書を終えて向き直り、教師が質問する。

「む……？」

　なかなかの難問だ。ディナは眉み間けんに力を込めて必死に記き憶おくを浚さらうが、ふたつしか思い出せない。

　ちらりと、エリヤの方を振り返る。少し顔を伏せているせいで、ディナの視線には気づいていないようだ。

　エリヤは筆記試験の成績は中の上程度なのだが、授業中は余り目立たない。答がわかっていても、挙手して皆の間で発表するのは恥ずかしくて抵てい抗こうを感じてしまうのだと言っていた。

「はい。先生」

　挙手の後、指名される前に立ち上がったのはツェルギオだった。

「革命暦れきの廃止。貴族制度の復活。市民に開放された土地の返へんきやく却へんきやく──」

　そこまですらすらと述べて、ツェルギオの口が止まった。

「どうした？　あとひとつは？」

「少々お待ちください、先生。いや、大だい丈じよう夫ぶです。僕は当然理解しています。ええ、ここまで出かかってはいるのですよ」

　微び妙みように笑えみを強こわ張ばらせ、ツェルギオが自らの喉のど元もとを指す。しかし、言葉に反して第四の項目は出てこない。

「……ツェルギオでもわからないとなると、難しすぎたか？」

「はい、先生」

　どこか甘あまえたようなソプラノが教室に響く。

　小さな手を目め一いつ杯ぱいに伸のばしているのは、もちろんアンジェリッカだった。

　椅子を鳴らして立ち上がり、しゃんと背を伸ばす。堂々と胸を張る自信に満ちた姿は、小さな身体をひと回り大きく見せる。

「もう一項目は、男女同権の停止です」

「その通りだが……第一六学舎ではもう講義済みか？」

「あたしにとっては復習ですから」

　アンジェリッカの答は当然だ。彼女は年齢は若いが、入学年度は本来このクラスより上になるのだから。ただ、教師自身が口にした通り、元々教科書レベルを超こえた難問なのだ。

「さすが天才少女だね。見事なものだ。うん」

　ツェルギオが大きく頷うなずきながら着席する。

　他の生徒たちはただ感かん嘆たんの息を漏もらすだけだった。

　もちろん、隣の席のエリヤもだ。

「す、すごいね……」

　ぎこちなく、それでも称しよう賛さんの言葉を贈おくる。

「ありがとうございます。たまたま本で読んで知ってただけですよ。そんなに褒められると恥ずかしいです」

　僅わずかに机を寄せながら、アンジェリッカが微笑む。教師の質問に答えた時の落ち着いた態度とは違う、年ねん齢れい相応のはにかんだ笑え顔がおに見えた。

　歴史の授業が終わり休きゆう憩けい時間になった途と端たん、ジーグがアンジェリッカの席に駆かけ寄った。それが合図だったかのように、他の級友たちも集まり出す。自然、エリヤもアンジェリッカと一いつ緒しよに輪の中に閉じこめられる形になってしまった。

　ディナは、最外がい縁えんからそれを見ているしかできない。

「いやぁ、アンジェちゃん。さっすが噂の天才少女」

　囃はやすような軽けい薄はくな口調だが、ジーグも本気で感心している。難問に答え、しかし鼻に掛けずに照れる態度が好感を呼んだのだろう。他の級友たちも素直な称賛をアンジェリッカに送っている。

「本人が言ってただろ。そいつにとっちゃ、去年とっくに教わった内容なんだって」

「確かにそうかも知れないが、教養がある事は素直に評価するべきだよ」

　不機嫌に混ぜっ返すグレンゼルを窘たしなめたのはツェルギオだ。

「しかし、アンジェ君にとっても時間の無駄になってしまうんじゃないか？　研修という目的があるにしても、一般の授業は第三学年に合流した方がよかったかも知れないね」

「だって、あたしにとっては一般科目なんかより知士の勉強の方が大事ですから。なるべくずっと、エリヤ先輩の近くにいたいんです」

「わっ！」

　いきなり、アンジェリッカがエリヤの腕うでに抱だきついた。

「ちょ、ちょっと……！」

「あ、ごめんなさいっ！　つい……」

　真っ赤になるエリヤから離れ、アンジェリッカが小さく舌を出す。

「ひゅう、愛されてるじゃないですか。エリヤせ・ん・ぱ・い」

　面おも白しろがったジーグが囃すと、エリヤの顔から耳にまで赤みが広がった。

「ただ子供がじゃれついただけだろう。変な事は言うな」

「子供？」

　ジーグを窘めた言葉だったが、アンジェリッカ本人が不意に眉まゆをつり上げてディナを見た。いや、睨にらんだと言った方がいいような強い力の籠こもった視線だった。

「失礼。気を悪くしたなら謝あやまる」

「……べ、別にいいです」

　ディナが深く頭を下げると、アンジェリッカがぷいとそっぽを向く。

　確かに、自分でも不用意な発言だとは思う。

　確かに年齢は下だが自分たちとはみっつしか違わないし、学年で考えれば上だ。才能に敬意を払はらうべきであり、子供などという言い方で軽かろんじるべきではない。

















　それなのに、ついきつい言葉を口走ってしまった。

「そういえばディナエリーンさんって、先日もエリヤ先輩と一緒でしたね？」

　改めてこちらを見たアンジェリッカが訊ねてきた。

　名前程度の簡単な自己紹しよう介かいは、狩かり場ばで遭そう遇ぐうした時に済ませている。

「ああ。それがどうかしたか？」

「報告書だと、デュバーレイ砦とりでから脱出した時もエリヤ先輩とディナエリーンさんが一緒だったって。本当ですか？　どうして、ふたりだけで？」

「状じよう況きようを判断して、わたしが決めただけの事だが……」

　アンジェリッカの質問の意図が理解できない。

　あの時は、周囲が未知の戮機スローターに包囲された中、何としても砦から市まで帰き還かんしなければならなかった。怪け我が人にんもあり、全員で脱だつ出しゆつするのは困難。だから新型に対たい抗こうできる戦闘力を持った自分と、敵の能力を見み抜ぬけるエリヤのふたりだけという最小の組み合わせで行動しただけの事だ。

　アンジェリッカと初対面の時も、本来はツェルギオやグレンゼル、ジーグらともパーティを組んでいたのを、散開した敵を個別に仕留めるために隊をふたつに割っている状況だと説明したはずだが。

「いえ。ただ、ずいぶん仲がいいんだなぁって思って」

「当然だ。友だからな」

「友って……ただの友達なんですか？」

　不思議そうな、それでいてどこか楽しそうなからかうような眼差しで、アンジェリッカが再確かく認にんする。

「ただの友達というのがどういう意味かわからないが、紛れもなく友だ」

　例えば、学舎で同じクラスに籍せきを置く級友や、一緒に狩りをする猟友のように、立場や状況によって結ばれる縁えんがある。あるいは血の絆きずなで結ばれ、生活を共にする家族。

　友というのはそれらとは違い、相手の人格そのものを認めて敬意を払い、互たがいの意志と判断において一個の人間同士として結ばれた関係だ。

　これ以上に尊い絆というものはあり得ない。

　少なくともディナにとっては。

「まあ、そうだね。ディナとエリヤ君は確かに親密だし、非常にいいコンビネーションを持っているが、あくまで友達である、と。それは、僕からも保証するよ」

「そうなんですかぁ。よかったぁ」

　ツェルギオの言葉に、アンジェリッカが胸むな元もとで両手を合わせ、弾はじけたように笑う。

　やっぱりわからない。

　エリヤとディナが友というかけがえのない強い絆で結ばれているという事実が、どうしてアンジェリッカの安心に繋つながるというのだろうか。

「じゃ、エリヤ先輩。あたし、こっちにいる間に一いつ所しよ懸けん命めい勉強しますから、よろしくお願いしますね」

「べ、勉強って言っても……僕は……その……」

　向き直ったアンジェリッカが触ふれあいそうな程ほどに顔を寄せると、エリヤの言葉は小さく途と切ぎれとぎれになってしまう。

「さっきツェルギオさんも言ってたじゃないですか。先輩は国で──ううん、世界で最初の知士なんですから、もっと胸を張ってくださいよ。あたし、戮機スローターの事をいっぱい教えて欲ほしいんですっ！」

「う、うん……。その事なら……僕にできる事なら、何とか……」

「はいっ！　お願いしますね！」

　たどたどしいエリヤの言葉に、アンジェリッカは朗ほがらかに答える。まるで一いつ瞬しゆんディナに向けた視線が嘘うそのようだ。

「おい。お前ら席に着け。授業が始まるぞ」

　騒さわいでいたせいで合図の鐘かねが聞こえなかったらしい。教師が入ってくると生徒たちは自分の席に散らばり、今の話題はそのまま静まった。

　アンジェリッカが優秀なのは歴史だけではなかった。

　その後の古典や外国語、数学などの授業でも彼かの女じよはクラスで不動の首席を誇ほこるツェルギオと互ご角かくか、それ以上の実力を見せつけたのだ。

「素す晴ばらしいよ、アンジェ。噂に違わぬ天才ぶりだ」

　ひと通り授業が終わった後、ツェルギオが彼女に駆け寄より、まるで舞ぶ踏とう会かいでエスコートするように手を取った。

「ありがとうございます。でも、一般科目の成績だけで褒められても……。やっぱり、本道は戮機スローターとの戦いですもん」

「それもそうか。じゃあ、今度の休日に早さつ速そく狩かりに出かけようじゃないか。もちろん、この僕が案内し、先導しよう。万が一にもわざわざ研修に来てくれた君に怪け我がをさせる訳にはいかないからね」

「負傷は覚かく悟ごしてます。あたしも、一人前の学がく猟りよう生せいですから」

　ツェルギオの言葉に、アンジェリッカの口唇くちびるが尖とがる。

「あ、いや、失礼。別に君をお客さん扱いするという事じゃないんだ。気を悪くしたなら失礼」

「ね？　エリヤ先輩も一緒に行くんですか？」

「え？」

　いきなり訊ねられ、エリヤは言葉を詰つまらせる。

「ああ、そうだね。エリヤ君、君も是ぜ非ひ参加してくれないか？　アンジェ君が知士志望というのであれば、僕と君の両方のやり方を実地で見て学ぶのが、最も適切だろうからね。うん、それがいい。そうしよう」

「……そ、そういう事なら……」

　ずいと身を乗り出してくるツェルギオの口調は質問ではなくなっていた。

「楽しみです。この間はたまたま会っちゃっただけですけど、今度はエリヤ先輩のやり方、じっくり教えてもらえるんですねっ！」

「えっ！」

　アンジェリッカが、いきなりエリヤの手を握にぎった。避さける暇ひまもなければ、振りほどく力もない。もちろんそこまで不作法でもない。ただ、ぎゅっとつかまれた手はもちろん、顔も赤らんでいる。

「わたしも行こう！」

　ほとんど反射的に、ディナは早口で挙手していた。

　自分でも何な故ぜそうしたのか、わからないのだが。

　一瞬、アンジェリッカがどこか尖った、年ねん齢れいにそぐわない眼差しでこちらを見たような気がした。

　だが、ツェルギオがディナの正面に立ってそれを遮った。

「もちろんだよ、ディナ。当然、君も来てくれると思っていたよ。君も一緒ならこれ以上の布ふ陣じんはない。アンジェ君に僕たち第一七再興学舎の精せい髄ずいを披ひ露ろうしようじゃないか」

「あ……。う、うむ。そうだな」

　今度は、ツェルギオがディナの手をぎゅっと握る。

「あたしも楽しみです。この間は、もう戮機スローター倒たおしちゃった後だったけど、どうせなら第一七学舎撃げき破は王、デュバーレイ砦では新型を何機もやっつけたっていう人の腕うで前まえ、見たいと思ってたんですよ。普ふ通つうとは違う大きな剣なんでしょ？」

「い、いや。わたしの剣けん技ぎは、別に人に見せるようなものでは……」

「さっき僕が言っただろう、ディナ？　一いつ般ぱん的てきに謙遜は美徳だけど、優れた実力の持ち主がそれを誇るのは、社会に対する義務のひとつでもあるんだからね」

　熱っぽい口調で語るツェルギオに、ディナはこくこくと頷くしかできなかった。



「……確かに、すごいよね。あの子」

「うむ。それは認めよう。才能もあるだろうが、あの年齢であれだけの知識や教養を身に付けているのだから、ずいぶん努力も重ねたのだろうな」

　放課後──というよりは既に夜。

　学舎から離れた繁はん華か街がいの食堂でエリヤとディナは言葉を交かわす。

　もっともディナはカウンターで定食を食べる客で、エリヤの方はその内側にいる従業員という違いはあるが。

　知士として認められ勲くん章しようや報ほう奨しよう金きんも得たが、それで生活の全てが上う手まくいくという話でもない。

　特にエリヤは画帳や高価な資料を購こう入にゆうするため、懐ふところ具ぐ合あいは厳しい。以前は夜間の工事現場などで働いていたが、体力自じ慢まんではないエリヤにはきつかったため、ディナの紹しよう介かいでこの食堂でアルバイトする事になったのだ。

　ディナは、放課後何時間か剣術の稽けい古こをしてから帰路につき、途と中ちゆうこの店で夕食を済ませるのが日課だ。要するに、常連客である。

「おい、エリヤ。そろそろ上がっていいぞ」

　厨ちゆう房ぼうから、店主の声が掛かかる。

「え……。でも、まだ洗い物が残ってますし……」

「今日は客が少なかったからな。それにディナちゃんも来てるんだし、ちょうどいいだろ？」

「わ、わかりました。それじゃ、お言葉に甘えます」

　大げさなくらいの動きで店主に一礼し、ディナが空にした食器を奥おくに片付けてからエプロンを外し、ディナと一緒に外へ出る。

　ハルクライン市もそうだが、エストワルト議国にある都市のほとんどは大戦シビル・ウオー後に復興の拠きよ点てんとして計画的に建築されたものだ。行政地区、商業地区、住宅街などが整然と配置され、街路は広く、市内の各所に公園が設置されている。

　ディナとエリヤは真まっ直すぐには帰宅せず、そんな公園のひとつに向かった。そもそもディナの住まいが公務員宿舎や高級住宅がある市の中心寄りなのに対して、エリヤが住んでいるのはいわゆる下町の安アパートだ。食堂からだと、方向が正反対になる。

　治安上の問題もあり、公園外縁には常夜灯が設置されていて夜でも明るい。

「あの……ごめん」

　外灯の下で、エリヤはディナに頭を下げる。

「何を謝る？」

「その……いつもつきあってもらって……」

「最初はわたしから誘さそったのだ。エリヤが気に病やむ必要などどこにもない」

「でも、ディナには時間の無む駄だになってるんじゃないかと思って……」

「なぁに、丁度よい腹ごなしだ。それに、友の力ちから添ぞえをするのは当然の事ではないか。わたしを気き遣づかうのなら、詫わびではなく感謝の言葉を言ってくれ」

「そ、そうだね。ありがとう」

　屈くつ託たくなく笑うディナにエリヤも笑みを返し、もう一度軽く頭を下げる。

「よし、それでいい。行くぞ」

「うん……」

　軽く脚の腱けんを伸ばす準備運動の後、公園外周をなぞるコースをふたりは走り出した。

　知士とは言っても、学がく猟りよう生せいである以上エリヤも戦いの現場ではディナたちと同じペースで移動しなければならない。時に戮機スローターから逃にげ、あるいは追いかけるために走る事も多い。何よりも、動いている戮機スローターを間近で観察したいというのはエリヤ自身の望みでもある。

　元々エリヤは身体を動かすのは苦手な方だ。それでも戮機スローターへの興味から学がく猟りよう生せいとなり、狩りにも積極的に参加していたが、意い刃じん術じゆつが使えない以上は戦士でありながら戦えない無能扱あつかい。いや、より正確に言えば単なる雑用係だったのだ。

　武力に劣おとるエリヤ自身、狩りの仲間に加えてもらうために率そつ先せんして雑事を引き受けたからという事もあるが。

　戦う事に熱心でないため学舎の体育の授業にも身が入らなかったのだが『それならば剣の技わざとは無関係に、純じゆん粋すいに基き礎そ体力を増進するために鍛きたえればよい』というディナの勧すすめもあり、夜の走り込みを日課にするようになったのだ。

「無理をするなよ。自分のペースを守り、それを少しずつ高めていけばいいのだからな」

「う、うん……」

　ディナにとっては軽く流す走りだが、エリヤの息は弾はずんでいる。それでも傷が癒いえて以来一か月間、ほぼ毎日続けているだけあって少しずつだが持久力も瞬発力も向上している。

　これとは別にディナ自身は早朝に走り込んでいるが、さすがにそっちは距きよ離りもペースもエリヤには重荷すぎるし、夜にはバイトや研究の整理があるエリヤには早起きもきつい。

　速度は、エリヤの体力や疲労の度合いを見ながらディナが決める。この夜はやや遅おそめのペースで公園の周りを二周した。もちろんランニング後の整理体操も彼女が指導する。

「ふぅ……」

　疲つかれた筋肉や心臓を充じゆう分ぶんに解しなおし、エリヤはタオルで汗あせを拭ぬぐう。

　エリヤへの指導だけでは、ディナには身体慣らしにも足りない程度の運動量だ。彼が息を整えている間にも愛剣を鞘さやのまま構え、縦に横に振る。基本の型をひと通り終えた後は敵をイメージしての仮想戦だ。記憶の中から強敵を呼び出だし、敵が繰くり出す攻こう撃げきを受け止め、かわし、払い除のけ、かいくぐって反はん撃げきする。

　今、想定しているのはデュバーレイ砦で遭遇し〈ファングヴァイパー〉と名付けた〈スネーク〉のバリエーションだった。

　頭部に鎌かまに似た長い刃やいばを内蔵しており、蛇じや体を活いかした柔じゆう軟なんな動きが特とく徴ちようだ。一いち撃げきの破は壊かい力りよくでは熱ねつ刃じんを持つ従来型の〈ヒートヴァイパー〉の方が強力だが、武器を加熱させたり休ませたりするタイムラグがない分、連続攻撃には注意しなければならない。

　ディナの脳のう裏りには、存在しない戮機スローターの姿が明確に浮うかんでいた。

　幻まぼろしの〈ファングヴァイパー〉は波形に地上を這はう体勢のまま、素す早ばやくディナの左側に回りこもうとする。剣を構えたまま踵かかとを返し、視界の中央に敵を捕とらえ続ける。

〈スネーク〉系列は足元を狙ねらう事もあれば、鎌かま首くびをもたげて攻せめかかってくる事もある。更には、全身を巻きつけてくるかも知れない。

　ディナは両足の感覚を調整し、体重を分配。剣は自らの視線を遮らないよう中段を保つ。

　どの攻撃が来ても対応できる構えが重要だ。

















　しゅっ！

　機体が風を切る音までもが、現実のように感じ取れる。

〈ファングヴァイパー〉が選せん択たくしたのは、一気に距離を詰めて足元を刈かり取とる攻撃だった。

　労せず倒せる程度の弱さに設定する。あるいは、迎むかえ撃うちやすいような攻撃を仕し掛かけさせる──そんな己おのれに都合のいいイメージをディナは思おもい描えがかない。もちろん、あり得ないほど誇こ張ちようした敵でもない。

　これまで刃を交えた通り詳しよう細さいで、リアルで、それ故ゆえに容よう赦しやなく攻めてくる敵と、ディナは戦うのだ。

　後方に飛とび退のいても、敵のスピードには敵かなわない。

　むしろジャンプして動きが単調になる方が危険だ。

　咄とつ嗟さに判断し、大剣を垂直に立てて〈ファングヴァイパー〉の前に突つき出す。

　戮機スローターは身体をくねらせてそれをかわす。

　左踵を軸じくにして半回転。狙われた右足を大きく引きながら剣を引ひき戻もどし、敵の頭を真上から貫つらぬく。

　一瞬、遅おくれた。

　幅はば広ひろい頭部を貫かん通つうするはずだった切っ先は、細くなった首の部分を掠かすめただけ。

　しかし、ディナは恐きよう慌こうには陥おちいらない。

　地面に刺さした剣を支点に〈ファングヴァイパー〉を飛び越こえる大だい胆たんな跳ちよう躍やくで位置を入いれ替かえ、即そく座ざに剣を抜ぬく。

　敵も旋せん回かいするが、速度を維い持じしようとすればどうしても全身で地面を這うしかない。

　即すなわち、軌き道どうが読みやすい。

　地面すれすれを擦こする下段の動きから敵の鼻先に剣を当て、一気に振ふり上あげる。

　金属と金属が激げき突とつする手て応ごたえ。甲かん高だかい摩ま擦さつ音おん。

　湾わん曲きよくした刃を閃ひらめかせた〈ファングヴァイパー〉頭部が真っ二つに避ける。

　ふ、と息を吐つくと同時に戮機スローターの幻げん影えいが消失する。

「……今の〈ファングヴァイパー〉？」

　息を整えながらディナの訓練を見ていたエリヤが訊たずねた。

「そうだが……わかるのか？」

「うん……。ずっと、見てたから……」

「そうか。そうだな」

　ディナが想定する戮機スローターは、あくまでも彼女自身が剣を交えた際に感じた記憶に基もとづいている。動きの速さやタイミング、行動選択の癖くせなどはほとんど無意識に再現できるが、構造などを理解している訳ではない。

　深く豊富な知識を有し、戦せん闘とうの状況を外から観察しているエリヤは自分よりも高度な認にん識しきを持ち、対戦相手の動作から機種を推測するのも可能なのだろう。

「さすが、知士だな」

「というか……その……。まあ……」

　まだランニング後の動どう悸きが続いているのだろうか。エリヤの顔は微かすかに上気している。

「やっぱりディナはすごいよ。僕ぼくが休んでる間に、一戦終えるんだから」

「こればかりは職分の違ちがいだからな。しかし、エリヤもずいぶん走れるようになった。成長がはっきり見えると、こちらとしても鍛え甲が斐いがあるというものだ」

「うん、ありがとう。ディナのおかげだよ」

　エリヤの笑顔に、己の頬ほおが微かに火ほ照てったのを感じる。

　あの程度の仮想戦で心臓に負担がかかるとも思えないのだが。

「わ、わたしこそそこまで恐きよう縮しゆくされると照れるぞ。君を鍛えるのはわたしの──いや、わたしたち全員のためでもあるのだから」

　上うわ擦ずった声で答えると、ディナも剣を下ろしてこほんと咳せき払ばらいをする。

「確かに君の知ち恵えや観察眼は素晴らしい。わたしや、他ほかの学がく猟りよう生せいには無いものだ。だが、戮機スローターを追つい跡せきするにせよ逃げるにせよ、君が足手まといになって行動がままならないのであれば本ほん末まつ転てん倒とうだからな」

「うん。わかってるよ」

　先日の狩りで、逃げる〈モール〉を追跡するディナにさほど遅れずについて行けたのは日々の鍛たん錬れんのおかげだ。

「そうだ。アルバイトの方の調子はどうだ？」

「そっちも、上手くいってる。おかげさまで」

　今度はさっきよりも気負わずにエリヤが答える。

　余よ裕ゆうのない中でやりくりするため自じ炊すいをしていたから、料理には慣れている。少なくとも、ディナよりはずっと上手い。朗らかだが強ごう引いんなところのない店主の人ひと柄がらも、人付き合いが苦手なエリヤにとっては心ここ地ちよいものだった。

「それは何よりだ。そのうちに店でも君の手料理を食べられるようになるかな？」

　やはり砦の一件の後で、約束通りエリヤは再度ディナに料理を振る舞まっている。前は謹きん慎しん中の彼女の元へ自宅で作ったものを持参したのだが、この時はディナのキッチンを借りてその場で出来たてを供した。

　ディナの方がエリヤの住まいを訪ねるという案もあったのだが、狭せまいし、台所も共同だしという事でエリヤが断ったのだ。

「さすがにそれは無理だよ。まあ、まかないくらいは二、三度作らせてもらえたけど」

「そうか」

「僕の料理なんてまるっきりの我が流りゆうだし……。きちんとお客さんに出せるようなレベルじゃないけど、あり合わせの材料でどうにかする方が、性しよう分ぶんに合ってるっていうか……」

「わたしは、君の料理は素晴らしいと思うのだがな。先日、我わが家やで作ってくれた肉団子と野菜のスープ、あれなどは絶品だった」

　思い出したディナの口中に唾つばが湧わき上がる。喉のどが、ごくりと鳴ってしまった。

　エリヤの料理は、砦の後の約束一回だけではない。指導のお礼という事で、エリヤは何度か休日にディナの家を訪ね、手料理を作っているのだ。

「あ、あれは、本当に安物の合あい挽びき肉しか使ってないんだ。ほら、挽ひき肉にくって表面積が大きいから、出だ汁しはよく出るんだよ。けど、その分灰あ汁くも多いから丁てい寧ねいにそれを取って……。肉団子にする分は、旨うま味みが流れ出ちゃったらまずいから別にしておいて……。同じ素材を使うから、味が喧けん嘩かしないでよく馴な染じむんだ」

「そういう筋道の通った工く夫ふうは、やっぱり君の得意な事なのだろうな。わたしは、そういうのは全然駄だ目めだ」

　ずっと自炊はしているのだが、ディナの料理は自分自身の口に合って腹が膨ふくれればそれでよいという大おお雑ざつ把ぱなやり方だ。とりあえず焼くか煮にるかして、塩やスパイスで味をつける──これで一丁上がりというレベルである。

　自じ虐ぎやくが冗じよう談だんだとわかるよう大げさに肩かたを竦すくめるディナに、エリヤも頬を緩ゆるめる。

「バイトもそうだが、わたしとしては君がもう少し他の皆みなと馴染めた方がいいと思う」

「うん……。それも、わかっているんだけどね……」

　学がく猟りよう生せいとは言っても、知士は決して独りでは戦えない。

　エリヤの能力を十全に活かすためには彼かれが自らの判断を的確に他人に伝え、また相手も彼を信じる事が必要なのだ。その点では、エリヤの現状は決して好ましいものではない。元々の口下手が一いつ朝ちよう一いつ夕せきで改まる訳ではないのだ。

　まして、学がく猟りよう生せいとして都市からさほど遠くない場所で狩りをしているだけならいざ知らず、専業の猟士イエーガーとなれば危険で強力な戮機スローターが出しゆつ没ぼつする地域が職場となる。特に、未知の強敵が存在すればこそエリヤの能力が求められるのだから。

「ま、まあ……その、何だ。君の能力が評価され、ああして遠方から教えを請こう人間が現れたというのは、喜ばしい事なのだろうな、うん」

「……ぼ、僕は……ちょっと困るっていうか……。その……女の子と喋しやべるのとか、あまり得意じゃないから……。あんな風に名指しとかされると……」

　ふたりの言葉が、それぞれ奇き妙みような間を挟はさむ。

「しかし、わたしとはこうして普通に会話しているではないか。それとも、わたしは女子ではないのか？」

「そ、そうじゃないよ！　女の子っていうか、人と話すのって、慣れてないから……。ディナは、最初に強引に僕を担かついでいったし……」

「あ、あ、あれは君が倒れて危なかったからだ！　確かに、いささか不作法ではあったし、不ま味ずい粥かゆを作った事は謝るが……」

「怒おこってるんじゃないよ。感謝してる。もう済んだ事だしさ」

「済んだ事と言うからには、つまりわたしが悪かったという事ではないか！」

「あ……そ、その……だから、それはそれで、これはこれっていうか……。あの時、ディナが強引だったおかげで助かったんだし、友達にもなれたし……」

　エリヤが本気で根に持っている訳ではない事ははにかんだ笑顔で一いち目もく瞭りよう然ぜんなのだが、それでもディナは妙みようにうろたえてしまう。

「ま、まあその、何だ。君の努力が成果となり、それを評価する人間がいる。しかも、戮機スローターについての情報は社会の役に立つ事なのだ。素す直なおに、誇ってもよい──そう思うぞ、わたしは。うん」

　まるで自分自身を説得し納なつ得とくさせるような、妙に持ってまわったくどい言い回しになってしまった。

「天才少女か……。確かに術士としての能力は確かだが、知士としてはどうなのだろうな」

　最初に遭遇した時の、一撃で〈モール〉を仕留めたアンジェリッカの姿を思い出しながら、ディナは呟つぶやいた。



「何だよ、そいつは？」

　狩り当日の未明、市門の集合場所に現れたアンジェリッカ──アンジェリッカたちに驚おどろきと不満の声を上げたのは、やはりグレンゼルだった。

　彼女は、今日もメイドと一緒だったのだ。

「アンジェリッカお嬢じよう様さまにお仕えしております、ハンナ・クリューゲントと申します」

　やはり濃のう紺こんのロングスカートに白エプロン、そして背には服装に不ふ釣つり合あいな鞄かばんを背せ負おったハンナは完かん璧ぺきな作法に則のつとった恭うやうやしい一礼をした。頭を上げた弾みにずれた眼鏡の位置を、二本指で整える。

　不ふ機き嫌げんそうに口唇くちびるを曲げたままのグレンゼルに対し、ジーグの方はメイドが珍めずらしいのか、目を細めてハンナの顔から足あし下もとまで、じろじろと眺ながめている。

　まだ若い。

　年齢はディナたちと同じか、ひとつかふたつ上という程度か。鍛えているという程ではないがすらりと均整の取れた体格が、地味な仕事着の上からでも見て取れる。長めの黒くろ髪かみは、襟えり元もとで束ねられていた。

　そして色白で怜れい悧りな顔立ちには、やはり眼鏡が乗っている。

「いいかな、アンジェリッカ君」

　苦く笑しようを浮かべて、歩み出たのはツェルギオだ。

「君はルーベンジーベン家のご令れい嬢じようだし、何と言ってもまだ一三歳さいだ。しかも本来の生活の場から離はなれてハルクラインまで来ているんだから、身の回りの世話をする者がいても不思議ではないよ。だけど、さすがに戮機スローター狩りにまで同行させるというのは、ちょっと度を越こしてるんじゃないかな？」

　確かに場ば違ちがいなのは事実だ。

　ディナも裕ゆう福ふくな家の生まれなので、実家では幾いく人にんかのメイドを雇やとっている。しかし、ハルクラインではひとり暮らしだ。そもそも再開かい拓たくの拠点として建造中の街は、大戦シビル・ウオーの戦火を免まぬがれた古い都市とは違う。国策の一いつ環かんとして斡あつ旋せんされ、利権を求めて支社を置いている富商はあっても、旧来の名家や大だい邸てい宅たくなどは存在しない。学舎の生徒も含ふくめ、市民全体に占しめる若い独身者の割合が高く、しかも労働力は各家庭の家事などよりも都市の建設拡大に向けられる。

　実際、ディナはハルクラインに来て以来、この手のメイドを目にしたのはハンナが初めてだ。恐おそらく市長でさえ雇ってはいないだろう。

「ハンナはただの使用人ではありません。わたしが知士を目指すために、絶対に必要なパートナーなんです」

　宥なだめるようなツェルギオの苦言に、アンジェリッカが上うわ目め遣づかいで反論する。

「疑問はごもっともですが」

　控ひかえめな口調で、しかし眼鏡の位置を整えながらハンナ自身も応じる。

「お嬢様に同行するに当たって、わたくしも戮機猟士スローター・イエーガーの方のお邪じや魔まにならぬよう最低限の訓練は致いたしました」

　ハンナは短たん剣けんを装備している。学がく猟りよう生せいや本業の猟士イエーガーが使う剣けんに比べると遥はるかに小さく、投とう擲てきも可能なサイズだ。戮機スローターを積極的に倒すためではなく、あくまでも護身用として普ふ及きゆうしている武器である。

「けどなぁ……」

「いいじゃないかよ。綺き麗れいどころが増えたんだから、目の得だと思えばさ」

　まだ納得できない顔のグレンゼルの脇わき腹ばらを、肘ひじで小こ突づきながら笑うのはジーグだ。

「ハンナがきちんと仕事をしているのは、わたしとエリヤが目もく撃げきしている」

　ディナが、口を挟む。

「わたしたちは、見かけや既き存そんの知識だけで物事を判断する事の愚おろかしさを身をもって学んでいるはずではないか？　それに、ここには第一七学舎の精せい鋭えいが揃そろっているのだ。アンジェリッカも術士として優すぐれた実力を持っているのは保証しよう。ハンナが同行して、何か負担になる事があるのか？」

　自うぬ惚ぼれるつもりはないが、無意味に己を過小評価しないのもディナだ。学舎で最高のスコアを誇る自分と、それに並ぶ実績を持ち剣と意い刃じん術じゆつの両方を使いこなすツェルギオが一いつ緒しよなのだ。不満を言うグレンゼルや妙ににやついているジーグだって同期の中では十じつ傑けつに入る学がく猟りよう生せいである。

　そしてもちろん、自らの手では一体の戮機スローターも倒してはいないが、エリヤも一緒にいる。

　それが、ディナにとっては何よりも心強い。

「……はいはい、わかりましたよ。ご立派な事で」

　グレンゼルが大げさに肩を竦めてため息を吐つく。

「ありがとうございます、ディナエリーンさん」

「礼を言われる程ではない。幸い、わたしは君たちの実力の一いつ端たんをもう見ているからな」

　アンジェリッカがぺこんとお辞じ儀ぎをする。ディナとしては、当然の事を言っただけなのに頭を下げられると妙に気き恥はずかしい。

「さっさと行きましょうよ、ツェルギオさん」

「うむ、そうだな。余計な議論で時間を無駄にするのは得策じゃない。何より、アンジェくんの日程は限られているし、確実に新型の戮機スローターに出会えるとは限らないからね」

　不満げなグレンゼルの態度を敢あえて無視するような明るい声で、ツェルギオが先頭に立って歩き出す。他のメンバーも、自然にその後に続いた。

　次なる拠点となるべく置かれたデュバーレイ砦が壊かい滅めつして以来、新たな「点」として砦を建設する計画はひとまず棚たな上あげされ、ハルクライン市周辺の戮機スローターの駆く除じよと調査を進め、安全な領域を「面」として確保する方針に改められている。

　ツェルギオが狩かり場ばに選んだのは、市から二時間ほど北に進んだ、広めの森の中だ。

　出現頻ひん度どや現れる戮機スローターのサイズなどは以前と大差ないが、事件以来従来にない型が急激に増えている。前回、ディナとエリヤが何種もの〈モール〉と戦った辺りとも近い。

　街からの距離も手て頃ごろで、遭そう遇ぐう数は多いが手に余りそうな中型や大型と出くわす危険はほとんどないと言える。

　アンジェリッカの目的に適かなう適切な選択だと、ディナは素直に感心している。戦いそのものは得意だが、こういう気遣いや采さい配はいはツェルギオには敵わない。

　そのアンジェリッカは、道々ずっとエリヤに話しかけていた。

「じゃあエリヤ先せん輩ぱいって、本当に一〇〇冊以上もスケッチを描かきためてたんですか？」

「う、うん……。まあ……」

「それってやっぱりいつかこの知識が役に立つとか、戮機スローターの異変を敏びん感かんに読み取ってとか？　すごいですね！」

「そ……そうじゃなくて……ただ、興味があったっていうか……」

「だから戮機スローターの事を調べてれば、何かに繋つながるって思ってたんですよね？」

「ええと……何て言ったら……」

　矢や継つぎ早ばやに訊ねてくるアンジェリッカに、エリヤの返答はしどろもどろだ。

　街かい道どうから外れないうちはほぼ安全だが、万一に備えて最さい後こう尾びを守っているディナは、もどかしくその様子を眺めるしかできない。

　そもそもエリヤは弁が立つ方ではないから、あんな風に早口で質問されても困るだけだ。

　彼のやった事を世間が評価する前、ただひたすらに描き溜ためていた画帳の山を目にしたディナは理解している。本当に何の打算も名利の欲もなく、エリヤはただ己の心が求めるままに戮機スローターを調べ、記録してきたのだという事を。

　しかし、知士を志すというアンジェリッカがエリヤにいろいろと訊ねるのは正当な行こう為いだし、ディナが脇わきから口を挟むべき事でもない。第一、ディナ自身だって頭ではわかっていても言葉で説明するのは不得手なのだ。

　ただ、ふたりの様子を見ていると妙に落ち着かない。

　きっとエリヤの言いたい事を自分は理解しているのに、それが当のアンジェリッカには全く伝わらず、堂どう々どう巡めぐりのようになっているのがもどかしいのだろう──己の精神状態を、ディナはそう判断した。

「アンジェリッカ。気持ちが逸はやるのはわかるが、余計な話は慎つつしめ。注意が散さん漫まんだと、戮機スローターの奇き襲しゆうを受ける危険が増す。第一六学舎では教えないのか？」

　こうやって注意したのは言葉通りの意味に加え、エリヤを助ける意味もある。彼の性分では、自分から「話しかけないで」とは言えないだろうから。

「はい。わかりました。ごめんなさい」

　アンジェリッカは素直に詫びた。

　そろそろ森の半ばだ。いつ戮機スローターが襲おそって来ないとも限らない。

　ツェルギオを先頭とする七人の歩みは、ゆっくりと木立の中を進んでいく。

　人間が戮機スローターに対してそうであるように、戮機スローターもまた人間を敵視し、殺傷しようとすると同時に恐きよう怖ふを抱いだいている。それは生物がより大きく獰どう猛もうな天敵を忌き避ひするような「恐れ」と同じではないかも知れないが、人目を避け、迂う闊かつに人間の領域に姿を現さないような行動傾けい向こうを持っているのではないか。

　古くから唱えられている有力な説のひとつであり、エリヤが強く推おす意見でもある。

　事実、街からの距離がある程度離はなれても整備された街道に戮機スローターが現れる事は少ない。日が下りてから少人数で歩くのはさすがに危険だから、都市間を移動する商人などは誘い合って大きな荷馬車隊を作り、警護に戮機猟士スローター・イエーガーを雇やとい入れる。

　だから積極的に戮機スローターと戦いたいのなら、街道から外れて山地や森の中に踏ふみ入って行けばよい。

　陽光は薄うすい雲と樹き々ぎの葉で二重に遮さえぎられている。遠いせせらぎと、さらに遠い鳥の声を自分たちの鎧よろいが鳴らす金属音が遮る。

「……静かに……！」

「皆、ちょっと足を止めろ！」

　エリヤの小さな呟きをディナが敏感に聞き取り、声を上げる。

　ツェルギオも片手を上げ、全員に静止を指示した。

「どうしたんですか、エリヤ先輩？」

「しっ！」

　駆かけ寄よろうとしたアンジェリッカを、エリヤが留とどめる。

「前方、右。作動音がする……。多分、中型が何体か……」

「確かに……。よし、全員用心してくれ。陣じん形けいは崩くずさず、木立の入り組んだ場所には入らず、なるべく足場のいいところで迎え撃つ形をとる」

　耳元に手を当ててエリヤが感じ取った情報を自分でも確かく認にんし、ツェルギオが指示を飛ばした。音の方に慎しん重ちように歩を進めながら、多少は広い場所でそれぞれ武器を構え、音のした方角を警けい戒かいする。

　ほどなく、予想通り戮機スローターの群れが姿を現した。

「あれは？」

「〈モーリケット〉だ……。最近確認された新型」

　アンジェリッカの疑問に、エリヤが答えた。

　胴どう体たい部の構造は〈モール〉とほぼ同一だが、最大の特徴である先せん端たんの回転螺ら旋せん刃じんがない。代わりに、移動用の四し肢しとは別に、攻撃用の腕うでを二本備えている。〈マンティス〉などよりは短いその先には、太い鉄串ぐしか鋤すきを思わせる凶きよう器きが鈍にぶく光っていた。

〈モール〉の亜あ種しゆではなく、螻け蛄ら──モールクリケットをもじった〈モーリケット〉と呼ばれるのは、その姿のためだ。

　ただし、こちらは見た目は螻蛄に似ているが〈モール〉と違って土中を潜せん行こうする能力は持たない──少なくとも現在のところ、その能力は確認されていない。

「正面は僕が！　ディナは右！　ジーグとグレンゼルは、左の足止めを！」

　真っ先に飛び出したツェルギオは左手で電でん撃げきの意い刃じん術じゆつを放つとほぼ同時に、腰こしから細い剣を抜き放った。

　青白い閃せん光こうが〈モーリケット〉の体表で弾はじけ、広がり、網あみの如く覆おおう。

　ツェルギオが用いた意い刃じん術じゆつは出力を抑おさえたものだ。一撃で敵の装そう甲こうを貫通するほどの破壊力はない。

　しかし低めの出力でも、電撃には火か炎えんや衝しよう撃げき波はにはない独自の性質がある。表面から戮機スローターの内部を刺し激げきし、瞬まばたき数回ほどの僅わずかな時間だが動きを停止させるのだ。

　自らが作り出した敵の隙すきを、ツェルギオは見み逃のがさない。

　剣は、ディナのそれに比べれば遥かに細い。強固な外装を破は砕さいするのは不可能だ。

　だが、鋭するどい。

　刀身には刃がなく、断面はほとんど円に近い刺突専用の剣。

　長さも、かつて彼が愛用していたものに比べれば拳こぶしふたつ分ほど延長されている。

　その先端が極きわめて正確に〈モーリケット〉の正中線、胴どう体たい前ぜん端たんやや上の一点に差し入れられる。まるで予あらかじめツェルギオの切っ先と戮機スローターの急所が、不可視の糸で結ばれていたかのように。新種ではあっても、胴体部の基本構造は旧来の〈モール〉と大差ない。弱点も同じ箇か所しよだ。

　戮機スローターがでたらめに脚あしをばたつかせている間にツェルギオは剣を抜き、すかさず第二撃を別のポイントに突き入れる。

　これがとどめだった。〈モーリケット〉は完全に動きを止め、小さな丸い孔あながふたつ穿うがたれた腹をさらして転がっている。

　従来の戦法が通じにくい戮機スローターに対してツェルギオが考案し、工夫して身に付けたのがこの戦い方だ。

　重い武器で強引に破は壊かいするスタイルは性に合わないし、今まで積み上げてきた剣けん技ぎが活かせない。ならば、従来の技に更さらなる磨みがきをかけて、より正確に、確実に、敵の弱点を見抜いて貫けばいい。

　どんな戮機スローターでも可動部分を持つ以上、全身を完全に分厚い装甲板で覆い尽つくす訳にはいかない。意い刃じん術じゆつで麻ま痺ひさせる事で、攻撃を仕掛けるタイミングを自分で作り出せる。威い力りよくを控えめにするのは自らの消しよう耗もうや発動前後の隙を避さけ、剣での攻撃に滑なめらかに繋ぐため。敵の種別を見み抜ぬけば、必要以上に強力な術を使ったり効かない術を撃ちなおしたりして精神力を無む駄だ遣づかいするのは回かい避ひできる。

　戦士にして術士であり、知士も兼かねる。

　ツェルギオだからこそ可能な方法だった。

　もちろん、ディナにとっても〈モーリケット〉程度は敵ではない。

「〈モーリケット〉としては普ふ通つうの奴やつ！」

「わかった！」

　エリヤの助言を受け、重く厚い大剣を振りかぶって一気に叩たたきつける。

〈モーリケット〉は〈モール・タイプⅢ〉相当の装甲を持ち、二本の攻撃肢は動きが素早く威力も大きい。しかし、リーチが短く攻こう撃げき範はん囲いが狭いという弱点がある。

　破壊力に優れた武器を用いるディナならば、正面大上段から叩きつぶすのが最も確実なやり方だ。

　本物の昆こん虫ちゆうならば頭から胸部に当たる部分が大きくたわみ、へこむ。

　戮機スローターは精密な機械の塊かたまりだ。外装が歪ゆがめば内部の構造が破壊され、機能は停止する。

　エリヤの判断は信しん頼らいできるし、未知の敵を相手に中ちゆう途と半はん端ぱな小細工を試みてしくじった時にはかえって窮きゆう地ちに陥る。真正面からの正せい攻こう法ほうならば多少のミスがあってもリカバリーできるというのがディナの考え方だ。

「くそっ！　ジーグ、何とかしろ！」

　ただ、グレンゼルたちは苦戦していた。

　細身の剣は軽く扱いやすいが、重装甲の戮機スローターには痛打を与あたえにくい。

〈モーリケット〉が繰り出す鉄串の連打を捌さばき、払はらいのけるあたりグレンゼルも並以上の腕うで前まえだが、そこから攻撃に転じる機を見いだせない。従来型の戮機スローターを狩るための戦術から脱だつ却きやくできずにいるのだ。

「ちょ、ちょっと待ってくれよ。こっちも……」

　グレンゼルが壁かべ役を務めている間にジーグは射線を確保するべく回りこもうとするが、右に左に切り返す〈モーリケット〉の動きに翻ほん弄ろうされ、ポジションが決まらない。下手に放つとグレンゼルも巻まき添ぞえにしてしまう。

「そのままで！」

　ディナやツェルギオがフォローに入ろうとした矢先、ソプラノが叫さけんだ。

　アンジェリッカだ。

　制されたのはディナたちか。それともグレンゼルか。

　複雑に絡からみ合った腕うで輪わを操作して目盛りを合わせ、その手を水平に掲かかげる。

　伸のばした指先は、グレンゼルの背中に向いていた。

　その先端に赤い光が灯ともり、瞬しゆん時じに膨れあがり、さらにぎゅっと収縮する。

　危ない──とディナが叫ぶ間もなかった。

　アンジェリッカの小さな指先から赤熱の光が放たれる。

　針の如く細く絞しぼられた熱波は瞬きも許さぬ疾はやさで宙を飛び、正確にグレンゼルの側を通って〈モーリケット〉の重要なポイントを直ちよく撃げきする。

　頭と胸の継つぎ目めあたりのポイント──ツェルギオの剣が貫いたのと全く同じ一点だった。

　しかも、動き回るグレンゼルをぎりぎりで掠めるような軌道で。

〈モーリケット〉の動きが鈍った隙に、ジーグも素早く位置を変えて炎ほのおを放った。

　先刻のアンジェリッカと同じ、絞りこんだ一撃。ただし出力も精度も一歩譲ゆずるので、急所を貫くのではなく移動肢の一本を破損させただけだ。

「くっ！」

　グレンゼルも何とか体勢を整え〈モーリケット〉に剣を振り下おろす。何度も叩きつけるような荒あらっぽい攻撃が最終的な致ち命めい傷しようになった。ぼこぼこにひしゃげた装甲をさらして、戮機スローターは完全に沈ちん黙もくした。

「あ、危ないだろ！　このガキ！」

　目の前の敵が停止したのを確かめてから、グレンゼルが脇腹をさすりつつ振り返かえって怒ど鳴なる。

　アンジェリッカが放った炎──というよりも純じゆん粋すいな熱弾だんが通ったのは、彼の脇腹から指幅はば二本程度しか離れていない空間だったのだ。鎧を着けていなければ衣服には焦こげ跡あとが残っただろう。

「そのままでって言ったでしょ。第一七学舎でも有数の戦士って聞いてたから、あなたを信じて術を放ったんだけど、やらない方がよかった？」

　別に術を放ったからといって手が汚よごれたりする訳ではないのだが、アンジェリッカは白いレースのハンカチで指先を拭ぬぐいながら、グレンゼルに反論する。

　その眼まな差ざしは、無む邪じや気きで天てん真しん爛らん漫まんな少女のものではない。

　教室で一いつ瞬しゆんディナを睨にらんだのと同じ光だった。

「そ、そっちはそれでいいかも知れないけど、俺おれの方はお前の実力なんて知らないんだよ！　いきなり味方に背中から撃たれて納得できるか！」

「でも、今回でわかったでしょ？　あたしの方はあなたの動きを見て判断して、大だい丈じよう夫ぶって自信があったから。あなたは壁役を務めてくれれば充分。とどめはあたしが刺すわ」

「……このガキ、どこまで偉えらそうな……」

「まあまあ、落ち着けって。……子供が言ってるだけだって。軽く聞き流しとけばいいんだよ。大人気ないぜ」

　ジーグの言葉の後半は、グレンゼルの耳元での小さな囁ささやきだ。

「もういい。あなたと議論してる時間が勿もつ体たいないわ。ハンナ、お願い」

「はい。お嬢様」

　ぷいとグレンゼルから視線を逸そらし、まだ眉まゆをつり上げているグレンゼルの脇──それこそ指幅二本分ほどのところを平然と通とおり抜け、アンジェリッカは自らが仕留めた〈モーリケット〉の残ざん骸がいに向かった。

　ハンナは一応構えていた短剣を仕し舞まい、巻き尺やノギス、各種の定規を取り出し、戮機スローター各部の寸法を測り、記帳していく。

　既すでに自分の調査を始めていたエリヤだが、異なるやり方に興味を惹ひかれてつい横目で見てしまう。

　ちなみにツェルギオは、戦闘直後に直接戮機スローターの分解や調査には当たらない。

「グレンゼル。君の不満もわかるよ」

　微び笑しようを浮かべて、ツェルギオはグレンゼルを宥める。

「アンジェ君だって素人しろうとじゃない。天才の誉ほまれ高たかい学がく猟りよう生せいだ。君が充分〈モーリケット〉の攻撃を捌き、不意に体勢を崩したりしないと評価したから、安心して意い刃じん術じゆつを放てたんだ。そうだろ？」

　その言葉に、アンジェリッカは肯こう定ていと解するのが難しいほど小さく頷うなずいただけだ。

「まあ、ツェルギオさんがそう言うなら……」

　尖とがっていた口唇くちびるが、僅かに緩む。

「さあ。仲間同士の諍いさかいはこれでお終しまいだ。周囲を警戒しないとね」

「はいはい」

　それでも口を山折りに曲げたまま、グレンゼルは剣を構え直す。

　ディナやジーグも、エリヤたちを守るような緩い円えん陣じんで外に目を配っている。

　ただ昔からの手順に従って解体するだけでなく、戮機スローターを詳細に調査するには時間がかかる。剣や意い刃じん術じゆつで戦うものは、その間の警護も重要な仕事なのだ。

「けど、そっちのメイドさんが調べるだけなら、天才少女様はちゃんとこっちの仕事をしてくれよな」

「あたし、エリヤ先輩みたいに絵が描けないもん」

　聞こえよがしなグレンゼルの言葉に、アンジェリッカは即座に反応した。

「ハンナはあくまで記録画を残すのと、分解や測定の作業をするだけ。戮機スローターを観察するのはあたしの役目よ！」

　グレンゼルの方を見もせずに、声だけで答える。事実、アンジェリッカの眼差しは〈モーリケット〉に注がれていた。

　彼かの女じよが見つめる中、ハンナは分厚い手て袋ぶくろを填はめて〈モーリケット〉を解体し、時折それを外しては画帳に向かう。線画中心で見た通りを正確に写し取る事に徹てつしたエリヤの筆ひつ致ちとは違い、面の陰いん影えいを重視した普通の肖しよう像ぞう画がなどでも通用しそうなタッチだった。

「ハンナ、足の駆く動どう部分を特に詳くわしく描いて。そう、その部品。正面だけじゃなくて、裏面も。誰だれかさんが乱暴な攻せめ方かたをしなきゃ、もっと稼か働どう状態に近い資料が得られたはずなんだけど」

「はい、お嬢様」

　アンジェリッカが指示する通りに、ハンナはペン先を紙上に滑すべらせる。

「けっ！　偉そうにしてよ。学校じゃ猫ねこ被かぶってたのか、あのガキ。だいたい、知士様の都合に合わせて壊こわさないように戦うなんてできるかよ。直接剣を交えて、いちばんの危険を引き受けてるのはこっちなんだぜ！」

「でも、実力はあるよ。それは確か」

　不満丸出しのグレンゼルに比べて、ジーグは笑え顔がおだ。直接危険な目に遭あった当人でないのももちろんだが、知士ではないのは同じであっても術士と戦士では観点が違う。

「俺さ、今まで意い刃じん術じゆつってただ出力上げてぶち当てればいいと思ってたんだよね」

　人差し指と中指を揃えて立て、意い刃じん術じゆつ用の腕輪をいじりながらジーグが呟く。

「あんな風に絞りこんで射貫くやり方もアリって知らなかったからさ。さっすが天才少女って感じ？」

「何が天才だよ。そんなの、お前だってすぐにできただろ？」

「そりゃ出力や収束率を変えるのは基本だもの。それに見ただろ？　俺じゃあそこまで正確に当てられないよ」

「単に練習不足だからだろ。絞って狙うやり方に慣れたら、あんなガキにもやれてるんだ。お前なら簡単だって」

「ま、確かにやってみなくちゃわかんないけどさ」

　一応は声量を抑えたジーグとグレンゼルの会話が聞こえているのかいないのか。アンジェリッカとハンナは戮機スローターの解体を続けている。

「……そうね。駆動機の重さもお願い」

「わかりました、お嬢様」

　ハンナは鞄をごそごそと探さぐって、携けい帯たい用の天てん秤びんまで取り出だした。彼女たちが調べるのは形状だけでなく、重量や寸法の数値も対象だ。

　片方の鉤かぎ針ばりに戮機スローターの部品を掛かけ、反対側に釣つり合うまで分銅を取り付けていく。もちろんその数字も正確に記き載さいする。戮機スローターの全体をひとまとめに観察して理解し、その上で個々の部品の繋がりやバランスを考えるエリヤの手順とも、過去の書物に記載されている資料を完璧に頭の中に叩きこみ、実際に交戦する事でそれとの差異を肌はだで感じ取るツェルギオの方法とも違う。

「……すごいな……。そうやって、全部記録してるの……？」

「ええ。だってあたし、エリヤ先輩みたいな画力ってないから。その分、他の形で記録に残しておいた方がいいと思ったんです」

　エリヤの声は問いかけというよりも感かん嘆たんの呟きという程度の小さなものだったが、アンジェリッカは顔を上げて答える。

「立派な心がけだよ、アンジェ君！」

　円陣の外周からちらりと振り返り、ツェルギオが微笑ほほえむ。

「何しろ知士という仕事は前例が豊富ではないからね。まず先せん駆く者しやとなる僕たちが様々な方法を試ためしてみるというのは重要な事だ。特に、数字で記録するというのはいいね。誰もが僕らみたいな才能に恵めぐまれている訳じゃないから、客観的な資料化には価値があるよ、うん」

　しかし、アンジェリッカはツェルギオには反応せず、ハンナが記した画帳をエリヤに差し出した。

「〈モール〉系って南ではあまり見かけないから、エリヤ先輩の資料でいろんな型があるって知って、本当にびっくりしたんですよ。あたしももう二回も遭遇しちゃったし、こっちではありふれてるんですか？」

「う、うん……。まあ、そうだね。小型の中でも〈スネーク〉系列と同じくらいには……」

「どうしてでしょうね？　うちの方でも〈スネーク〉型は〈ヴァイパー〉も含めてよく出るんですけど」

「……いや、その……僕は、そういう分布とかまでは調べてないから……」

「あ、ひょっとしたら地質の違いとか？　山脈を挟んで森の植生なんかも変わっちゃうから、南の方は〈モール〉が動きにくいのかも」

「それはいい着眼点だね、アンジェリッカ君」

「ほら、家うちは戮機スローターの部品を商あきなってるじゃないですか」

「う、うん。そうだった……よね？」

　またもやツェルギオを無視して、アンジェリッカはエリヤに話しかけ続ける。

「だから、過去の売買台帳とかも調べ直して、議国南部での戮機スローター種別と出現数を改めて表にまとめてみたんですよ」

「……へぇ……」

　ハンナの画帳とは違う、小さめのノートを取り出して細かな数字で埋うめ尽くされたページを開いて見せる。過去一〇年に及およぶ膨ぼう大だいな記録を、わかりやすく整理したものだ。

　取引を元にしているので、全すべての戮機スローターが正しく記載されている訳ではない。完全に破壊して売れる部品が採れなかったものや、仕留められずに取とり逃にがしたものは漏もれてしまう。それでも、現状では第一級のデータと言えるだろう。

「……確かに〈モール〉系列はほとんどない……。でも〈アントライオン〉は多いか……。僕、そっちの現物は見た事ない……」

　書物ではエリヤも知っている中型の機種だ。〈モール〉同様、地中行動する戮機スローターだが〈モール〉がある程度自在に地下を移動するのに対して〈アントライオン〉は完全に待まち伏ぶせ奇襲に特化していて機動性には乏とぼしい。その分、深く潜もぐっていて見つかりにくいし、攻こう撃げき力りよくも高い。

「やっぱり、環かん境きようの違いかな……。僕ぼくは、南方の地理とかはよくわからないんだけど……」

「じゃあ今度、そういう資料も揃えて一緒に考えてみませんか？　あ、そうだ。エリヤ先輩にはこっちも見てほしかったんです」

　別のページを開き、また違った数値の列を提示する。

「あたしが向こうで倒たおして調べた〈スネーク〉系の資料なんです。今やってるみたいに部品の重さとか長さとか計ってるんですけど、意外にばらつきが大きくて……」

　上目遣いのせがむような口調で、アンジェリッカが訊たずねる。

「あ、これは仕方ない……と思う」

「どういう事ですか？」

「えっと……同じ型の戮機スローターでも、個体差はかなりある……よね？　例えば〈ヒートヴァイパー〉は普通の〈スネーク〉よりも第二体節が太い傾向だけど……」

「あ、それ知ってます。報告書にもちゃんと載のってましたよね？」

「う、うん」

　デュバーレイ砦とりでで遭遇した新型に関してだけでなく、エリヤがこれまでに調べ上げた資料の要点は書写された上で第一七再興学舎から議国再興庁に送られ、戮機スローター対策局から関係各機関に配布されている。もちろん、第一六学舎にも届いているという事だ。

　自分の功績の話になったエリヤは、僅かに染まった頬ほおを人差し指でこりこりと引ひっ掻かく。

「ま、まあ、それはいいんだけど……。でも、それだって厳密に数字で区別できる訳じゃない。僕が調べた中でも、いちばん細身の〈ヒートヴァイパー〉と太い〈スネーク〉じゃほとんど違ちがいはなかった。あ、もちろんそっちみたいに正確に計ってないから、勘かん違ちがいって言われたらそれまでだけど……」

「大丈夫ですよ。エリヤ先輩の判断なら、きっと確かです」

「そ、そうかな……」

「あ、でも、同じくらいっていう事は〈ヒートヴァイパー〉よりも太い〈スネーク〉はまだ見つかってないんですよね？」

「うん」

「じゃあ、数字だけで分類はできないけれど、傾向としては間ま違ちがっていないし、違いにも意味があるっていう事になりますよね？」

「うん。放熱のために裏側の構造を変えてあるから、そのせいで外から見たときはちょっと太めになるんだと思う。ただ、一回だけ、その部分が〈ヒートヴァイパー〉みたいになっている〈スネーク〉を分解した事があって……」

「ちょっと待ってください、先輩！〈スネーク〉じゃないけど、あたしも似たようなの知ってます」

　画帳のページを乱暴に繰くり、アンジェリッカは一枚の絵を示した。

「これ、あたしが倒した〈リザード〉なんですけど、頭の部分が標準型じゃなくて〈サラマンダー〉の部品だったんです。もちろん外側の形だけで、中に熱を発する仕組みは入ってなかったんですよ。ほら、戮機スローターってたくさんのパーツでできているから、似たような部品が流用されてるって事もあるんじゃないでしょうか？」

「……この〈モーリケット〉も〈モール〉の胴体を使ってる……。多分、その考えは正しいだろうと思うけど……他ほかの可能性もあるかも……」

「え？」

「猟士イエーガーが、戮機スローターを完全に破壊できずに取り逃がす事もある。そういう逃げた戮機スローターは、何か所か傷ついて破損している。例えば、そこで無事な部品だけを寄せ集めてちゃんと動く一体に組み直しているんだとしたら……」

「あ、そうか！　そういう可能性もありますね。じゃ、わざととどめを刺ささないで逃がして、それを追いかけていけば、今まで謎なぞだった戮機スローターが作られたり修理されたりしている場所がわかるかも！」

「……発想としては正しい……って言うか、意味あるものだと思うんだ。でも、逃げに徹した戮機スローターの動きは速いよ。〈モール〉とかなら遅おそいけど〈スネーク〉系や〈ラット〉なんかだと追いつけない。それに、敵の本ほん拠きよに乗り込むなんて事になったら、さすがに危険すぎるんじゃないかな……。そっちの意見も、僕の案も、今のところは根こん拠きよの薄い思いつきでしかないし……」

「それでも試してみる価値はありますよ」

　ふたりの会話のほとんどを、ディナは背中で聞いていた。

　この瞬しゆん間かんの彼女の役目は、知士の調査中に攻こう撃げきされないよう周囲に目を配る事だ。だから、何度も振ふり返る訳にはいかない。

　ただ、声だけでもエリヤの口が少しずつ滑らかになっていくのはわかった。

　戮機スローターの構造や機能に関する詳しよう細さいで専門的な事を話せる仲間というのは、彼にとっても初めてだろう。ツェルギオも知士とは認にん定ていされているが、彼の持ち味は過去に解明済みのデータに関する豊富な知識であって、エリヤやアンジェリッカのように自ら入手した資料に基もとづいて新たな仮説を積み上げたりはしていない。

　自分は剣を交えた経験に基づいた多少の意見は言えるが、それが限界だ。エリヤと対等の水準──高度な議論を交かわす事などできない。そもそもがエリヤほどではないにせよ口下手な質でもあるし。

















　こういう対話は、知士としてのエリヤには必要な事なのだろう。

　ディナだって剣技を磨くためには、学舎の教官やツェルギオなど優れた技わざを持つ相手と手合わせする。弱い素人と模も擬ぎ試合をしても得られるものは少ない。

　知ち恵えや判断力も、きっと同じようなものだ。

　そう理解しているはずなのに、何な故ぜかディナの心中には微び妙みような違い和わ感かんがある。見て確かめられず、手も届かない背中の痒かゆみにも似たもどかしさ。

「お嬢様、作業完かん了りよう致しました」

　主な部品を詰つめた袋ふくろを背せ負おって立ち上がったハンナが、一度眼鏡を外して瞼まぶたを押おさえる。エリヤとアンジェリッカが議論を続けている間、彼女は黙もく々もくと分解と測定、部品の整理を続けていたのだ。

「よし！　では、次の狩り場に移動しようではないか。アンジェリッカが若くても有能な学がく猟りよう生せいである事も、ハンナがきちんと仕事をする事もわかったのだ。時間を無む駄だにせず、皆みなで戮機スローターと戦おう。知士同士の詳細な議論や資料の整理検討は、帰き還かんしてから改めてで構わないだろう？」

　本来はツェルギオが出すような指示を、妙みように大声で口走ってしまう。

　しかも必要以上に言葉が多い。これではまるでグレンゼルではないか。

「うん、ディナの言う通りだ。アンジェ君の戦力が計算できた分、ずっと心強いよ。まだ日は高い。もっと奥おくまで進んでも大丈夫だろう」

　声にも表情にも出さず、密ひそかに己おのれを恥はじるディナにとって、屈くつ託たくのないツェルギオの言葉が救いだった。










　　　第二章　　気の合う彼女





　再興学舎の生徒は親元を離れているので、学舎には食堂がある。

　もっとも本格的なものではない。ごく簡単なメニューを数種提供するだけのものだ。それでも料金は安く、ボリュームがあるので育ち盛りの学生たちには好評だ。特に、大盛りが無料というのが身体を動かす学がく猟りよう生せいにはありがたい。

　だが、エリヤは学食を利用しない。

　節約のためもあり、簡単な弁当を作り、人気の少ない教室の片かた隅すみで食べるのが日常だ。

「たまには食堂でランチでもいいだろう？　何なら、わたしが奢おごるぞ」

　この日の昼休みも教室に残ってサンドウィッチの包みを開くエリヤに、ディナが声を掛けた。

「い、いいよ。いつもディナにお世話になりっぱなしでも……」

「ん。それもそうか。しかし、弁当持参で食堂のテーブルを利用するだけでもどうだ？　お茶もあるし、日当たりがよくて気持ちがよい」

　ディナが更に誘さそっても、エリヤは曖あい昧まいな微び苦く笑しようで首を横に振った。

「僕は、あまり人がいないところの方が落ち着くから……」

「そうか。残念だな。では、無む理り強じいはしないが……」

　食事のひとときを気の合う友人と一いつ緒しよに過ごしたいと考えるのは自然な事だと、ディナは考えている。だから何度かこうしてエリヤを誘っているのだけれど、返事はいつもこの調子だ。

　一度だけ自分の方が弁当を持ってくるというのも考えてみたのだが、適当に煮にたり脂あぶらたっぷりで焼いたりするだけの料理は持ち運びには向かないし、冷めると格段に味が落ちる。それでも自分で食べる分はあまり気にならないのだが、朝の鍛たん錬れんの後で弁当作りに費やす時間も惜おしい。おまけに体が資本のディナは人よりも食べる量が多いから、やっぱり学食が得なのは明白だ。

　エリヤと一緒にいるのは心ここ地ちよいが、そのために食事を抑えるというのもよくない。

「あの……僕の事はいいから……行ってきてよ。学食、混こむんでしょ？」

「ああ、そうだな。では……」

　そう言ってディナが立ち去ろうとした矢先、教室の扉とびらを開けてアンジェリッカが入ってきた。

「あ、いたいた！　エリヤ先輩、これ！」

　駆け寄ってきたアンジェリッカの後ろには眼鏡のメイド──ハンナが付き従っていた。重そうな箱を両手で抱きかかえ、よたよたと危なっかしい足取りで歩いている。

「……えっと……その……学校に連れてくるのはまずいんじゃ……」

　先日の狩りの後、ジーグが面おも白しろがって言いふらしたので級友のほとんどはハンナの存在を知っているが、それでも学校でも使用人が一緒というのは普通ではない。

「申し訳ありません。この荷物が届いたら、直ちに持参するようにと言われておりましたので」

　恐きよう縮しゆくした態度で、しかし上品な笑えみを浮うかべながらハンナは大きな箱を机に乗せた。

「これ、こっちに送るように実家に頼たのんでおいてたの。エリヤ先輩に見せたら喜ぶんじゃないかと思って！」

　開かい封ふうされた箱の中身は、いくつもの金属部品だった。それぞれに、極ごく細ぼその針金でタグが結びつけられている。

「……これは……」

　アンジェリッカの許可も得ず、昼食の包みも放置したままでエリヤは手を伸ばす。

〈クーガー〉の頸けい部ぶフレーム、〈スロウス〉の爪つめ、〈ビートル〉の装甲板──いずれもエリヤが本でしか見たことがない珍めずらしい戮機スローターの、特とく徴ちよう的てきな部品がいっぱいに詰められていた。

「……そうか……現物は、こうなってたんだ……。真まっ直すぐじゃなくて微妙に湾わん曲きよくしている。こっちの裏側は、本に載ってなかった。やっぱりこういう溝みぞを彫ほって軽量化してる？」

　手に取った部品を寸分余さず記き憶おくしようと、エリヤは真しん剣けんな眼差しを向ける。戮機スローターを貫つらぬく意い刃じん術じゆつよりももっと強い力の籠こもった視線だ。

「あっ！　ご、ごめん……。その……勝手に……」

　不意に、自分が他人の物を勝手に手にした事に気づき、慌あわてて〈ビートル〉の部品を箱に戻もどす。

「いいの。だって、エリヤ先輩に見せるために持ってきてもらったんだもの！」

　仕し事ごと柄がらアンジェリッカの実家では、滅めつ多たに遭遇しない希少な戮機スローターについてもいくつかのパーツをサンプルとして保管してある。その一部を、ハルクラインまで輸送してもらったのだ。

「ね、先輩。この〈ビートル〉の装甲、溝がこの方向に彫ってあるのって、何か意味があると思います？」

「えっ？　ああ……。多分、攻撃を受ける角度を考こう慮りよしてある……んだと……思う」

　自信なさげに、エリヤは裏返しに置いた装甲板の溝を指でなぞってから、画帳を取り出して〈ビートル〉の略図を描えがく。

　大戦シビル・ウオー時から確認されている中型の中では極めて重装甲の機種だ。輪を半分に切った形の厚い金属板が連なって形成された半球状のフォルムは、その名の通り甲かぶと虫むしを連想させる。裏面の溝は、湾曲した長辺に沿う方向に流れている。

「えっと、つまり……装甲板に対して縦っていうか、横断する形で溝を彫ると、攻撃を受けた時にそこから割れたり歪んだりしやすい……よね？　同じ軽量化でも、この方向なら全体の形が支えるから……。人間用の鎧でも、こういう形になってるのがあるし」

「ああ、そうか。考えてみると当たり前ですね」

　一語一語選ぶような、慎重な小声のエリヤに、アンジェリッカは明るい声で答えた。

　ふたりの会話は、さらに深い領域にまで踏みこんでいく。

　戮機スローターに使われている何種類かの金属の比重の差、耐たえる装甲と受け流す装甲の違い、各機種ごとの軽量化の限界、従来の分類に対する疑問──。

　扉の近くに佇たたずんだまま聞いているディナには、半分どころか二割程度しか理解できない内容だった。

「勉強になりました。ありがとうございます！」

「い、いや……その……僕の方こそ……貴重な資料を見せてもらって……」

「あたしばっかり教えてもらってばかりで、何かお礼しなくちゃいけませんね」

　恐縮するエリヤの小さな声を、アンジェリッカの明るいソプラノが打ち消す。

「そうだ！　今度エリヤ先せん輩ぱいのところにお邪じや魔ましていいですか？」

「え……？」

「男のひとり暮らしだといろいろ不便でしょ？　そうだ、ご飯作ってあげます！」

「い、いや……いいから……」

「遠えん慮りよしないでくださいよ。あたしだって女の子なんですから、料理くらいできますよ。エリヤ先輩からもっといろいろ教わりたいですし、ご自宅にある画帳も見せてもらいたいですから！　そうですね。準備もあるから明日じゃなくて明後日がいいですね。明後日の夕方、お邪魔します！」

　一方的に話を決め、資料をしまい直した箱をハンナに持たせ、アンジェリッカは立ち上がった。

「あれ？　ディナエリーンさん、いたんですか？」

　振り返ってディナの姿を認め、にっこりと微笑む。

「ん？　ま、まあな……」

「ごめんなさい。あたし、エリヤ先輩との話に夢中になっちゃって。どうせなら、戦士であるディナエリーンさんの意見も訊きけばよかったですね。さっきの装甲の話とか」

「あ、いや……。わたしは、その口で説明するのは苦手だから。知士同士の議論を脇わきで聞いているだけで、いろいろ参考になった」

　とは言ったが、実際に理解できたのは三分の一もない。

　多少なりとも意味が汲くみ取れたのは人間用の防具と共通する軽量化の工く夫ふうの部分だけで、材質だとか駆動機の出力だとか、そういう話はまるで異国語で唱えられた難解な演説を聴きかされているみたいだった。

　何とか話の輪に加わろうとも考えたのだが、そのタイミングもつかめない。

　まるで、縄なわ跳とびの列に加われない運動下手の子供の気分。

「あ、アンジェリッカ……その……」

　エリヤが何か言おうとしているのだが、言葉を見つけられずに戸と惑まどっている。

「友ではあるが、そういう討論に関してはわたしは力ちから添ぞえできない。せっかくアンジェリッカがこっちに来ているのだ。エリヤも、この機会を無駄にしない方がいい……と思うぞ、うん」

「ディナエリーンさんもそう言ってますし、ご飯作りに行った時もいろいろ教えてくださいね、先輩」

「う、うん……」

　無邪気そうな態度でエリヤの腕にしがみつくアンジェリッカを見ていると、どこか落ち着かない気分になる。

　彼女の賢かしこさは知っているし、敬意も払っているつもりだ。しかし、狩かりの際にグレンゼル相手に見せた刺とげ々とげしい態度を考えると、この天真爛漫さを見た通りに受け取る事ができない。

　いや。歳としは若くても危険な戦いを日常とする学がく猟りよう生せいであり、知士としての自分を高めるためにわざわざ国の端はしから端までやってきたのだ。あの険しさも真剣さが硬かたい形で表出しただけなのかも知れない。

　悩なやむディナの後ろで、扉が開く。

　昼食を終えた級友たちがどやどやと教室に戻ってくる頃ころ合あいだったのだ。

「あれぇ？　ハンナさん、学校に来てたんだ？　何の用？　荷物重そうだね？　俺が持ってあげるよ。どこまで運ぶの？」

「い、いえ……。これは、お嬢じよう様さまからわたくしが任された品ですから」

「いいからいいから。まるっきり知らない仲でもないんだし、力仕事は男の領分でしょ？」

　ツェルギオたちの一団から抜ぬけ出して、ジーグが馴なれ馴れしくハンナに話しかける。

「いいわ、ハンナ。せっかくだからお言葉に甘あまえましょう」

「お嬢様も話わかるじゃない。じゃ、とりあえず玄げん関かんまででいいかな？」

　ハンナがおずおずと差し出した箱を抱かかえる。ジーグは術士で、たくましいというよりはむしろ細身の方だが、それでもハンナに比べるとさすがに男だ。しっかりしたステップで軽々と運んでいく。

「ジーグ、ご婦人に親切なのは紳しん士しとして好ましい振る舞まいだけど、遅おくれないように気をつけたまえよ。もうすぐ昼休みも終わりだからね」

「はいはい。わかってますって、ツェルギオさん」

　背中で返事をして、ジーグは軽快な足取りで歩いていく。

「あ、あの……ディナ……」

「何だ、エリヤ？」

　おずおずと声をかけてきたエリヤに、身を乗り出すように答える。何故か、頬が緩ゆるんでしまう。

「お昼ご飯……いいの？」

「はっ！」

　そうだ。そもそも昼食を取りに行こうとしていたのに、どういう訳だが自分とはほとんど関係のない会話を、理解もできないまま聞くという愚ぐ挙きよで自らを足止めしてしまっていたのだ。

　午後には体育の授業もある。空腹のままでは明らかに危険だ。それこそ、あの夜のエリヤのように空腹で倒れるような事態に陥おちいってしまったら最悪ではないか。

「と、とりあえず急いで何か腹に入れてくる！」

　廊ろう下かを走るのは校則違い反はんなので、できるだけの早歩きで食堂へと向かう。

　結局、ディナが口にできたのは作り置きで売れ残りの、ぱさぱさに乾かわいた野菜サンドだけだった。



　放課後──。

　校舎の裏でディナはひとり黙々と剣けんを振っていた。

　戦う相手を想定しての実戦的な稽けい古こではなく、単純に振りかぶっては振り下ろすだけの繰り返し。

　いつものように具体的な戮機スローターをイメージしたかったのだが、何故か集中できない。

　目を閉じ、意識を集中しようとする。

　しかし、瞼の裏に現れるのは戮機スローターではなくエリヤの、そしてアンジェリッカの姿。

　重い剣で打うち砕くだきたいものは、目の前にはない。頭の中にもやもやと凝こっている形が定まらず名前もわからない何かだった。

　汗あせが珠たまになって浮かび、筋を連ねて流れ、膜まくと化してディナの顔を覆う。

　どれだけ繰り返したのか。気がつくと上じよう腕わんの筋が張っていた。

「やあ、ディナ。熱心だね」

「ツェルギオか……」

「使いたまえ」

「あ、ありがとう」

　笑顔と同時に差し出されたタオルを、ディナは素す直なおに受け取った。

「気合いが入るのもわかるよ。君もやっと肩かたの荷が下りただろうからね」

「肩の荷……？」

「エリヤ君だよ」

「彼かれは荷物などではない！　知士という形で認められたし、立派な学がく猟りよう生せいで……」

「ああ、ごめんよ。そういう意味じゃないんだ。決して、彼を軽かろんじているとか、足手まといと言ってるとかじゃない」

　思わず語気を強めたディナに、しかし臆おくする事もなくツェルギオは柔にゆう和わな笑みを返す。長身で、役者めいた顔。メルクタウルはハルクラインが王制だった時代には王家にも近い血筋だったそうだが、ツェルギオの風ふう貌ぼうは「貴族的」という古めかしい形容が相応ふさわしい華はなやかさがある。

「僕でさえ気づかなかった彼の才覚をいち早く見抜き、チャンスの力を発揮できるよう守り育はぐくんできた君は立派だよ」

「わ、わたしは……そういうつもりでは……」

　ツェルギオに悪意がないのは理解している。それでも、彼の物言いには納なつ得とくできない。ディナが最初に知ったのはエリヤの能力ではないし、もちろんそれがいつか役に立つと期待していたのでもないのだから。

　ただあの夜、彼の部屋で見つけた大量の画帳が、ディナの中心に真っ直ぐ張られた弦げんを震ふるわせた。それだけの事だ。

「その甲か斐いあって彼は勲くん章しようまで受け、わざわざ遠方から教えを請こう者まで現れた」

　それは良い事だと、ディナも思っている。

　思っているのだが、自分でも言葉にできない何かが胸の奥おく深ふかくに絡まっているのだ。不快感とも不安感ともつかない何かが。

「まあ、僕も知士だけれど、エリヤ君とはアプローチの仕方がずいぶん違うからね。過去の文ぶん献けん資料に関する知識で引けを取るつもりはないが、新種の戮機スローターについての分ぶん析せき力りよくでは、残念ながら現時点では先駆者である彼には一歩譲らざるを得ない。だからアンジェ君のように同じレベルで話ができる人が現れたのは有意義だし、きっと楽しいんじゃないかな？」

　楽しい──そうだろうか？

　ディナには、押しの強いアンジェリッカに辟へき易えきしているようにも見えるのだが。

　ただ、自分がどれだけエリヤの内心を理解しているのかと問われれば、自信がない。

　いや、なくなってきている。

「やっぱり人間は、同じ事に興味があって、同じ水準で意見や技を磨みがき合える相手と一緒にいるのがいちばん自然な事だからね。例えば、この学校でも剣に関しては僕と君ほどのレベルで話ができる者はいない」

「いや……それは違うと思うが」

　確かに、剣の実力というだけでは一、二を争あらそう仲だ。

　しかし腕わん力りよくを駆く使しして大剣を振るうディナと、正確さと速度を重視するツェルギオでは剣風が違いすぎる。それに、ツェルギオと違ってディナは自分が考えている内容や使っている戦術について言葉にして語るのは大の苦手なのだ。

「まあ、それはさておき」

　今も上う手まく会話を続けられないディナを、ツェルギオはあっさりと受け流した。

「これまで君はずっと姉のようにエリヤ君を守り気き遣づかってきたが、ようやく彼にも対等のパートナーが現れて、新しい人間関係が構築されていく。ディナがフォローする必要もなくなった──僕が言ったのは、そういう意味だよ」

　舞ぶ台たいの中心に立つ主演俳優のように大きく両りよう腕うでを広げながら、ツェルギオは真っ直ぐにディナを見つめる。

「姉とか弟とか、そういう事ではない！」

　そういう事ではない──では、何だ？

「ああ、もちろん理解しているよ。ディナ、君は包容力があって公正を尊ぶからね。実力がありながらそれをアピールできず、不当に軽んじられてきた彼を見み逃のがせなかった。あの頃ころのエリヤ君みたいな人間を守るのは、僕たちのような強者の義務でもあるからね」

「だから違う。わたしは、彼を対等の友だと思ったからこそ……」

「戮機スローターとの戦いにおいて、エリヤ君が僕や君にも並ぶ得難がたい人材であるのを見み抜ぬいた事は素す晴ばらしい。だけど彼が優すぐれた知士であるからこそ、その力を伸ばすためにはやはり同等の才覚で意見を交わせる相手が必要だよ。まあ、得てしてそういう相手とはプライベートでも気が合うものだしね」

「し、しかし……。そうだ、彼女が第一七学舎にいるのは一か月間だけの事だ。それが終われば……」

　終われば──どうなるのか。

「確かにね。でも、それを言うなら、僕たちだってもう一年ちょっとで卒業だよ」

「あ……」

　ツェルギオが口にした当たり前の事実に、ディナは言葉を詰まらせる。

「これからも新種の戮機スローターが現れる可能性を考えると、エリヤ君のような知士は貴重だ。アンジェ君も、知士を目指すというのなら同じ。数が少ないという意味でも、人間と戮機スローターとの戦局を左右する要素として重要という意味でもね」

　口元の笑みは変わらないが、ツェルギオの眼差しは真剣だ。

「戮機猟士スローター・イエーガーと言っても、希少な知士をどこかで普ふ通つうに狩りに従事させるというのはもったいなさ過ぎる。後進の指導育成や、各地から寄せられた資料の分ぶん析せきに専念させた方がいい。僕が、再興庁の役人だったらそうする」

　ディナには、考えもつかない事だった。

















「今までとは違う戮機スローターが現れた以上、これまでの復興政策は根本から考え直さなければいけないだろうね。デュバーレイ砦に近いここでは既に改めたが、飛びとびに拠きよ点てん都市を建設して、そこから周囲に広げていくようなやり方は危険だよ。どうしても防備の密度が薄うすくなってしまう。手間がかかっても戦線を押し戻すような形に改めるしかない。その間、過去の国境線を維い持じするのは再興庁じゃなく外交の仕事になるだろうね」

　さすが大臣の息子むすこだけの事はあって、ツェルギオの言葉も構想も淀よどみない。

「新型を狙ねらって駆く除じよするのは、ベテラン以上に交戦経験のある僕たちの仕事になる。半はん端ぱな実績に頼たよって、従来の戦術から脱だつ却きやくできない人には任せられないからね」

「僕……たち？」

「そうさ。もちろん君も一緒だよ、ディナ。僕らは、強敵と戦う精せい鋭えい部隊の中心になれる──いや、なって当然だ。君の実力を活いかすには、それがいちばんだ。僕は知士でもあるが、エリヤ君とは違って剣と意い刃じん術じゆつの腕うでを腐くさらせているのはもったいないからね。むしろ僕が現場で得た情報を、彼やアンジェ君が解かい析せきし、まとめるのがいちばん効率がいい」

「しかし……」

　彼の言う通り、合理性だけを考えるならそれが最適なのかも知れない。

　だが、エリヤ自身は希望するだろうか。安全な後方に待機して、他人から送られてくる二次的な資料だけに当たるようなやり方を。

　知士として認められる前、彼が蔑さげすまれ、少ない報ほう酬しゆうに耐えながら雑用係として狩りに参加したのは、活動している戮機スローターを最前線で見たいという理由ではなかったか。

「まあ、今日明日の話ではないけどね」

　ツェルギオは右みぎ腕うでを差し上げ、仮想の剣を構えた。

　身体はほぼ真横を向いて敵と相対する面積を減らし、自らのリーチは最大限に稼かせぐ。切っ先は真っ直ぐ正面に向けられ、体重は両足に均等に。前後左右、いずれの方向にも素す早ばやく動き、剣を振っての斬撃ではなく刺突に特化した美しいフォームだ。

　以前のツェルギオとは違う、デュバーレイ砦の後で磨き上あげたスタイルだった。

「君に恥ずかしくないよう、僕も新種の戮機スローターと戦えるように工夫したんだ。弱い者を守り、指導する事ももちろん大切だ。だけど、ツェルギオ・テオ・メルクタウルとディナエリーン・プリス・ヒュンゲンバウムという最強のふたりが息を合わせ、存分に力を揮って戮機スローターを駆く逐ちくしていく──それも重要な事だよ」

　ひゅっ！

　ツェルギオが手にした見えない剣が、夜の空気を切きり裂さいた。

　鋭するどい突つきだ。

　剣けん先さきに一いつ切さいの揺ゆれも迷いもないのが、ディナの目にははっきりと映った。分厚い装そう甲こうを貫かん通つうするのではなく、可動部の隙すき間まを針の穴に通すが如き正確さで狙う洗練された剣けん技ぎ。

　この男は、紛まぎれもない天才だ──ディナはそう思っている。いや、思っていた。

　剣も意い刃じん術じゆつも使いこなし、ありあまる才能だけで余人の届かない高みにたどり着いていた。しかし、ツェルギオの技は洗練され、研とぎ澄すまされているが故ゆえに折れやすい剣だった。従来の戦法が通じない変種戮機スローターの前には無力だったのだ。

　デュバーレイ砦では予想外の出来事に恐きよう慌こうを来きたした彼だが、すぐに「届く分」の努力を積み上げたのだ。知士になったのもそうだし、技の正確さに磨きをかけたのもそうだ。従来よりも長く、しかし重量が増えないように細い剣も誂あつらえた。どうしても強度が低くなるから切り裂く事は諦あきらめ、突きに特化させた。

　その点は感嘆したし、評価もしている。

　だけど──。

「エリヤ君が立派に独り立ちできた以上、君も肩かた肘ひじを張らずに素直になっていいんじゃないかな？」

　構えを解き、穏おだやかな笑みでツェルギオが訊ねる。

「素直……というが、わたしは自分の気持ちを偽いつわってなどいない」

　即そく答とうしたが、頬が熱くなったのを自覚する。

　偽るとは、意識的に嘘うそをつくことだ。

　何が本当なのか知らない時に、偽るなんてできるだろうか。

　ツェルギオが投げかけた問いの意味さえはっきりとはわからないのに。

「あら？　ディナ、今日はまだ稽古かしら？」

　ディナが返答に詰まっていると、不意に声が掛かった。

　振り返かえった先にいたのは、第一七学舎の学生自治会長のフィオレッテ・ヴェルヘンタールだ。真っ直ぐに長く伸のばしたブロンドと整った知的な顔が制服に似合っている。

　彼女は、学がく猟りよう生せいではない。

　同じ復興の徒であっても戮機猟士スローター・イエーガーではなく、行政や建築、治水などを学ぶ一いつ般ぱん科の生徒だ。何より、生まれつき片脚が不自由で義足と杖つえを必要とする彼女は、武器を取っての戦いには向かない。

「これは自治会長、こんばんは」

　芝しば居いがかった仕草で、ツェルギオが挨あい拶さつする。

「ディナ、よろしければ一緒にいかが？　いい葉が手に入りましたの」

　端たん正せいな顔に微び笑しようを浮かべながら、フィオレッテは口元で右手をくいと曲げた。茶のカップを傾かたむける仕草だ。

「いいね。僕もご一緒させてもらえるかな？」

「残念ですね。わたくしは、女の子同士で気の置けない会話を楽しみたい気分ですの。ね、ディナ？」

　まるで仲のよい恋こい人びとのように相手の肘ひじに腕を絡からめ、体重を杖からディナに預ける。戸惑いながら、ディナはそれを支えた。

「そういう事だから、ごめんねツェルギオ。あなたとは、またの機会に」

「いいさ。友達同士の楽しい時間を邪魔するほど僕も野や暮ぼじゃない。異性とは違う気楽さがあるだろうしね。では」

　芝居がかった恭うやうやしい一礼を残してツェルギオが去り、ディナの方はフィオレッテに誘われるまま校舎に戻り、自治会長の執しつ務む室しつでテーブルに着いた。

　多数の人間を抱え、しかもそれが年ごとに入いれ替かわる再興学舎は市内にあってひとつの小さな社会だ。自治会長はその代表として市当局や、場合によっては国の役人とも交こう渉しようする事がある。

　執務室は、そういう際の応接にも使用されるため調度品は質のいい物が揃そろっている。あまりに柔やわらかすぎるクッションの感かん触しよくに、ディナはかえって落ち着かなさを覚える。

「その……助かった」

　気がつくと、顔がまた汗に包まれていた。

　身体の疲つかれではない。精神的な緊きん張ちようによるものだ。戮機スローターと対たい峙じしても、ここまで汗をかく事などないのに。

「助かったというのは、何の事かしら？」

　タオルで顔を拭ふくディナに悪戯いたずらっぽい笑みで答えながら、フィオレッテは棚たなからカップを取り出す。茶ちや道どう具ぐは椅い子すやテーブルとは違い、フィオレッテが持ちこんだ私物だ。

　フィオレッテが茶器やポットを準備する間、ディナはそれに手出しをしない。足が不自由でも、お茶の準備をする事も友人の貴重な楽しみである事をディナは知っているからだ。

「……その……ツェルギオに、どう応対していいのか困っていたからな。ありがとう」

　最後の礼はツェルギオとの会話を断たち切ってくれた事に対してではない。目の前に置かれた茶への感謝だ。茶本来の風味を尊重するフィオレッテは、余計なものを入れるのは嫌いやがる。だが、このお茶には予あらかじめスプーン二杯はいの蜂はち蜜みつが溶とかしてある。温度もやや温ぬるめで、ディナの好みに合わせたものだ。

「まあ、彼はああいう方ですものね」

　向かいの席に着き、フィオレッテは自分のカップを口元で揺らして湯気を楽しむ。

「ツェルギオが善人なのは知っている」

　フィオレッテが口にした「ああいう人」の正確なニュアンスはわからないが、これは断言していい。

「そうだな……学がく猟りよう生せいとしても一級の実力があるし、才能に奢って満足しないというのも立派な事だ。天性の素質だけでは勝てない敵がいると知った後で、腐る事なく修練したのだから。実を言うと……見直した」

　はっきりとは意識してない自分の心の奥おく底そこに、ツェルギオを軽んじるような気持ちがあったという事実をディナは認めざるを得なかった。

　デュバーレイ砦で恐慌を来した姿を見た時には、下手をすればあのまま心が折れてしまうのではないかとも考えたのに、彼は強したたかに立ち直ってフィオレッテと共に籠ろう城じよう組をまとめて戦い抜き、更さらには新型に対応できる技を編み出したばかりか知士にまでなったのだから。

「ただ、彼が……何と言うか……曖昧に臭におわすような喋しやべり方かたをする時は、正直何を言いたいのかわからん。全くわからないのだ」

　眉み間けんに皺しわを刻んだまま、カップを口唇くちびるに運ぶ。フィオレッテ自じ慢まんの茶葉も、ディナの表情を緩めはしなかった。

「本当に……わかりませんの？」

　フィオレッテがきょとんと目を丸くしながら、菓か子しを差し出した。木をくり抜いた素そ朴ぼくなボウルに、木の実を混ぜこんだクッキーが盛られている。ディナは遠慮なくそれにも手を伸ばした。食べるや味わうというより、噛かみ砕くという表現がぴったりの顔つきだった。

「ねえ、ディナ。あなたとわたくしは、友達ですわよね？」

「何を今さら。フィオレッテは、わたしが心から敬意を払はらう友だ」

　いたずらっぽく微笑むフィオレッテに、ディナはあくまでも真顔で答える。

　生来のハンディを背負い、しかしだからこそ大志を抱いだいて、それを実現させようとしているフィオレッテは尊敬に値する。

　どんな努力も惜しまないという点ではディナも彼かの女じよに譲ゆずるつもりはないが、己が強くなる事で精せい一いつ杯ぱいのディナには、将来国の中ちゆう枢すうを動かすというスケールの大きさは持ち合わせていない。

「では、エリヤ君はあなたの何ですの？」

「もちろん友だ」

　これも、きっぱりと即答。

　彼のひたむきさを、たゆまぬ蓄ちく積せきを知ったその日に、ディナの方から友と呼ぶ事を申しこんだのだから。

「それでは、エリヤ君とわたくしは、あなたにとって同じかしら？」

「……」

　今度は、間があった。

「そ、それは……同じではない……と思う」

　ディナの心の中で、天てん秤びんがぐっとエリヤの側に傾く。そんな不公正な感情を、必死に否定する。

「そ、そうだ！　エリヤは友であるだけではなく、戦友でもあるからな。正直、フィオレッテが学んでいる政治の事はわたしには理解できないし、将来国政を動かす立場になっても何も手助けできないだろう。だけど、エリヤは違う。今も学がく猟りよう生せいとして一緒に戦っているし……」

　らしくもない饒じよう舌ぜつで一気に喋った後で、ディナの中で確信だったものが薄れて消えた。

　先刻、ツェルギオが口にした事を思い出してしまったのだ。

　最前線で一緒に戦うのが絆きずなの強さだというのなら、ツェルギオだってそうだ。エリヤの能力を活かすのなら、確かにいつまでも彼を最前線で危険にさらさない方がいい。

　その考えも、理解はできる。

　理解できるのに納得できない。この感情は何なのだろうか。

「ディナ」

　テーブルに両りよう肘ひじを突き、指を組んだ手の甲こうに細い顎あごを乗せ、フィオレッテが目を細める。

「今日のお茶、いかがかしら？」

「……どう、と言われても、わたしはフィオレッテほど味がわかるわけではないぞ。最初から蜂蜜も入っているし」

　かなり冷めた茶を、もうひと口含ふくむ。

　意識を集中すると、いつもの茶とは微妙に異なるのがわかる。質の善よし悪あしではなく、何か根本的に異なる風味が混じっているような。

「……よくわからないが……こう、甘いような香かおりがあるな。最初は、蜂蜜のものだと思ったが……」

「このお茶、花の葉をブレンドしてありますのよ」

「花？」

　空になったふたつのカップにお代わりを注ぎながら、フィオレッテは説明した。ある種の花の新芽を摘つみ、天日でじっくり乾かん燥そうさせて茶葉に混ぜてあるのだという。そのために花そのものよりはほのかな、茶本来の風味を損そこねない香りが加わるのだとか。

「花か。なるほど……気づかなかったな」

　フィオレッテに言わせれば蜂蜜も元になった花の種類によって香りが異なるそうだが、ディナはそこまでかぎ分ける敏びん感かんさは持ち合わせていない。

「当然ですわ。輸入品で、エストワルト議国には生えていない植物ですもの」

「……それでは、わたしがわかるはずはないじゃないか」

　今度は、ディナの方がきょとんと目を丸くする番だった。

「ええ。そうですわよ」

　指を解き、フィオレッテはクッキーをひとつつまんだ。

「見た事もない花の香りは知りようがありませんわ。だから、それがそれが花だとは気づくのも不可能」

　さくり、と白い前歯がクッキーを砕く。

「心の内側も同じではないかしら？　今までに経験した事のない気持ちは、自分自身の事であっても正しく言葉にするのは難しいのかも知れませんわ──まあ、わたくしも偉えらそうに他人の事を言えるような身ではありませんけれど」

　ディナはまだ理解できず、小首を傾かしげる。フィオレッテの真意を読み解こうと、思わず眉間に力が籠もってしまう。

「まあ、あまり考えすぎない方がよろしいかと思いますわ。要するに、自分の事は自分がいちばんわかっているなどというのは、概おおむね根こん拠きよのない思いこみに過ぎない事が多いのですから。今の時点で自分が出している結論が正しいとも、自分にとって有意義だとも限らない──わたくしは、そう考えてますの」

「何がそういう事なのかはよくわからないが、フィオレッテが友としてわたしの心配をしてくれるその気持ちはよくわかった」

　二杯目のお茶を飲み干したディナは、真剣そのものの表情で答えた。

　フィオレッテは、片手で頭を抱える。

「……まあ、いいですわ。あなたは話をごまかすとか逸そらすとか、そういうのが苦手ですものね。ツェルギオには『今はそういう事を考えていない』と答えておきなさい。彼は、とりあえずそれでおとなしくなるでしょうから」

「うん。その助言を受け入れる事にする。さて、これでお暇いとまする。ご馳ち走そう様さま」

「ええ」

　棒を通したような姿勢で立ち上がったディナを、フィオレッテはいつもの通り着席のままで見送った。



　予告した時刻、エリヤの安アパートを訊たずねたのはアンジェリッカひとりではなかった。

　ハンナを一緒に引き連れてきたのだ。

「こんばんは、エリヤ先輩」

「ど……どうも……」

　共同玄関でふたりを出で迎むかえたエリヤは、恐縮して首を竦すくめる。

　エリヤの住まいはハルクライン市建設時の作業員宿舎を流用したもので、市内でも最も古い建物のひとつだ。その分、家賃が安いのがエリヤにとってはありがたいが、客を迎むかえるのには適していない。

　彼が恐縮しているのは、アンジェリッカの目にも明らかだった。

「そ、その……僕の部屋も、共同台所も狭せまいし……お客さんをふたりも迎えるのはちょっと……」

「気にしないでください。あたしがお礼のためにお邪魔したんです。ただ、どうせなら美お味いしい料理の方がいいと思って、ハンナにも手伝ってもらおうって」

　そう言って笑うアンジェリッカの後ろで、ハンナは箱を抱えたままこくりと頷うなずく。穏やかだが、どこか取とり澄ましたような表情。

「この間の資料と一緒に、南部風の食材とか調味料とかも一緒に送ってもらったんですよ」

「そ、そうなんだ。じゃ、荷物があるから直接台所に行った方がいいかな？」

　戸惑いながら、エリヤはふたりを招き入れる。

　中に入れる事に抵てい抗こうはあるが、寒い玄関にいつまでもふたりを立たせておく訳にもいかないという判断か。

　一階に四部屋と共同台所、二階に八部屋という構造だが現在は半分以上が空室だという。

「えっと、ここが台所で……。料理するところ、僕ぼくも見てていいかな？　その……共同だから、他の人とかが来た時に説明も困るだろうし……」

「エリヤ先輩を訪ねて来たって言えばいいですよね。大だい丈じよう夫ぶです。先輩は、お部屋で待っててください」

「あ、いや……僕、見学したいっていうか……」

「ご馳ち走そうするんですから、作ってるところ見られるのって照れくさいですよ。できたら持っていきます。二階の端の部屋ですよね？」

「……う、うん……。じゃ、楽しみにしてるよ」

　どこか歯切れの悪い態度で、エリヤは厨ちゆう房ぼうを出て階段を上っていった。建て付けがあまりよくないのか、ぎしぎしと僅わずかに軋きしんだ音が残る。

「汚きたないキッチンね」

　エリヤが去ると、アンジェリッカはため息と同時に顔をしかめた。

「そうでしょうか？　ちょっと乱雑ではありますけど、清潔さは保たれていますよ」

「あたしは、その乱雑なのが嫌なの！」

　控ひかえめなハンナの言葉に、アンジェリッカは語気を尖とがらせる。

　実際、再開かい拓たくの拠点都市だけあって、安いアパートでも基本的な上下水道は完備している。キッチンはそれなりに広いが、共同だけに他人が洗いかけの食器や鍋なべが洗い場に放置されている。

　さすがにその周囲や竈かまど周りは綺き麗れいに掃そう除じされているが。

「まあ、いいわ。ハンナ、お願い」

「はい、お嬢様」

　命じられるままハンナは何な故ぜかメイド服の上からもうひとつエプロンを着けると、持参した鞄かばんから食材と調理器具を取り出した。

　厚手の鍋に湯を沸わかし、アンジェリッカが実家から取り寄せた米をさっと洗ってから、ハルクラインの市場で買った川魚や下した茹ゆでしておいた淡たん水すい貝の剥むき身みと合わせて調味料を加え、少量のスープで蒸むし煮にする。

　そちらの出来上がりを待つ間に、これも途と中ちゆうで買い入れた新しん鮮せんな卵を器用に片手で割ってボウルに入れ、手早くかき混ぜる。厚手の平ひら鍋なべを熱して油を引き、予め下した拵ごしらえしておいた薄うす切ぎりの野菜を重ね、半熟卵で包みこむように焼き上げる。

















　慣れた、無駄のない手て際ぎわ。

　ハンナが料理している間、アンジェリッカは不ふ機き嫌げんな表情で、退たい屈くつそうにキッチンのあちこちを眺ながめているだけだ。

「あの……お嬢様？」

　主に背を向け、作業を続けながらハンナが尋たずねる。

「何よ？」

「本当に全部わたしがひとりで拵こしらえてもよろしいのでしょうか？」

「いいの。あたしが料理なんてできないの、知ってるでしょ」

「でも、それではエリヤ様に嘘をつく事になってしまうのでは……？　わたくしも一応は本職ですし、素直に本当の事を話した方が印象はよくなるかと」

　とは言うが、ハンナも特に調理専門のメイドという訳ではない。

　裕ゆう福ふくなルーベンジーベン家では、専門の料理人も含め多くの使用人を雇やとっている。ハンナは料理番どころか、本宅の台所に足を踏ふみ入れる事さえ許されなかった。せいぜいが使用人のまかないを何度か手伝った事がある程度。

　親の代から仕えていて歳が若いせいもあり、アンジェリッカが幼い頃は遊び相手で、その後は見習い扱あつかいの屋や敷しきの雑用係だった。

　学舎入りで家を離はなれる際、両親から同行させる世話係を選ぶよう言われたアンジェリッカがハンナを指名した後で、ひとりでひと通りこなせるように特訓を受けたのだ。

　もっともその時にはまだ、ハンナが好きな絵が学がく猟りよう生せいとしてのアンジェリッカにとって役立つとまでは思っていなかったのだが。

「いいのよ。男なんて、女の子の手料理って言った方が喜ぶんだから」

「そういうものなのでしょうか？」

「そうよ。第一六でも、そんな奴やつばっかりだったでしょ」

「申し訳ございません。わたくし、そういう事には注意を払っていなかったもので。わたくし自身が男の方とおつきあいした事もありませんし」

「そんな奴ばっかりだったのよ！」

　まだ子供っぽい線を描いている頬ほおが膨ふくらむ。

　あの学舎で、アンジェリッカを好意的な目で見る者はいなかった。

　家庭教師は、能力そのものを正しく評価してくれた。お世辞ではない。教養は同世代どころか上級学校の生徒にも負けないし、七歳で初めて意い刃じん術じゆつを発現できたのはごまかしようがない事実だ。

　あの頃は、力を示せば示すだけ褒ほめてもらえた。

　学舎に入ってからは違ちがった。

　裕福である事、有能である事、例外的に若い事、全すべてが嫉しつ妬との理由になった。

　学がく猟りよう生せい、そして戮機猟士スローター・イエーガーは実力が物を言う世界のはずなのに。

　ハルクラインに来てからも、やっぱりグレンゼルという男と顔を合わせてしまった。

　彼が、特別に性格が悪い訳ではない。単なる典型だ。いや、アンジェリッカに聞こえるところであからさまな悪態をつき、衆を頼まないだけまだ上等な部類か。

　第一六学舎では集団で示し合わせてアンジェリッカを排はい斥せきする奴らもいたし、こっそり私物を壊こわされたり汚よごされたりしたのも片手では数え切れない。

　もしアンジェリッカが術士ではなく戦士だったら、級友たちを無視して単独で戮機スローターを狩るのも困難ではあるが不可能ではなかった。しかし、術士が単独で戮機スローターに挑いどむのはいくら何でも無む謀ぼうすぎる。

　だから、彼女は彼女を嫌きらう者に混じって活動するしかなかった。

　金で護衛を雇うという方法も考えないではなかったが、そんな事をすればますます反感を買うだけなのはアンジェリッカにも理解できる。万が一、学舎にいられなくなれば正規の猟士イエーガーにはなれないし、ルーベンジーベンの家名にもアンジェリッカ自身の名めい誉よにも消せない傷が残る。

　妬ねたまない連中もいるにはいた。

　ただしそんな中の少なからぬ男は、やはりアンジェリッカの背後に存在するルーベンジーベンの家名や財産の方を見ていた。ちょっと出来がよくても世間知らずの子供、今のうちに手なずけてしまえば、いずれお零こぼれに与あずかれるだろうと考える男ども。

　そしてアンジェリッカ自身が望んだ訳ではないのに、そうやって男が集まる事を彼女の罪であるかのように扱う女たち。

　言い寄る男子生徒を拒きよ絶ぜつするといい気になっていると陰かげ口ぐちを叩たたかれ、仕方なくそれなりの態度で応じると媚こびていると批難を囁ささやかれた。

　手料理で男の歓かん心しんを買うというのも、あの頃アンジェリッカに対たい抗こうしようとした女生徒たちが多用した戦術のひとつだ。

　ツェルギオはあんな風に言っていたが、誇ほこるべき実力を誇ったところで余計な反感を買うのが関の山だ。だったら、いかにも俗ぞく人じんが期待する「優れた才能に奢おごらない控えめで真面目な優等生」「無む邪じや気きな子供」を演じた方が賢けん明めいというものだろう。

　きっとエリヤのおどおどした態度だって、これと同じに違いない──噂うわさから紡つむぎ出した推測は、本人に会って確信に変わった。

　周囲には理解できない特別な才能が憎にくまれないよう、嫌われないよう、与くみしやすそうな人ひと柄がらを装よそおっているのだ。

　本当の野心を、誰だれにも見せないように。

　だったら、アンジェリッカの願いは叶かなう。

　親のコネまで駆使し、研修という名目でこの街までやってきたのは、第一六学舎に居づらいせいばかりではない。連中を見返すのに必要なモノを、確実に手に入れるため。

「ま、第一七の連中が御ぎよしやすくて助かったわ。グレンゼルはうるさいけど、あいつは元々誰にでも喧けん嘩か腰ごしっていう話だし」

「そうですね。何とか研修期間が終わるまでの間は、お嬢様がこちらの学友と仲良く過ごせれば……」

　オムレツを焼き終えたハンナが、背中を向けたまま答える。

「勘かん違ちがいしないで、ハンナ。あたしは、あいつらと仲良しなんかになる気はないの。いい顔してみせるのは、あくまで目的を叶える手段なんだから」

「でも、仲良くなってはいけないという事ではないでしょう？　別れが辛つらくなるかも知れませんけれど……。ツェルギオ様は紳しん士し的てきですし、ディナエリーン様もお嬢様の能力を公正に評価してくださいました。確か、教室でもお嬢様が責められそうなところを庇かばってくださったとか……」

　ハンナが上げた名前に、アンジェリッカの眉まゆが強こわ張ばる。

「あたし、あいつも嫌い」

「あいつって、ディナエリーン様ですか？」

　訊ねるハンナの目の前で、鍋の重い蓋ふたがしゅうしゅうと噴ふきあがる蒸気で揺れる。調味料が程ほど良よく焦こげた香こうばしい空気が流れてくる。

「自分の強さとか、正しさとか、そういうのを疑っていないところが気に食わないの。知ってる？　あの女って入学したその年度から、第一七では戮機スローター撃げき破は数第一位。一度も首席から落ちた事がないんですって。それでいて、自分が尊敬されている事や愛されてる事に無む頓とん着ちやく。何にも考えないで堂々と胸を張って、他人からは偉そうに見える事に気づいていない。要するに、あたしの気持ちは絶対に理解できないタイプ」

　天才と呼ばれた少女の顔を、影かげがよぎる。

　最初から突っかかってくるグレンゼルと違い、敵にしない方が何かと便利だろうからアンジェリッカとしてもそれなりに明るい顔を見せているが、胸の内側に水みず垢あかのようにこびり付く感情は抑おさえられない。

「ごめんなさい。その……お嬢様のお気持ちも考えずに」

「いいのよ、ハンナ。あたしには、他の友達なんかいらない。あなたがいてくれれば、それでいいの」

「……」

　主の声には答えず、ハンナは湯気で曇くもった眼鏡を一度外して拭ぬぐう。

「できあがりました、お嬢様」

　ミトンを填はめた手で鍋なべ蓋ぶたを持ち上げ、蒸し上がってオレンジ色に染まった米と、ところどころに覗のぞく魚ぎよ介かいの様子を確かめる。もちろんハンナは、スプーンでひと口掬すくって味見する事も忘れない。

「ありがとう、ハンナ。じゃ、あたしが持っていくわ。後かたづけをお願い」

「あの、お嬢様」

「何？」

「差し出がましいようですが、お嬢様がお作りなったという事にするのであれば、エプロンをしていった方がそれらしいのではないかと」

　そのためにつけていたエプロンを外し、主へと差し出す。調理の脂あぶらなどがほどよく真新しい染しみになっているので、偽ぎ装そう工作としては完かん璧ぺきだ。

「それもそうね。ありがとう、ハンナ」

　受け取ったエプロンを身に着けると、アンジェリッカは大きな盆ぼんに湯気を立てる料理を乗せ、慎しん重ちような足取りで階段を昇のぼっていった。

　エリヤのドアの前まで来て、ノックしようにも両手が塞ふさがっている事に思い当たる。

　こんな事なら素直にハンナに運ばせればよかったか。いや、それではエリヤに「健けな気げに頑がん張ばる女の子らしい女の子」をアピールできない。

「あ、あの……っ！　料理、できました」

　いかにも天てん真しん爛らん漫まんでひたむきそうに聞こえるよう作ったソプラノで声を掛かけると、微かすかに軋みの音を立ててドアが開いた。

「や、やあ……どうも」

　決まり悪そうな顔で出迎えたエリヤが、盆に手を伸ばそうとする。

「あ、いいですよ。そこのテーブルでいいんですか？」

「うん」

　元々小さな部屋だが、壁かべという壁が本ほん棚だなで占しめられているため、エリヤの住まいは狭い。客を迎える事など想定していないため、食しよく卓たくと書き物机を兼かねたテーブルがひとつに椅子もひとつだけだ。

「えっと……アンジェリッカさんはその椅子に座すわって。ハンナさんは？」

　ベッドに腰こしを下ろしながら、エリヤが訊ねる。

「後片付けを任せてます。終わったら、そのまま台所であたしを待つようにって」

　エリヤと親密になるためには、ふたりきりの方がいい。

「えっと……僕も手伝わなくていいのかな？　それに、どうせならみんなで一いつ緒しよに食べた方が楽しいだろうし……」

「いいんですよ。ハンナの仕事なんですし。それに、この部屋だと三人は狭すぎますよ」

「あ……そうだね……」

「べ、別にエリヤ先せん輩ぱいの部屋がどうこうって言うんじゃなくて……。でも、もっと広い部屋に引ひっ越こした方がいいんじゃないですか？　お金だってあるでしょ？」

「う、うん……でも、僕がひとりで住むだけだし……別に不自由はないから……。引っ越しも面めん倒どうだし……。お金があったら、本や画帳に回したいしね」

「それって変ですよ！」

　アンジェリッカの細い眉が、きゅっと跳はね上がった。

「先輩が知士として必要な資料や消しよう耗もう品ひんは、もっと支し援えんされてもいいはずですよね？」

「ほ、ほら……戦士だって鎧よろいや武器は自前で揃えるし……それと同じだよ」

「剣は本人が使うだけのものだし、重さや長さだって自分用に誂えて当然じゃないですか。でも、知士が調べたり考えたりした事は、そのままみんなの財産になります。もっと支援されてもいいはずです！」

「いや……。みんなの財産とか……そんな事言われても……」

「変な事言っちゃってごめんなさい。料理冷めちゃいますね。さ、温かいうちにどうぞ」

「う、うん……。じゃあ、いただきます」

　落ち着きなくあちこちに視線を彷徨さまよわせていたエリヤだったが、アンジェリッカが料理を差し出すとおずおずとスプーンを差し入れた。

「……美味しい……」

　少年の顔がほころぶ。

「よかったぁ。こっちの方だと、お米ってほとんど食べないでしょ？　だから、口に合わなかったらどうしようって心配だったんですよ。これ、本当は海の魚や貝を使うんですけど、さすがに手に入らなくって」

　エストワルト議国は広く、国の北と南では地理も気候も異なる。比ひ較かく的てき温暖な西南部ではサラダや蒸し料理の食材として用いられる米も、ハルクラインでは目にする事さえ稀まれだ。北部は海にも面していない。

「……えっと……このお米とか、調味料とか……アンジェリッカさんに頼たのめば手に入るのかな？」

「もちろんですよ。エリヤ先輩が気に入ったなら、何度でも作っちゃいます、あたし」

　無口なエリヤの方から話題を切り出した事に、アンジェリッカは笑え顔がおで応じる。やはり、男を押おさえる時にはこの手が効く。

「あ、いや……そうじゃなくて……材料を分けて欲ほしいんだ。もちろん代金は払うよ。それと、作り方とかも教えてもらえると嬉うれしい」

「え？」

　言葉に詰つまる。

　ちょっと手伝ってもらったという触ふれ込みだが、実際にはハンナに任せっきり。アンジェリッカは隣となりで見ていただけだ。大まかな手順程度ならともかく、細かい分量などは全く知らない。

　もう一度食べたいと言われたらまたハンナに任せるというアンジェリッカの目もく論ろ見みは、この瞬しゆん間かんに破は綻たんしてしまった。

「だから、エリヤ先輩が食べたいんだったら、あたしがもう一度作りますよ。その方がいいでしょ？」

「そ、そうじゃなくて……僕が自分で作れるように覚えたいんだけど……駄だ目めかな？」

「あ、ああ、そうですね。あたし、ずっとハルクラインにいる訳じゃないですから、エリヤ先輩が自分で覚えた方がいいですもんね。じゃあ、必要な材料とか、全部メモにして今度お渡わたししますよ。今、口で伝えるよりその方がいいでしょ？」

「う、うん……それで、お願いするよ」

　表情は笑えみのまま、アンジェリッカは内心で安あん堵どする。

　とりあえずこの場はごまかせた。後でハンナにレシピをまとめさせよう。万一にも筆ひつ跡せきでばれないように、面倒でも自分で清書しなおす必要があるか。

「それにしても」

　話題を逸らすように、アンジェリッカは大げさに首を巡めぐらせて室内を眺めた。

「すごい量ですよね、この画帳。ちょっと見てもいいですか？」

　エリヤが返事をするよりも速く、適当に一冊を抜いて手に取る。

「あ……っ！　や、やめてよ……その、恥はずかしいし……」

「いいじゃないですか」

　僅かに頬を赤らめるエリヤには構わず、アンジェリッカはページをめくった。たまたま開いた場所には他のどんな戮機スローターにも似ていない、小こ舟ぶねを伏ふせたような奇き妙みような形が描かれている。

「これって、あの〈モンスター〉ですよね？」

「……うん……」

　恥ずかしそうな小声が肯こう定ていする。

　彼が知士として認められる契けい機きとなった、デュバーレイ砦とりでの戦い。エリヤとディナのふたりが敵の包ほう囲い網もうを抜けてハルクライン市へ向かう途中で遭そう遇ぐうした強力な新型の戮機スローター。その戦せん闘とう力りよくについては報告書にまとめられたため、アンジェリッカも目にしている。

　可動部の露ろ出しゆつを最小限に抑えた重装甲。腕などの武器も通常は折りたたまれている。ワイヤー付きの銛もりは射程が長く、動きの鈍どん重じゆうさを補って余りある。

　形状の異様さだけでなく、その強さこそが「怪かい物ぶつ」の名に相応ふさわしい存在だ。

「これをやっつけたんですよね。やっぱり、エリヤ先輩ってすごいんですね」

「ぼ……僕が倒たおしたんじゃないよ。実際に剣を振ふるったのは……ディナだから……」

「でも、相手の弱点を見抜いたのはエリヤ先輩でしょ？　ディナエリーンさんに手て柄がらを譲るとか、そんな必要ないですよ！」

「譲ったとか、そうじゃない！」

「ご、ごめんなさい！」

　今までにない強いエリヤの叫さけびに、アンジェリッカは思わず顎を引いた。

　ずっと控えめで自己主張しない彼が、こんな風に感情を露あらわにするのは初めて見た。

　どうやらこれは触れない方がいい話題か。

　公式な報告書には、戦いの詳しよう細さいな経けい緯いまでは記き載さいされていなかった。

『囮おとりを用いて銛を使用させ、攻こう撃げきのために露ろ呈ていした部分に剣を差し入れて攻撃。機能障害を引き起こした後で川に落として完全停止させた』という記述があるだけだ。

　さらに画帳のページを繰くると〈モンスター〉の内部構造が描えがかれていた。

　並の戮機スローターの数倍はある装甲板の厚さ、重い身体を支えるために独特の配置となっている太い足、内部に収納された腕わん部──全体として見れば異様な怪物も、個々の部品に着目すれば従来の戮機スローターと大きく異なるものではない。ただ比率や組み合わせが特とく殊しゆなだけだ。

「……その……〈モンスター〉の解体には、僕は立ち合ってないんだ。怪け我がで入院していたから……だから、それは後から書き写したもので……。そんなにじっくり見ないでよ」

　苦く笑しようとも羞しゆう恥ちともつかない表情で、しかしエリヤはベッドに腰こし掛かけたままだ。例えば、立ち上がってアンジェリッカの手から強ごう引いんに画帳を奪うばい取るような真ま似ねはしない。

「そんな事ないですよ。いろいろ参考になります」

　だから、アンジェリッカはエリヤの要望をはね除のけ、次の一冊を本棚から抜き取る。

「えっと……僕が調べた事は全部報告書にしてあるから……画帳のは全部下描きみたいなものだし……」

「下描きとかって……こんなに上手じゃないですか」

　半分はお世辞だ。確かに正確に描かれていて目的には適かなうが、本業の画家として通用するような画風ではない。

「……絵なら、ハンナさんの方が上手いよ」

「え？」

　アンジェリッカにとっては予想外の答だった。こちらに好印象を与あたえようと、謙けん遜そんしているのか。

「何て言ったらいいのかな……。あの人の方が、僕より……そう、普通の絵だよね。肖しよう像ぞう画がとか風景画でも通用しそうな……」

「そ、そうかも知れませんね」

　確かに、ハンナの絵は正確な記録のために特化したものでない。元々、彼女が趣しゆ味みで草や花を描いていたのが基本だ。まだハンナの仕事が家事というよりアンジェリッカの遊び相手だった頃、よく頼んでいろんな絵を描かせた。

　ただ、視力の悪い彼女はいつも鼻がくっつくくらいにモデルに顔を近づけ、目を眇すがめていた。アンジェリッカが両親にねだって眼鏡を買かい与えたのは、そのためだ。さすがに高価な品なので、一年間お小こ遣づかいを減らされたが。

　あの時には、ハンナの画力がこういう形で役に立つとは思いもしなかった。当たり前だ。知士という仕事が生まれたのは、最近なのだから。

「でも、エリヤ先輩の絵も素す敵てきですよ。資料にはこういうタッチの方が向いてますし。もっと見てもいいですよね？」

　エリヤの表情を見れば決して喜んではいない事は明らかなのだが、直接制止されないのをいい事にアンジェリッカは次から次へと画帳を取り出しては目を通す。しかし、何しろ総数が一〇〇を超こえる。絵の脇わきに書かれているキャプションが小さな走り書きである事も多く、なかなか読み進められない。

「これって、整理とか分類とかしてないんですか？」

「う、うん……。自分で読めればいいだけだし、描いた順番は大体覚えているから、通し番号だけで……。本当に重要なのは、全部報告書にしてるし……」

「そうなんですか……。ね、これからも時々遊びに来てもいいですか？　いえ、遊びっていうか、エリヤ先輩が描いたスケッチをいっぱい読みたいんです！」

「だ、だから、報告書出してるし……。読みたいのがあるなら、言ってくれれば学校に持っていくよ」

「そうですか……わかりました」

　言葉に力はないが、エリヤはどうしても納なつ得とくしない様子だ。アンジェリッカも仕方なく引き下がる。

　まあ、今日のところはこれでいい。

　とりあえず自分の推測が間ま違ちがっていないという確証は得られたし、本当の目的を果たすための糸口もつかめたのだから。










　　　第三章　　訪ねた彼と、忍しのびこんだ彼女





『まあ、僕は焦あせらないさ。君が、自分の気持ちに整理をつけるまで、待つ余よ裕ゆうはあるよ』

　数日後、フィオレッテに教えられた通りの言葉を告げた時の、ツェルギオの反応はあっけないものだった。

　ある意味彼らしい鷹おう揚ようさではある。

　ただしそれで困ったのが、ディナを気き遣づかっているのかツェルギオが狩かりの発案もしなくなった事だ。ディナは自分から他の学がく猟りよう生せいを誘さそうような性しよう分ぶんではないし、さすがに単独で戮機スローターを求めて出かけるほど無謀でもない。

　身体を動かし、実際に敵と戦っていれば余計な事など考えずに済むのに。

　そもそもディナは、自分が何について考えているのか把は握あくできずにいるのだが。

　いや、こういう発想自体が不ふ謹きん慎しんか。

　戮機スローターと戦うのは、私的な憤ふん懣まんや困こん惑わくを解消する手段ではない。

　ここしばらくは街かい道どうの近くにまで戮機スローターが出しゆつ没ぼつするような事もなく、本職はもちろん、学がく猟りよう生せいが自主的な狩り以外で動員されたりもしない。それ自体はむしろ喜ばしい事のはずだ。

　戦えないのを不満に感じるのは、根本的に間違っている。

「あの……ディナ」

　朝の教室、頬ほお杖づえをついて己の内側でぐるぐる回る何かを渦うず巻まくままに任せているディナに、控えめな声が呼びかけた。

　振り向むくより先に確信があった。もちろん、立っていたのはエリヤだ。どこか竦んだような不安げな顔でディナを見下ろしている。

「あ、あの……昨日の夜の事だけど……」

「すまん。うっかりしていてな」

　不作法だとはわかっているが、相手の方を見ないまま答える。

　エリヤの顔を直視するのが、辛い。

　本来ならいつもの通りエリヤの店で夕食を取り、その後の体力作りにつきあうはずだった。だが、校舎裏で剣を振ふり続けているうちにいつもよりも遅おそい時間になってしまい、予定の刻限を過ぎてしまったのだ。

「あ、べ、別にいいんだ。今までずっと教えてもらってたから、ひとりでも何とかなったんだし……。ただ、もしも身体の具合が悪いとかだったらって思って……。元気そうで安心したけど……」

「う、うむ。心配を掛けた。申し訳ない」

「何ともないなら、それでいいんだけどね……」

　エリヤは感情表現が控えめな方だが、ちらりと横目で確かめた表情からは本気で心配し、そして安堵したのが伝わってくる。

　いつもの──本来のディナならば他人と交かわした約束の時刻を忘れるなどあり得ない事なのに、自分はどうしてしまったのか。

「……確かに、具合は悪いのかも知れない」

「本当？」

　思わずこぼした言葉に、エリヤが身を乗り出す。

「あ、いや。大した事ではないのだ。気にする必要はない」

「それならいいけど……。ほら、ディナって普ふ段だんが普段だから、案外調子が悪い時の事とかって、慣れてないんじゃないかって……」

　戦士は身体が資本だ。単に腕わん力りよくや持久力を鍛きたえるだけでなく、健康管理にもディナは万ばん全ぜんの配はい慮りよをしている。これまで病気らしい病気とも無む縁えんだった。今も、身体のどこにも異常はない。

　調子を狂くるわせているのは、身体ではない重要器官だ。

　ディナが今まで気遣った経験のない、それどころか存在に気づく事さえなかった部分なのだ──多分。

「そ、そうだ。今夜、お邪じや魔ましてもいいかな？」

「え？」

　唐とう突とつなエリヤの提案に、ディナは顔を上げてしまった。

「そ、その……訓練の事とか、ディナにはずっとお世話になりっぱなしだったし……。今日はバイトもないし……」

「べ、別にそれは構わないが……」

　そんな会話を交わしていると、アンジェリッカが入室してきた。

「エリヤ先輩、おはようございます」

「う、うん……」

　元気のいい挨拶に、エリヤが振り返る。

「頼まれていたもの、ちゃんと準備できましたよ。それと、こっちも実家から届いてたんです。エリヤ先輩なら戮機スローター部品の方が喜ぶだろうと思って、後回しにしちゃいました」

　駆かけ寄より、エリヤの腕を引っ張りながらアンジェリッカは革かわ張ばりの本を取り出した。古こ雅がな書体で記された表題は『王国大戦史異説拾しゆう遺い』。隣りん国ごくグリューデン王国における大戦シビル・ウオーの公式記録とは矛む盾じゆんする奇き説や伝説、噂うわさ話ばなしの類を収集した稀き書しよだ。

「すごい……。これ、本当に……？」

「はい。お貸ししますよ。書庫で死蔵してるより、エリヤ先輩の役に立った方がいいですもん。あ、そうだ。貸すより、写本を用意しましょうか？　ハンナに頼めば、三、四日もあれば書き写せますよ」

「い、いいよ……。そこまで頼むのは……」

「気にしなくていいですよ。彼女、そういう仕事も得意ですから」

「いや……悪いっていうか……それもあるけど、どうせ写本作るなら、自分で読みながらの方が勉強になるし……。多分、この本だと全部が必要って事はないから……。さすがにあからさまな勘違いとか、ただの怪かい談だんとかは省いていいだろうし……」

「それもそうですね。じゃ、その写本ができたらわたしにも見せてもらえますか？　エリヤ先輩がどこを重視したのかって、きっと参考になります」

「そ、それは構わないっていうか……借りる身としてはそのくらいは……。ちょっといいかな？　話の途中だったし……」

　戸と惑まどっているからだろうか。エリヤの声はどこか浮うわついているようにディナの耳には聞こえた。

「あ、そうだ。どうせなら今夜またお邪魔してもいいですか？　先輩の画帳、あんなに沢たく山さんあるから、研修期間中に全部見ようと思ったら毎日でも通わないといけませんよね？」

「きょ、今日はちょっと……。夜、別の用事があるから……」

「その用事って、他の日とかにできないんですか？」

「う、うん……。その……早めに……解決っていうとおこがましいんだけど……何て言うのかな……」

　積極的なアンジェリッカに押されながら、エリヤはちらちらとディナの方を見返す。ディナの方は、思わず目を逸らす。

　カランカラン、と不意に金属音が響ひびいた。校務員が授業開始を告げるベルを鳴らして廊ろう下かを巡じゆん回かいしているのだ。

「じゃ、じゃあ、ディナ！　今夜、ご飯時にお邪魔するから！」

　慌あわてて席に着くエリヤは、最後に早口で告げるのが精一杯だった。



　授業は滞とどこおりなく終わった。

　放課後の日課である自主練習もいつもよりは早めに切りあげて帰宅したディナは、動きやすい服装に着き替がえて箒ほうきやバケツを準備した。

「よしっ！」

　袖そでをまくり上げ、汚れ避よけの前まえ掛かけをつける。

　客人を招き入れるのだから、まず掃除をしなければ。

　もちろん、健康維い持じの意味もあって日ひ頃ごろから清潔は心がけている。そもそも乱雑になるほどの品物がない。質しつ実じつ剛ごう健けんと言えば聞こえはいいが、殺風景とも形容できるのがディナの部屋だ。

　しかも、ここ数日はどうも気分が乗らないせいもあって掃除をさぼりがちになっていた。よくない傾けい向こうだ。

　まず、きちんと部屋を磨みがき上げる。それから、女らしく花のひとつでも飾かざろう。ちゃんと花か瓶びんも花も買ってきた。

　思えば、最近は体力作りのために外で会うのが当たり前だったから、ここにエリヤが来るのも久しぶりだ。

　食卓に花など飾っていたら、きっとエリヤも驚おどろくに違いない。

　部屋中の塵ちりや埃ほこりを掃はき清めたディナは、そんな事を考えながら雑ぞう巾きんを絞しぼった。

　びりっ！

「あ、いかんっ！」

　いい加減くたびれていたのか、それとも力を入れすぎたのか。両手の間で雑巾をかたちづくる繊せん維いがぶちぶちと千切れた。

　慌てて手を緩ゆるめた拍ひよう子しに、足元のバケツに躓つまずく。いっぱいに注いであった水が、床ゆかにぶちまけられた。

「ぞ、雑巾だ！　雑巾っ！」

　叫んだ後で、自分が今手にしている分断されたぼろ布がそうである事を思い出す。

　あいにく予備はない。何か適当な布で代用しなければ。そうだ。タオルやシーツの方ならスペアがある。

　水に濡ぬれた手を取りあえず前掛けで拭い、クローゼット下段の引き出しを引っ張る。日常使わない物はここにまとめて放ほうりこんでおいたはずだ。

「あった！」

　引き出しの中を引っかき回し、タオルを引っ張り出す。弾はずみで、一緒に入れていた肌はだ着ぎ類るいがふわりと舞まい上がった。

「わっ！」

　慌てて振り返かえると、濡れた床に肌はだ着ぎが落ちそうになっている。

　更に慌てて手を伸ばし、辛かろうじて空気に乗っている肌着をつかむ。

　次をつかむ。

　そしてもう一枚をつかむ。

　群がる小型戮機スローターを次々に切きり伏せる時と同じだ。思考よりも先に腕うでが閃ひらめき、標的を次々に捕とらえる。

　だが、完璧ではなかった。

　下した穿ばきが一枚、床に落ちて水を吸った。

「ああ……」

　びしょびしょに濡れた下着をつまみ上げ、眉間に皺しわを寄せる。

　何をやっているのだろうか、自分は。

　たかが部屋掃除のためにこんな恐きよう慌こうに陥おちいってしまうとは。

　戮機スローターとの戦いでは、ちょっとくらい予想外の事態が発生しても速すみやかに身体が反応するというのに。

　もしも戦せん闘とう中にこんな風に混乱してしまったら、自分だけではなく猟友の命まで危険にさらしてしまう。やはり自分は本調子ではない。

　ディナが苦く悩のうしていると、控えめなノックの音がした。

「あの……こんばんは」

　間違いない、エリヤの声だ。

「ちょ、ちょっと待て！　待ってくれ！」

　とりあえず扉とびらに駆け寄り、ドアを僅かに開く。

「こ、こんばんは」

　同じ挨あい拶さつを繰り返し、エリヤがきょとんと目を丸くする。

「も、申し訳ないのだが、ちょっと散らかっていてな。いや、言いたい事はわかっている。君は訪問する事を前もって告げていたのだから、わたしが部屋を綺麗にしておかなかったのは完全な失策だ。言い訳するつもりはないが、不幸なアクシデントが発生してしまったのも事実。すぐに何とかするから、もう少しだけそこで待っていてくれ！」

「う……うん……それは別に構わないけど……」

「すまんっ！」

　慌てて扉を閉じてから、ディナは左手に下着を握にぎりしめたままだった事に気づいた。

「……な……何をやっているのだ、わたしはっ！」

　ぴしゃんと右手で頬を打って、気合いを入れる。

　さっきのタオルで濡れた床を拭いたが、まだ万全ではない。あたりに落ちていた白い乾かわいた布でもう一度磨みがいて、水をこぼした痕こん跡せきを消す。それから散らばったものをとりあえずひとまとめに丸めて、寝しん室しつに放りこむ。きちんと片付けるのは、エリヤが帰ってからだ。

　そうだ、花を飾らなければ──花瓶を用意しようとして、ディナは致ち命めい的てきな失敗に気づいてしまう。

　床ゆか拭ふきに使ってしまったのは、交こう換かんするつもりで買ってきた新品のテーブルクロスだ。

　最良のプランが崩ほう壊かいした事に肩かたを落としつつ、とりあえず花瓶に花を活いける──というよりは、ただ買ったときの束のまま差し入れただけだが。

　それなりの服に着替え、呼吸を整えてから、ドアを開ける。

「待たせてしまったな。入ってくれ」

「う……うん」

　大きめのバスケットを提さげ、どこか縮こまった様子で入ってきたエリヤに椅い子すを勧すすめる。

「あの……花、綺麗だね」

「客人を招くのがわかっているのだからな」

　だが、ディナの笑顔は一いつ瞬しゆんしか保たなかった。エリヤが微かに眉をしかめたのを見てしまったからだ。眉だけでなく、小鼻も動いている。ひょっとしたら香かおりが強すぎるのか。あるいは花そのものが嫌いなのか。

　自己嫌けん悪おの黒い手が、またディナの背を撫なでる。

　どうして相手の都合や好みも考えず、型どおりのもてなしをしようなどと考えてしまったのか。そもそもエリヤが訊ねてくる用件も知らないのに。

「あ、あの……ディナ、最近元気がないっていうか……何か調子がおかしいみたいに見えて……。も、もちろん僕の勘違いなら問題ないんだけど……」

　おずおずと、バスケットの中身を取り出す。

　一食分くらいがちょうど収まる程度の、浅く小さな蓋付き鍋だった。

「その……何か悩なやみがあって、僕で力になれる事なら、相談してもらえると……その、嬉しいかなって……。それと、まず僕にできるのってこれくらいだから……食べ物で釣つるみたいになっちゃったけど……」

　最後の方は消え入りそうな小声で、まだ熱い鍋を真向かいに座ったディナへと差し出す。

「友としての気遣い、感謝する。本当にありがとう。そうだな、美う味まい料理をご馳走になれば気分が晴れる。うん。エリヤの作る料理は美味いからな」

　そっと、蓋を開ける。

　小こ鍋なべの中身は、見慣れない料理だった。

　米と野菜、それに魚ぎよ介かい類るいを合わせて蒸し上げたものらしい。鮮あざやかな橙だいだい色いろは調味料のせいだろうか。珍めずらしい香こう辛しん料りようを使っているようだが、花の香りが強すぎてよくわからない。

「これは？」

「その……新しいレパートリーができたから……。それ、鍋から直接食べられるんだ」

「へえ……」

　感心して、鍋を覗きこむ。

　米は、エストワルト北部ではあまり用いられない食材だ。実際、ディナも入学以来口にしていない。実家で稀に入手できた時に、珍しいアクセントとして使用する事があった程度だ。

「では、いただきます」

　最初のひと匙さじを口に運び、噛かみしめる。

　魚介をふんだんに使っているが生なま臭ぐささはない。肉とは違う、淡たん泊ぱくだが芯しんの通った味が塩気や香辛料と混じり合う。活けた花の香りが無ければ、この絶ぜつ妙みようさをもっとはっきり感じ取れただろう。

　エリヤが訊ねてくる理由も考えず、気を利きかせたつもりになっていた自分の迂う闊かつさが恥ずかしい。

　出だ汁しを米が吸いこんでいるので、具材の旨うま味みを余すところなく味わえるのもいい。弾だん力りよくと粘ねん度どのある食感は、パンよりも腹持ちが良さそうだ。

「美味いっ！」

　思わず声が出る。

「よかった……。喜んでもらえて……。調味料の配分とか変えたのも、上う手まくいったみたいだし……」

「配分を、変えた？」

　新しいレパートリーと言っていたのに、何か原型があるという事か。

「うん。これ、アンジェリッカに教えてもらったメニューなんだ」

「アンジェリッカ？」

　不意に、味が落ちたように感じる。

　舌の上に苦い滴しずくが落ち、歯に小石が触れたような錯さつ覚かく。

「南の、海岸地方の料理なんだって。お米とかも譲ゆずってもらって……。彼女のレシピは海の魚用だったから、川魚に合うように、少し味付けとか変えてみたんだ。塩をちょっと多めにして、別にとったブイヨンを足したりして……」

　エリヤの説明が、右の耳から左の耳へと通り過ぎていく。

　ディナの胸に、淀よどみの中の泡あわのように言葉が浮うかんでくる。

「そうか……。そうだな……。米は南部の野菜だ。材料も、彼かの女じよから譲ってもらったという事か」

「そ、そうだけど……」

「彼女が、君の台所に入ったのだな？」

「僕のって言うか……アパートの共同台所だけど……。入らないと、料理作れないし」

「アンジェリッカの手料理は美味かったのか？」

　匙を、置く。

「う、うん……。だから、ディナにも作ってあげたいと思って……。口に合わなかった？」

「彼女は、君の部屋に行ったのか？」

「うん……ハンナさんも一緒だったけど、あの人は台所までで……。その……僕の描いた画帳とか、見たいって言って……」

「では、彼女もあれを見たのか？」

「見たよ。あれを見たいって言って、訊ねてきたんだから」

　思い起こしてみれば、ディナがエリヤの部屋に入ったのは一度だけだ。

　工事現場でアルバイト中に空腹で倒れたエリヤを運んだ際に半ば無む理り矢や理りに押しかけた。

　以来、学校はもちろん彼かれのバイト先で会うのはいつもの事だし、エリヤの方がこの部屋を訊ねて来る事も何度かあったが、ディナがエリヤの私室に踏みこんだのは、彼を初めて友と呼んだあの夜だけだ。

　あの、不ま味ずい粥かゆを作ってしまった夜だけ。

　自分がエリヤという人間を認め、友と呼ぶきっかけになったあの膨ぼう大だいな画帳の束を、アンジェリッカも目にしたのか。

「そうだ！　いつも馳ち走そうになってばかりでは悪いからな。わたしが料理を作ろう。材料は買い置きがある」

　エリヤの質問には答えず、ディナは立ち上がった。

　口走った直後に後こう悔かいしてしまう、自分でも訳のわからない行動だ。

　買い置きと言っても大したものがある訳ではない。しかも、季節は初冬だ。野菜は塩しお漬づけや酢す漬づけがほとんど。他にはベーコンやソーセージと、チーズが二、三種類。

　自分で食べるだけなら適当に脂で炒いためたりスープで煮にたりして塩味をつけるだけだが、それでは駄目だ。もっとちゃんと手を掛けた女らしい料理でなければ。

　アンジェリッカに──勝てない。

「い、いいよ……。そんなの……」

「そんなの、とは何だ？　確かに最初に酷ひどいものを喰くわせてしまったが、あれは不ふ慮りよの事故のようなもの。わたしだってずっと自じ炊すいはしているのだから、それなりの物は作れる」

「そ、それは今度でもいいし……今日は、僕のを食べてよ」

「普ふ通つうは、女が料理を作るものだろう！」

　アンジェリッカは、エリヤに手料理を食べさせた。

　自分は、エリヤの手料理を食べている。

「普通って……何？」

　決して大きな声ではない。

　むしろ、いつもの地声より小さなくらいだ。

　それなのに、エリヤの呟つぶやきは太い鉄串ぐしのようにディナの中心に突つき刺ささった。

「……じゃあ、僕みたいに料理する男って、やっぱりおかしいとか、変とか……間違ってるとか……そういう事になるの……？」

「い、いや──」

　そんなつもりではない、という言葉が飛び出すのを、口唇くちびるが遮さえぎった。

　そんなつもりではないのなら、どんなつもりだというのか。

　一度口にした言葉は、最初から形がないからこそ決して消えない。

　ディナが『普通は女が料理を作る』と言ってしまったという事実は、決して撤てつ回かいできないのだ。

　それなのに別の言葉で上うわ塗ぬりして自分の意図をごまかそうというのは、あまりに卑ひ怯きような振る舞いではないのか。

「ごめん……悪かった。ディナの迷めい惑わくも考えずに、喜んでくれるって……勝手に思いこんでた。変な事を押しつけてたんだね。お邪魔した……」

　バスケットを手に、エリヤは立ち上がった。

　待て──と言えたらどんなに楽か。

　自分が、彼を傷つけた。

　気遣いを踏みにじったのだ。

　それなのにここに留とどまってこちらの釈しやく明めいを聞け、お前がわたしを許したとわたしが納得するまでつきあえと強要するのは傲ごう慢まんに過ぎる。

「じゃあ……さよなら」

　ドアを開け、エリヤが去っていく。

　追いかける事は、ディナにはできない。

　後ろ手に閉じられたドアを、ただ呆ほうけたように見ているだけ。

　どれほど時間が経たったのか。座るという意志が働いたというより、膝ひざから力が抜ぬける事によってディナの腰が椅子に下りた。

「……何をやっているんだ、わたしは！」

　スプーンを拾い上げ、エリヤが残していった料理をもうひと匙、口に放りこむ。

　冷め切ったせいで、味のバランスが崩くずれてしまっていた。

　香りは飛んでしまっているし、塩気も前に出すぎている。米だって硬かたくなって、そのくせ歯にくっつく不快な食感に変わり果てていた。

　多分、これは冷めれば冷めるほど急速に味が落ちてしまう料理なのだろう。エリヤの事だから、きっと自室からここに来るまでの温度低下まで計算に入れて準備してきたはず。水をこぼして待たせた事で、エリヤが考えていた最良を台無しにしてしまった。

　しかも、あんな風に彼の思いやりと尊厳を傷つける言葉まで口走った。

「……くそっ！」

　己を罵倒するしかないディナの指が、無意識のうちに髪かみに絡からまる。

　エリヤは、尊敬に値あたいする友だ。

　それは間違いない。

　ならば、この感情を何と呼べばいい？

　アンジェリッカの存在は、エリヤの益になる。

　自分には不可能な戮機スローターについての深い話もできるし、希少な資料も提供できる。

　それに、女の子らしく手料理だって作れる。

　自分はただ剣けんを振り回まわすだけだ。

　だが、なぜその事実がこんなに不ふ愉ゆ快かいなのか。

　友に、自分以外にも友人が存在するのはむしろ喜ばしいはずなのに。剣において強い事は誇りだったはずなのに。

　戦う時に肝かん心じんなのは、自らを正しく制せい御ぎよする事だ。

　剣を握る腕、間合いを決める脚あし、敵を補足する視線。これらが自分の意図の通りに作動しなかったら命はない。

　いや。

　己の身体の中にあって、しかし絶対に律せないものがある。

　ディナは、そっと胸に手を当てた。

　例えば、鼓こ動どう。

　心臓が刻むリズムを己の意志で調整する事はできない。命に関かかわる本当に大切な部分は、いつだって本人の手の届かないところで好き勝手に動き続ける。

　では、このままならない感情も、ディナエリーン・プリス・ヒュンゲンバウムの生死を左右するような重要な部品なのだろうか。

　冷めてしまった料理に、もう一度匙さじを入れる。

　決して最良の状態ではない。それでも、充じゆう分ぶんに食べられる味だ。

　エリヤが作ってくれたものをただ無む駄だにするなんて、ディナにはできなかったから。



　思わず飛び出して、どれだけ走ったのか。

　バスケットだけを抱かかえて中身の平ひら鍋なべを置きっぱなしにしているのに気づいたのは、公園の近くまでたどり着いてからだった。

　買ったばかりの鍋なべだ。アンジェリッカから教えてもらった米料理を、温かいまま、しかも向こうが食器などを準備しなくても食べられるよう、ディナのために購こう入にゆうした品。

「ふぅ……」

　小さく息を漏もらす。

　多分、半年前だったらここまで走っては来られなかっただろう。多分、途中で息が上がってしまっていたはずだ。この肺も、心臓も、ディナが導き鍛えてくれたものだ。

　それを使って、自分は彼女から逃にげてきた。

　ディナに悪意がないのはわかっている。

　こちらが勝手な思いこみで、一方的に手を差さし伸のべようとしただけだ。

　あんなに強い彼女が何かを悩んでいて、その実態も知らないうちに救えるつもりになるなんて、何て思い上がっていたのか。自分にできる事、得意な事がディナの助けになると勝手に決めつけて、たった料理ひと皿で彼女を笑顔にできるつもりでいた。

　例えばディナが必要としているのが剣けん術じゆつの稽けい古こ相手だったら、エリヤは何の役にも立たない。

　冷たく透とう明めいな夜空を見上げる。吐はいた息が白い。

　彼女に評価されるのが嬉しいとか、お互たがいに相手を手助けできるという功利とか、そんなものじゃない。

　ディナに拒きよ絶ぜつされるのが、苦しい。

　誰にも理解されない。理解されなくても構わない。

　雑用係でこき使われても、軽けい蔑べつの眼まな差ざしを向けられても平気だった。

　ただ、戮機スローターの事をもっと感じ、知る事ができるのなら、他には何もいらなかった。誰からも顧かえりみられない孤こ独どく、他者からの拒絶や軽蔑、そんなものには慣れきっていた。

　そのはずだった。

　ずっと、死ぬまでそれを続けていくと思っていたのに。

　自分の気持ちがディナに届かない。彼女を怒おこらせてしまったというのが、こんなにも苦しく──いや、切なく感じる。

　寂さびしさでもなく、悔くやしさでもない。胸の真ん中に存在するこの感情を何と呼べばいいのだろうか。

　ああ、そうか──エリヤは、空を仰あおいだ。

　思考を巡らせながら歩いているうちに外灯は途と切ぎれ、はっきりと星が見える。

　例えば本で構造図を読み、仕組みが完全に頭に入っている戮機スローターであっても、素す早ばやさや実際に攻撃を繰り出す際の動きは、活動中の現物を観察しなければわからない。

　それと同じで、人間がそういう感情を抱いだくという事実を知識として有している事と、実際に自分がそんな気持ちになってしまうのは、まるっきり別の事だったのだ。

　これは、恋こいだ。

　エリヤ・シュミッテンラウドは、ディナエリーン・プリス・ヒュンゲンバウムに恋をしている。

　だけど、この恋が本当の恋だという確信が持てない。

　今までずっとひとりぼっちだった。

　友達らしい友達もなく、ただひたすら戮機スローターの研究だけに没ぼつ頭とうしていた。

　そんな自分をディナが──ディナだけが認めてくれた。

　友と呼ばれて、何度も会っているというそれだけの事で、無意識のうちに自分にとってディナが特別であるのと同じように、ディナにとっても自分が特別な存在であるかのように思いこんでいた。

　恋れん愛あいに免めん疫えきがないから、ただ単に身近なだけの女の子を必要以上に意識し、余計な意味をまぶしてしまったのではないだろうか。

　アンジェリッカが話しかけてくる時に感じる気持ちと、ディナへ抱く感情がはっきり違うのは自覚できる。

　アンジェリッカが見ているのは、知士としての自分だ。

　では、ディナが見ているのは何なのだろう。

　彼女の目に映っているのが肩かた書がきとも立場とも無関係のエリヤ・シュミッテンラウドというひとりの人間だという確信など、どうしたら持てるというのか。

　全すべての装そう飾しよくを取り去った自分自身にこそ価値があると、どうすれば信じられるのか。

　彼女に愛されるに足る人間だと、自うぬ惚ぼれる事ができるのか。

　夜風が肌はだを撫でても、頭が内側から膨ふくらんで圧あつ迫ぱくされるような火ほ照てりは収まらない。ぐるぐる巡って絡まり続けるものを抱えたまま、エリヤは夜の街を歩き続けた。

















　古い集合住宅だから、共同玄げん関かんには鍵かぎなどというものはない。誰でも出入り自由だ。一応各個室は施せ錠じようできるが、極きわめて簡便なものでしかない。

　そもそもハルクラインは再開かい拓たくの拠きよ点てんとなる計画都市だ。政府の斡あつ旋せん政策に応じた者、あるいは志願して移住した者ばかりで、意味も目的もなく惰だ性せいや習慣で住んでいる者などいない。住民登録や治安制度は整っているし、働き口は豊富。もちろん伝統的な地元の富ふ豪ごうや古くから根付いている犯罪組織などは存在せず、いかがわしい故買屋もない。

　要するに現時点でのこの街では泥どろ棒ぼうなどは割に合わないから、防犯も手軽なのだ。

　それでもエリヤが部屋に施ほどこした錠じよう前まえを相手に、針金を手にしたアンジェリッカは苦戦していた。大した鍵でないのは、先日確かめておいたはずなのに。

「……このっ！　おかしいわね。確かに手て応ごたえはあるのに……」

「あの、お嬢じよう様さま。わたくしが替かわりましょうか？」

「いいの。留守宅の鍵を勝手に開ける以上、紛まぎれもない犯罪よ。危険な仕事を、あなたにやらせる訳にはいかないわ。これは、あたし自身のために必要な事なんだから。ハンナは見張りをお願い」

「わかりました」

　ハンナは小さくため息をついた。

　手伝っているだけで立派な犯罪だし、この後には不法侵しん入にゆうが控ひかえている。鍵開けを任せないのは、アンジェリッカのささやかな欺ぎ瞞まんに過ぎない。

　カチっ！

　差し入れ、何度も捻ひねっていた針金が鍵かぎ穴あなの中のピンを押した感覚。

「よしっ！」

　アンジェリッカがノブを捻ると、ドアは微かに軋きしみながら開いた。

　中に、人の気配はない。

　エリヤ自身が重要な用事があると話していたし、物もの陰かげから監かん視しして出かけるのも確かめた。アパート全体にも人気はない。

「……でも、本当にお嬢様が仰おつしやるような物があるんでしょうか？」

　主に続いて入室し、そっとドアを閉めたハンナがほとんど息だけの小声で訊たずねる。

「絶対にあるわよ。なきゃ困るし」

「困ると仰っても……万ばん事じがお嬢様の都合の通りに運ぶ訳ではありませんよ。今なら、まだこっそり忍びこんだだけですから、このまま引き上げませんか？」

「もう忍びこんじゃったのよ！　後あと戻もどりはできないわ。それとも、ハンナまであたしを見捨てるの？」

「……失礼致しました。お嬢様の決心が揺ゆるがない以上、わたくしとしてはお手伝いするだけです」

　室内が薄うす暗ぐらいせいもあり、俯うつむくメイドの表情は読み取れない。

「わかればいいのよ。じゃ、あたしはこっちの棚たなを探すから、ハンナは反対側をお願い。ひょっとしたら、あなたの方が詳くわしいかも知れないしね。とにかく、探した形けい跡せきが残らないように用心して」

「心得ております」

　ふたりはそれぞれ小型の電灯を頼たよりに、室内の物色を開始する。

　蓄ちく電でん池ちはあらゆる戮機スローターが備えたありふれた部品だ。電球だって、肝心の発光芯は製造できないもののガラス部分は人の手で作って代用もできる。ただし携けい帯たいできる小さなサイズのものは、丸ごと戮機スローターから採取するしかない希少で高価なパーツだ。普通に買おうと思えば庶しよ民みんのひと月分の生活費ほどもかかる。それも、運良く市場に出回っていればの話だ。

　それを二本も用意できたのは、ルーベンジーベン家がこの手の部品を扱あつかう商家だからである。

　本ほん棚だなにはびっしりと書物や画帳綴つづりが押しこめられていて、いきなり抜き取とると元に戻すのは面めん倒どうだ。

「全部に通し番号が振ってあっても、画帳の中に隠かくすのは不自然よね……」

　確かく認にんするように独言して、アンジェリッカは下段の『戮機スローター全覧』をそっと引き抜いた。戮機スローターについての資料をまとめたもので、研究者にとっては必ひつ須すの一冊。ルーベンジーベン家にもあり、アンジェリッカも何度も読んだ本だ。

　しかし、今は内容を確認する意味はない。ひたすら手早くめくり、何かが挟はさまっていないかを確かめる。

　エリヤも、繰り返し読んだのだろう。ページの縁ふちはよれ、破れた部分を修しゆう繕ぜんした跡あとも残っている。だが、アンジェリッカが求めるものは挟まっていなかった。

「お嬢様、本棚を探さぐるのは時間がかかりすぎますし、やはり痕跡が残ります。今日は他のところを調べ、本棚は次の機会にした方がよろしいのではないでしょうか？」

「そうね。画帳の中に混ぜてあるなら、この間あたしが読んだ時に止めただろうし……。じゃ、あたしは机のあたりを探すわ。ハンナは、ベッドの方をお願い」

「わかりました」

　ハンナは膝を折り、さらに手をついて頬ほおを床に寄せた。

　壁かべのほとんどが本棚に占せん拠きよされているエリヤの部屋には、クローゼットがない。せいぜいが制服を吊つるしておくためのハンガーがドアの裏側にひっかけてあるだけで、寝しん台だいの下に置かれている平箱が衣類の置き場だった。

　それを静かに引き出だし、蓋ふたを開けて形を崩さないように一枚ずつ中身を取り出して確認する。出てきたのはありふれたシャツや下穿き、季節毎の質素な私服が何着か。やはり何も特別なものはない。

「蓋の裏側とか、秘密の物入れが隠されていないかもチェックして」

「何もありません」

　自分でも書き物机を引っかき回しながらアンジェリッカは訊ねる。あっさりしたハンナの答が、彼女を失望させる。

「お嬢様。差し出がましいようですが、やっぱりお嬢様が考えているようなものなど存在しないのではないでしょうか？　エリヤ様がいつお帰りになられるかもわかりませんし、おとなしく引き上げた方がよろしいのではないかと……」

「そんなはずはないわ！　絶対……絶対何かあるはずなのよ！」

　抽斗ひきだしの一段目は画材や筆記用具、二段目には授業のノートや学舎関連の書類などが整理されていた。

　まだ、アンジェリッカが探す物は出てこない。

「……ないはずがない……まさか、全部頭の中に記き憶おくしてるとか？　それだったら、全部無む駄だ足あしじゃないの！」

　三段目で、それは見つかった。

「……あった！　これよ、きっと……。ううん、間違いない」

　実家からの手紙を収めた箱を除よけると、引き出しの底に何枚かの折りたたまれた紙し片へんが隠されていた。一見すると無造作で、とても大切なものには見えない。

　画帳から切り取られたページだった。

「ハンナ、そっちはいいわ！　片付けたら、こっちに来て！」

　四つ折りにされた紙を開くと、アンジェリッカの予想通り何種類もの戮機スローターについてのスケッチが描かれ、メモとは呼べない長文の但ただし書がきが添そえてある。

　二〇枚ほどもあるだろうか。

　どれもこれも過去の文ぶん献けんには存在しない。デュバーレイ砦以降に目もく撃げきされたタイプばかりだ。

「暗いし、時間もかかるから絵の模写は諦あきらめるしかないわね。手分けして文章だけでも書き写しましょう」

「承知致しました」

　引き出しに収められていた順番を狂わせないよう、確認しながら半分をハンナに渡わたし、アンジェリッカは開いた紙の内容を持参したノートに写し取る。

　受け取ったハンナの方も眼鏡の位置を整え、一度鼻の頭がくっつきそうなくらいに顔を寄せてからメモの内容を書写し始めた。

　最初の一枚に描かれている戮機スローターは〈ハンマーマンティス〉と呼ばれるタイプ。従来の〈マンティス〉とは異なり腕に当たる部分の先せん端たんに備わっているのが槍やり状の刃は物ものではなく太い鉄てつ槌ついだ。

　通常の〈マンティス〉なら第一六学舎で戦った事はあるが、この変種はアンジェリッカにとって未知の機種だった。

　機体の機能、構造、戦法──さまざまな点について考察が巡めぐらされている。

　ペンを走らせながら、記憶を辿たどる。

　エリヤが公的に提出した報告の中に、この文章と同じ記述はない。

〈ハンマーマンティス〉に関してはごく軽く触れられていただけだ。確か、ディナエリーンが大して苦戦もせずに倒したという話だったか。

　あの時「みんなの財産」という水を向けても、エリヤは即そく座ざに肯こう定ていしなかった。つまり、彼は自分だけの知識を秘しているという事。

　当たり前だ──アンジェリッカにとっては当然の確信だった。

　戦士の技わざも、意い刃じん術じゆつも、個人に属ぞくしてそのまま他人に譲り渡したり共有させたりする事はできない。

　だから、実力を維持している限りは大切にされる。

　けれど知識は違ちがう。

　ひとりの人間が時間と情熱、更さらには資力を注いで手に入れた知識を、他の人間がそのまま利用できる。

　だったら、周囲から見捨てられないためには自分だけの手札を握りこんでおくしかない。

　このスケッチがエリヤの切り札だ。

　一〇〇冊以上の画帳があるという部屋に入りこむため、最初からエリヤに好かれるようアプローチした。だが、やはり本当に重要な資料はすぐ目につくようなところには存在していなかった。

　そこまでして隠いん匿とくするならこっそり部屋の中を探すしかないと思っていた矢先に、部屋の主が外出するという情報を得たのだ。

　この好機を見み逃のがすほど、アンジェリッカ・ルーベンジーベンは間ま抜ぬけではない。

「えっと……『基本構造が同じなら、攻撃肢の先端にある武器が重い分、動きが鈍にぶい？　むしろ反動を制御しづらいから隙すきが大きくなる』か。なるほどね、こういう本当に大事なポイントは報告書には書かないのよ」

「あの……お嬢様」

「何、ハンナ？」

「このような事をしても……本当にいいんでしょうか？」

　入室時の問いが、もう一度繰くり返される。

「いいか悪いかで言ったら、悪いに決まってるわよ。でも、あたしはもうとっくに決めてあるの！　こうするんだって！」

「勝手に部屋に入った事をエリヤ様に謝罪し、正面からきちんと全部を見せてほしいとお願いすれば……」

「他人には見せたくないから、他の記録とは分けてこんなところに隠してあるんでしょ！」

「ですが……」

　言いかけて、ハンナの声が止まる。

「どうしたの？」

　アンジェリッカの問いかけに、ハンナは無言で人差し指を口唇の前に立てた。

　不意に訪おとずれた静せい寂じやくの中、微かに足音が響く。

　誰だれかが、階段を上っているのだ。

「ど、どうしよう、ハンナ？」

　不安と恐慌でアンジェリッカはきょろきょろ視線を彷徨さまよわせる。この状じよう況きようで、主が帰宅したら言いい逃のがれのしようがない。

　元々狭せまく、置けるところには全部本棚が置かれているエリヤの部屋だ。ベッドの下も物入れになっているし、隠れる場所などひとつもない。もちろんドアもひとつだけ。窓から逃げようにも二階だ。

「落ち着いてください、お嬢様」

　ハンナがぎゅっとアンジェリッカを抱きしめる。震ふるえが、強引に抑おさえられる。

「大だい丈じよう夫ぶです。お嬢様は、わたくしがお守りいたしますから」

　ほとんど声帯を震わせない、息だけで囁ささやく声。

　ハンナの柔やわらかい胸と優やさしい腕が、アンジェリッカを包みこむ。

　叫びになって溢あふれ出しそうな声の潮が、静かに静かに退いていく。

　足音が階段から廊下に移り、敷しき板いたを軋ませながら少しずつ近づいてくる。

　部屋の前を──通り過ぎた。

　脱だつ力りよくし、崩れ落おちそうなアンジェリッカをそのままハンナが支える。

「ど……どうやら他ほかの部屋の人だったみたいね」

「そうですね。……ちょっと思い出してしまいました」

　ふ、とハンナの頬が緩む。

「何を？」

「あれは、お嬢様が六歳さいの時でしたか。家庭教師の方から逃げて、わたくしと一いつ緒しよに物置に隠れましたよね。あの時もわたくしがお嬢様を抱きしめて、ふたりで息を潜ひそめて……」

「あ、あれは……あの一度だけよ！」

　アンジェリッカにとっては屈くつ辱じよくの記憶だ。

　幼い頃ころから教えられた事をすぐ覚えるから褒ほめられて、褒められるのが嬉しいから勉強そのものが好きだった。

　ただ、六歳で初めて躓きを覚えた。忘れもしない、古文の読解だ。

　なかなか理解できない自分への家庭教師や両親の失望した視線が嫌いやで、つい勉強時間に逃げ出して遊び相手のハンナに泣きついてしまった。

　子供の考えなどあっさり見み抜ぬかれて、ハンナも一緒にさんざん叱しかられたのだけど。

　あの時のような悔しさは二度と味わいたくない。

　成長している。知ち恵えもついたし、心の強さも得た。危険な手段も、自分の判断と責任で実行できるくらい強したたかさを身に付けている。

　それに、ハンナだって助けてくれる。

「わたくしは、むしろ嬉しかったんです。お嬢様が辛つらい時に、頼っていただけた事が……」

「べ、別に……。あなたが遊び相手だったからってだけよ！」

　義務教育の初等学校には入ったばかりだったし、学校の授業など幼よう稚ちで退たい屈くつなだけだった。だから、クラスの友達とは遊びたいとは思わなかった。それよりは家での個人授業の方が楽しかったから。

　そんなアンジェリッカが家庭教師を恐おそれた時、頼れる相手はハンナしかいなかったのだ。

「そう言えば、眼鏡を買っていただいたのもあの後でしたか」

　その時の眼鏡をずっと使っている訳ではない。ハンナの成長に合わせて二度買かい換かえ、今のは三代目だ。

　最初のひとつは親にねだって買かい与あたえさせたが、ふたつ目はアンジェリッカがお小こ遣づかいを貯ためて購入したし、今のものは学舎に入った年の暮れに戮機スローターを狩って得た収入で賄まかなった。

「わたくしが絵を嗜たしなむと知ったお嬢様にせがまれて、似顔絵を描かせていただいたんでしたね。でも、ぼんやりとしか見えなかったので、鼻と鼻が触れてしまいそうなくらいに顔を寄せたら、お嬢様がお笑いになられて」

「だって、あの時のハンナの顔が面おも白しろかったんですもの。何だか、変な目つきになっちゃって……。本当に子供だったから、近視の人の不便さなんて知らなかったのよ」

「わたくしは、世の中というのは全ての人に薄うすぼんやりとしか見えていないものだと思っておりました。眼鏡のおかげで、本来はこんなにも鮮やかな形をしていると知る事ができたんです」

　愛いとし子ごを抱いて慈いつくしむような手つきで、ハンナは両手で眼鏡を外した。裸ら眼がんを細めて眼鏡そのものをじっと眺ながめ、もう一度顔へ戻もどす。

「そんな大げさな言い方しないでよ。恥はずかしくなるじゃないっ！　も、物音を聞かれたら危険よね。さっさと片付けて帰りましょう」

「……はい、お嬢様」

　元気を取り戻したアンジェリッカに答えるハンナの声は、どこか沈しずみ気味だった。
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　翌日、登校する時に不安がなかった訳ではない。

　心臓はまるで生まれたての雛ひなのように縮こまって震え、そっと指先で触ふれただけでもぴぃぴぃと大声で鳴きだしそうだ。

　それでもアンジェリッカは努めて平静を装よそおい、始業直前のタイミングを見計らって教室に入った。

　いつもより遅くしたのは、心構えをしてから先に来ているであろうエリヤに会いたかったから。

　現状修復には万全の気を遣つかったつもりだ。それでも、住み慣れた部屋に違い和わ感かんがあれば敏びん感かんに察知するかも知れない。

　先に教室に入り、いつ来るかも知れないエリヤを怯おびえながら待つよりも、自分がタイミングを取れる方をアンジェリッカは選んだのだ。

　緊きん張ちようを周囲に気取られないように、微び笑しようを浮かべつつ扉に手を掛かける。周囲に本心を隠すのはいつもの事だが、さすがに犯罪を働いた後では手の震えを抑えきれない。

　こんな時、ハンナが側にいてくれたら。

　意を決して、ドアを開ける。

「皆みなさん、おはようございますっ！」

「やあ」

「おはよう」

　朝の挨拶を返す級友たちの中に、エリヤの姿はなかった。まだ登校していないのか。皆の様子も、いつもと変わらない。

　ただ、ディナの表情が曇くもっているのだけが気になった。

　昨夜エリヤは彼女に会いに行ったはずだが、何かトラブルでもあったのだろうか。

　まあ、直接自分に関係ないなら気にする事もないか。

「アンジェちゃん、どう？　そろそろこっちにも慣れた？」

「は、はい！」

　ジーグが話しかけてきたのは、それこそ世間話というほどですらない軽い話題だ。ただ、いきなりだったのでどうしても声が強こわ張ばってしまう。

「ほら、アンジェちゃんっていつもエリヤとばっかり喋しやべってるからさぁ。確かに知士の勉強も大事だけど、せっかくだから術士としての意見交換とか技術交流とか、そういうのもいいんじゃないかって俺おれは思う訳よ」

　狩かりの際にアンジェリッカが披ひ露ろうした、収束率を高めて戮機スローターの装そう甲こうを貫かん通つうする手法を、あれから自分でも更に練習してみたとジーグは語った。

「やってみると、絞るのは案外簡単なんだけど、絞りこみながら出力そのものを上げるのがなかなか難しくてさぁ」

「何、そんなガキ相手にしてんだよ。お前、そういういかがわしい趣しゆ味みか？」

　机に頬杖を突いたまま混ぜっ返したのは、もちろんグレンゼルだ。

「そうじゃないって。あくまで学がく猟りよう生せいとしての修しゆ行ぎようだよ。どうせなら、俺はハンナさんの方がぐっと来るっていうか」

「そ、そういう理由であたしに近づくんですかっ？」

「あははは。冗じよう談だん冗じよう談だん」

　思わず飛とび退のきそうになったアンジェリッカに、ジーグは陽気に笑う。

「面白そうな話だね」

　ツェルギオも加わってきた。

「まあ、僕ぼくが今使っているのは意い刃じん術じゆつと剣の連係攻撃だから、即座に取り入れる必要はないが。あれは、火か炎えん以外ではあまり意味がない手法だろう？　電でん撃げきなら僕がやっているように一時的な機能障害を引き起こすためにも広く当てた方がいいし、衝しよう撃げきでも出力そのものを高めて相手の動きを崩したり間合いを広げたりして、戦士の活路を開く方が効果的だ」

「そりゃ俺たち術士が単独で戮機スローターと戦う事なんて、滅めつ多たにないですからね。でも、逆に言えば火炎で直接ダメージ出す使い方としては最適だし、覚えて損って事はないでしょ？」

「あたしも、コツとか教えてほしいな」

　それまで脇わきで聞いていたユーノもジーグの話に乗ってきた。クラスの術士の中では優等生で、応用力や器用さに優すぐれる少女だ。

「確かにいつもは戦士の人とパーティ組むけど途と中ちゆうではぐれたりとか、戮機スローターの数が多すぎる時だってあるかも知れないしね。あれってアンジェリッカさんが自分で考えたの？　それとも第一六学舎で流は行やっているとか？」

　他の術士どころか、戦士である級友も興味深そうな顔で集まってくる。話に乗のり遅おくれたくないのか。それとも皮肉のひとつでも言いたいのか、グレンゼルまでやってきた。

　ただ、やはりディナは薄暗い表情で頬杖を突いている。

「えっと……。別に難しい事じゃないですよ。普通の出力調整とやり方は一緒で……。すぐに覚えたジーグさんから話してもらった方が」

「いいじゃん。やっぱり本家本元からご教授いただいた方がありがたいしさ。人が考えた技を俺が偉えらそうに喋っちゃったらまずいでしょ？」

「そうそう。教えてよ、アンジェリッカちゃん」

「え、えっと……」

　親しげな態度と明るい表情に取り囲まれ、しかしアンジェリッカは毒虫に包囲され崖がけに追おい詰つめられたかのような恐きよう怖ふに囚とらわれていた。

　確かに大した技ではない。多少才能がある術士なら、見み様よう見み真ま似ねですぐどうにかできるような代しろ物ものだ。

　それでも他人に教えるのは嫌だ。天才少女と呼ばれた自分が独自に──必要に迫せまられて編み出した技法なのだから。

　コツさえわかればすぐに模も倣ほうできる技術だから、第一六ではなるべく他の術士には見せないようにしていた。ただ、ここでは「天才少女」を印象づけるために惜おしみなく使うと決めた。どうせ一か月しかいないのだから、と。

　自分にしかできない技、自分しか知らない情報が減っていくという事は、アンジェリッカ・ルーベンジーベンという人間の値打ちが低下していくのと同じだ。己おのれの価値を、盗まれているという事なのだ。

　奪うばわれる。

　失われる。

　このままでは、アンジェリッカ・ルーベンジーベンは──。

「……や……っ！」

　叫ぼうとした瞬しゆん間かん、予よ鈴れいが鳴った。

　それを助けに、どうにか口から溢れ出しそうな激情を留める。

「授業始まっちゃいますね。それじゃ、その話は今度にでも」

　笑え顔がおを作り、逃げるように着席したアンジェリッカの隣となりに、遅ち刻こく寸前で入室してきたエリヤが座すわる。

　元々血色の良い方ではないが、今朝は普ふ段だん以上に顔色が悪く、目の下にうっすら隈くまが浮かんでいる。目も充じゆう血けつ気味だから寝ね不ぶ足そくなのだろう。

　つまり、侵しん入にゆう者しやの存在に気づいたという事か。

「お、おはようございますっ！」

　急いで親しくなるという目的があったから、いつも朝は自分から声をかけていた。下手に習慣から外れた事をするとかえって疑われる。

　大丈夫だ。留守中に誰かが忍しのびこんだのに気づいたとしても、それがアンジェリッカたちである事まではわかるはずもない。

　いや、物色されたのが戮機スローターの極ごく秘ひ資料だから、動機がある人間は絞られるか。

　アンジェリッカは己の迂闊さに思い至った。

　いっそ痕跡が残らないような気き遣づかいなどせず、荒あらすだけ荒らして金目当ての犯行に見せかけた方がよかったか。いや、あの部屋には金目の物など何もなかった。単純な価格だけなら書物があるが、ただでさえ足が付きやすいしこの街では売りさばく当てもない。

　顔に、冷ひや汗あせが浮かんでくる。

　いけない。こんな事で緊張していては、ますます変だ。

　ひっこめ、汗。収まれ、呼吸。静まれ、鼓動。

　身体は、命は、心は、完全に思い通りになってくれない。

「あ、ああ……おはよう。その……ごめん。昨日は断っちゃって……」

　エリヤはアンジェリッカの方を見もせず、ぼそりと小声で答える。

　侵入者に対する怒いかりでも、姿の見えない犯罪者への恐怖でもない。彼から伝わってくる感情は、強い自責だった。

　何？　様子が変だけど、あたしが忍びこんだのには気づいてないの？

　握りつぶされそうだった心臓が、解放される。

　エリヤが苦しんでいる理由は不明だが、自分たちのやった事は発覚していない。何か別の悩みのせいで注意が逸それているのか。

　それなら、幸いだ。

　もう目的は果たしたも同然だし、これ以上第一七に留まればこちらの情報を開示しなければならなくなりそうだ。

　そう判断したアンジェリッカは、放課後即座に自治会長室に向かった。

　エリヤや、他のクラスメイトたちと顔を合わせたくないという理由もあるが。



「失礼します」

「どうぞ。お入りなさい」

　放課後の自治会長室、硬こう質しつで強いノックの音にフィオレッテは穏おだやかな声で応こたえた。

　音を立てない上品な動作で、しかし勢いよくドアを開けたのはこの学舎とは違う制服を着た小こ柄がらな少女──アンジェリッカだった。

「珍しいお客様ね。こちらにいらした時の手続き以来かしら？」

　他校からの研修受け入れというのは、ほとんど前例がない事だ。フィオレッテは一いつ般ぱん科だが、自治会の権限と責任は第一七再興学舎全体に及およぶ。第一六との折せつ衝しようや事務手続き、一時的編入の承しよう認にんなどは全て彼女が担当している。当然、アンジェリッカがハルクラインに着いてすぐに顔合わせをした。ただし、その時は本当に書類のやり取りと事務的な挨拶だけだったが。

「フィオレッテ・ヴェルヘンタール会長にお願いしたい事があります。当初の予定では一か月という事でしたけど、繰くり上あげて早めに第一六学舎に帰参します。各方面への連れん絡らくと手続きを取りはからってくれますね？」

　つかつかと執しつ務む机づくえに歩み寄り、アンジェリッカはひと息に己の要求を突きつけた。

「戻りたい、ではなくて、戻ります、ですのね。それはもう『お願い』ではありませんわよ。何かよほど急いで帰りたい理由でもおありかしら？」

　微笑しながら立ち上がったフィオレッテに、アンジェリッカの頬が僅わずかに上気する。

「一般科と機猟科の違いはあっても、会長という立場ですとそれなりに噂うわさって聞こえてきますのよ。あなたが、エリヤ君にまとわりついている事とか」

「それがどうかしたんですか？　あたしは、知士として学識を高めるために来たんです。あの人に師事するのは当然じゃないですか」

　僅かに声を上うわ擦ずらせるアンジェリッカの様子を、フィオレッテは笑えみを浮かべたまま見つめる。

「とにかく書類に承認をお願いします」

　事前に用意していた書類を受け取ったフィオレッテは、さっと目を通してからそれを引き出しに収めた。

「サインするだけでしょ！　すぐにこの場で……」

「まあ、そんなに焦あせらなくてもよろしいのではなくて？　せっかく遠くからいらしたのですし、わたくしも一度あなたとはゆっくりお話ししたいと思っていましたの。さ、お掛けになって」

　アンジェリッカに椅子を勧めつつ、フィオレッテは立ち上がって茶の支し度たくをする。

　不満顔で、それでもアンジェリッカはおとなしく腰こし掛かけた。

　フィオレッテの署名がなければ帰れない以上、不満があってもここは従うしかないと判断したらしい。

「さ、どうぞ」

「シェリカ産の茉莉花ジヤスミン茶ね」

　エストワルトではほとんど手に入らない舶はく来らい茶の品種を、アンジェリッカは湯気の香かおりだけで言い当てた。

「ハルクラインでは珍しいかも知れないけど、家じゃいつも嗜んでるわ。この程度じゃ、あたしは恐きよう縮しゆくなんかしないわよ」

　挑いどむような眼差しがフィオレッテに向けられる。

「別に、そういう意図はありませんわ。単に、大切なお客様だから精せい一いつ杯ぱいの上物をお出ししただけ」

　微笑ほほえみを崩さず、フィオレッテはカップの縁にくちづける。

　心ここ地ちよい甘やかな香かおりと、口に含ふくんだ時の深い苦みのコントラストが熱とともに身体に染しみ渡っていく。

　風味がよいだけでなく、心を落ち着けて平へい穏おんを保つ効能があるという触れ込みだったが、そちらの方は疑わしいとフィオレッテは思った。少なくとも、アンジェリッカには全く通用していないのだから。

「先ほどの続きですが、わざわざ研修にいらしたのに予定を一〇日以上も繰り上げて帰るのはどうしてかしら？」

　訊ねると、アンジェリッカの眉まゆ根ねが微かすかに寄る。

「重要な点は、もう教わったからです。貴重なスケッチの現物も見せてもらったし」

「わたくしが直に見た訳ではありませんけれど、エリヤ君の画帳は纏まとめた綴りが一〇〇冊以上もあるのでしょう？　彼がその山を学舎に持参したという話も聞こえて来ませんし、一度訪ねただけで全部読みきれるとも思えませんわ。見ただけで満足できるような観光旅行という訳でもないでしょうし」

「あたしだって知士です。全部見なくたって、要点だけ押おさえて説明してもらえれば充分よ。それに、あたしが教わった事を第一六学舎のみんなにも早く教えたいし……」

　飲みかけのカップをソーサーに置く。表情は平静を保とうとしているが、陶とう器きがぶつかる激しい音が、アンジェリッカの内心を雄ゆう弁べんに表現していた。

「あら？　向こうの級友とそんなに仲がよろしいなんて、知りませんでしたわ」

「何よ！　第一六の事は、そっちにはわからないでしょ」

「公式の事務文書の他に、手紙も添えられていましたのよ。エルンステッド君からの」

　第一六学舎の自治会長の名を挙げると、フィオレッテの顔色が変わった。

　再興学舎一般科の学生の中でも行政学を専せん攻こうする者は人の繋つながりを大切にする。人を治め、都市や国を営むという仕事において、能力と人ひと柄がらの両方で信しん頼らいできる人脈こそが大きな武器だからだ。

　各校の首席や自治会役員ともなると、学舎の枠わくを超こえて手紙のやり取りくらいはある。

　旧知の仲であるエルンステッドからは、アンジェリッカがわがままで扱いづらい事や、今回実じつ施しされた異例の研修の裏にはルーベンジーベン家のごり押しがあったらしい事など、用心すべき点が教えられていた。

「わたくしは、あなたの向上心──いえ、野心と言った方がいいかしら。それは評価いたします。昔のわたくしに、少し似ているようにも思えますし」

「あなたみたいな人に、あたしの気持ちはわかんないわよっ！」

　いきなりアンジェリッカが叫さけんだ。

　いい子の仮面と苛いら立だちの間で揺れたりしていない、あらゆる装飾も防ぼう壁へきも取り払はらった剥むき出しになった生の叫びだった。

「似てる？　どこが！　全然違うっ！　同じところなんかひとつもないわ！」

　テーブルを挟んで身を乗り出すアンジェリッカの怒ど声せいを、フィオレッテは平然と受け止める。その事が、ますますアンジェリッカの怒りに油を注ぐ。

「いいわよね、あなたは。最初からハンディを背せ負おっているから、他人が同情してくれる。人並みの事をしただけでも褒めてくれたでしょ？　頭を使うお勉強は、脚が不自由でも関係ないのに！」

　尖とがった言葉を投げつけられても、フィオレッテは否定しない。

　それは、一面の事実ではあるのだから。

　生まれつき片脚がないため、他人には当たり前にできる事が難しかったり、不可能だったりもした。蔑さげすまれたのも、軽かろんじられたのも──そして哀あわれまれたのも数え切れない。

　アンジェリッカは無関係と言ったが、例えば初等学校に通うだけでも同級生よりも余計に時間も体力も費やした。日々の、当たり前の営みで少しずつ余分のコストを払わざるを得ない。今でこそ長年の訓練のおかげで普通の徒歩なら他人に遅れない程度の速度を出せるようになったが、いざという時に走ったりするのは不可能だ。

　損失と利得を数字で計算できるのであれば、圧あつ倒とう的てきな赤字だろう。

　しかし、この脚ゆえに知る事ができた他人の優しさもある。今の世の中の至らなさも、普通の人間よりも早く実感できた。

　だからこそフィオレッテは、国を動かす行政の道を選んだのだ。

「天才少女としては、ハンディキャップを持つわたくしに同情されたりするのはご不満かしら？」

「天才少女？　みんなそう言うのよ、天才少女。天才少女！　天才少女っ!!　けど、気づいてる？　人間は、育つのよ！」

　立ち上がったアンジェリッカが、フィオレッテを見下ろす。

「あなたの成績は存じ上げてますわ。書類に書かれていましたから」

　フィオレッテの静かな言葉に、アンジェリッカの顔が怒りと羞しゆう恥ちに歪ゆがんだ。

　例外的な若じやく年ねんで術士として認められて再興学舎に入学したアンジェリッカは、一般教養科目で学年トップクラスの成績を収め続けている。

　しかし、学がく猟りよう生せいとしては必ずしも最上という訳ではない。

　戮機スローターの撃げき破は数をカウントする方式では、どうしても戦士が主で術士が従という数値になる傾けい向こうがある。それを措おいても、アンジェリッカの実績は初年度は第一六再興学舎同学年中術士の中で二位。

　術士の中でさえ首席ではない。

　そして、二年度は第三位。今年度上半期では五位にまで落ちている。

　撃破した数をそのまま見れば、アンジェリッカの能力が落ちている訳ではない。毎年、着実にスコアを伸ばしている。ただ、他の生徒に伸び率りつで劣おとっているのだ。

　確かに、水準以上ではある。

　しかし天才少女という華はな々ばなしい異名から想像できるほどの戦果かと問われれば、それは否だ。

「じゃあ、あたしの事を知ってて──それで嗤わらってるのね？」

「別に嘲ちよう笑しようなんてしておりません。言ったでしょう？　あなたの向上心を評価していると。術士として伸び悩なやんでいるから、他の突とつ破ぱ口こうを求めて知士という道を選んだ。そして、その地歩を固めるためには使用人を同行させて自分には無理な記録画を描えがかせる。親のコネを使ってでもエリヤ君のところに会いに来る──そんな事をすれば、第一六に戻った後で今まで以上に陰かげ口ぐちを叩たたかれるのくらい承知の上でしょ？　そういうなりふり構わないところを、尊敬するし共感もすると、素す直なおに言っていますのよ。わたくしも、本当に必要であれば手段は選びませんから」

「……見み透すかした言い方はしないで」

　フィオレッテの指し摘てきを受けてアンジェリッカは腰こしを椅子に戻した。

　まだ表情は不ふ機き嫌げんのままだが、ここまで見切っている相手に真まっ直すぐな怒りをぶつけても無駄だと悟さとったようだ。

「あたしは、他の誰よりも早く一人前になったわ。でもね、人間の一生って、子供時代の方が短いの！　このままだとあたしは、かつて天才少女だった凡ぼん人じん、昔は凄すごい子供だった人間として二〇年も三〇年も生きていかなくちゃいけない！　誰よりも早く一流になったけれど、凡ぼん百ぴやくの一流の中に埋うもれる。そして誰もがこんな風に口にするのよ」

　立ち上がり、両手を広げて芝しば居いがかった口調で吐き捨すてる。

「アンジェリッカ・ルーベンジーベン？　ああ、昔そんなのがいたね。天才とか言われてて。え、今も現げん役えきなのか？　全然噂を聞かないから、とっくの昔にどこかで死んでたかと思ってたよ。ああ、俺は知ってるよ。昔はすごかったらしいけどね。今じゃ平へい凡ぼんなどこにでもいるただの術士さ──ってね」

　ルーベンジーベン家の事はフィオレッテだって知っている。

　アンジェリッカは長子ではない。上に、兄と姉がひとりずつ存在している。順当に行けば商家としての家か業ぎようを継ぐのは長男。アンジェリッカがルーベンジーベンの家名を背負いたいのなら、戮機猟士スローター・イエーガーになるしかない。

　幼い頃から天才術士と称しようされていたのだから彼女自身その事に何の疑問も抱いていなかったはずだし、並の一流としてなら今のままでも──たったの一三歳で充分に通用する。

　けれど、アンジェリッカは聡そう明めいだからこそ「天才少女の末路」まで鮮せん明めいにイメージしてしまう。

　彼女が天てん賦ぷの才に甘あまえて努力を怠おこたったなどとは考えない。意い刃じん術じゆつの発現はセンスの問題としても、一般科目の試験で上位を維い持じし続けるのは容易な事ではない。

　それに噂に聞くアンジェリッカ独自の、収束率を高めた意い刃じん術じゆつ。

　戦士の支し援えんとしてではなく、彼女自身が撃破数を稼かせぐために考え抜いた技なのだろう。

　そこまで磨みがき、積み重ねてもなお、アンジェリッカは伸び悩んでいるのだ。

「まだ希少価値のある知士になれば、意い刃じん術じゆつの力が頭打ちでも他の猟士イエーガーや学がく猟りよう生せいの上に行ける──そう考えるのは賢けん明めいと言えますわね。再興庁としても、必要な人材ですし」

　アンジェリッカが教室で言ったような理由は、ただの建前だとフィオレッテは見抜いていた。

　術士として伸び悩み突破口を見いだせない彼女にとって、エリヤに与えられた知士という肩書きは大きなチャンスに見えただろう。

　まだ該がい当とう者しやはふたりだけだが、従来の戦士や術士とは異なる立場。単に自分で戦うだけでなく他の猟士イエーガーたちを指揮する立場にもなり得るし、今ならまだ競争相手も少ない。しかもルーベンジーベン家が蔵する過去の資料も、自分なら活用できる。

「そうでしょ、だからあたしは──」

「ですけど」

　相手が言いかけた言葉を、フィオレッテが遮る。

　既すでに微笑は浮かんでいない。

「そのために、エリヤ君が隠していた何かの資料を盗ぬすむとか、そういう事をなさってもあなたのためにはならないのではなくて？」

「な……」

　アンジェリッカは、顔色を隠しきれなかった。

　フィオレッテにしても証しよう拠こを持っている訳ではない。

　手段を選ばないアンジェリッカが研修の日程を繰り上げたがるという事は、第一六に帰りたくないという圧力以上にハルクライン市から去りたい理由の方が強固だという事だ。

　ならば、簡単に成り立ってしまうのだ。

　必要なものを不正な方法で入手したという推理が。

「一般科目の成績がいいあなたなら理解できるでしょう？　きちんと身に付けていない、丸暗記しただけの知識などただの情報に過ぎませんわ。絵に描いた剣と同じ。敵と戦うための刃にはならない」

「そんなの……余よ裕ゆうのある人間の綺き麗れい事ごとよ！」

　うつむきながら絞しぼり出した叫びが、フィオレッテの推測を肯定してしまった。

「あたしは、一日でも早く一人前の──ううん、最高の知士にならなきゃいけないの！　どんな手を使ってでも！　まだ天才少女でいるうちに……元天才少女に落ちぶれてしまう前に！」

　顔を上げて、爪つめが食いこむほどに強く拳こぶしを握にぎり、柔らかな髪を振ふり乱みだす。リボンが激しく揺れる。

「じっくり時間をかけて努力する暇ひまなんかないの！　努力しても報むくわれないかも知れない。この三年、一いつ所しよ懸けん命めい頑がん張ばっても意い刃じん術じゆつでいちばんになれなかったみたいに！　だから、あたしはどんな手段だって使うわ。無駄な努力より手っ取り早い方法があったなら、ためらいなくそっちを選ぶ！　禁じられた近道を突っ切きる！　それとも頑がん張ばれば必ず報われるとか、努力が尊いとか、そういう生なま温ぬるい寝ね言ごとであたしを言い負かすつもり？」

「もちろん、実を結ばなかった努力は無意味ですわよ」

「え……？」

　違う説教を予想していたのだろう。

　フィオレッテの言葉に、アンジェリッカが目を見開く。

「それでも、わたしたちの社会は『努力は尊い』と訴うつたえ続けますの。いいえ、嘘うそをつき続けなければいけません」

「……何のために……？」

「努力する人間を確保するため、ですわ」

　口唇は微笑のまま、しかし一いつ切さいの感情をぬぐい去った漂ひよう白はくされた眼差しで、フィオレッテはアンジェリッカに告げた。

「これを、どう思います？」

　カップをソーサーに置き、フィオレッテは人差し指でとんとんとクッキーの器を叩いた。

「これって……ただのお菓か子しでしょ？」

「そう。普通に小麦を粉にして、砂糖で味を、肉につ桂けいで香りを付けて焼き上げただけのありふれたお菓子。でも、わたくしたちがこれを食べられるというのは、奇き蹟せきだとは思いませんこと？」

「何よ！　そういう謎なぞかけみたいな、自分だけが物事をわかってるみたいな言い方はやめてよ！　馬ば鹿かにしてるの？」

「お菓子だけではありませんわ。わたくしたちはいつもパンを食べています。あれもクッキーと同じで、小麦粉を焼いたもの。けれども、ご存じかしら？　小麦というのは生だと絶対に消化できませんのよ。熱を加えないと、食べても決して栄養にはならない植物ですの」

　よく考えてみれば不思議な話だ。

　果実などと違ってわざわざ加工しなければならない作物が、普通の人々の日常を支えているのだから。

「お茶だってそう。栄養という事では、大して価値のある植物ではありませんわね。けれど、誰かがこの葉を干し、適度に熟成させ、お湯で煎せんじるという味わい方を見つけてくれたおかげで、今のわたしたちは豊かな暮らしを送っています」

　謎めいた言葉に混乱し、アンジェリッカは座り直した。小さな両手が既に冷めたカップを包みこむ。

「ずっと昔、名前もわからないどなたかが試みたのでしょうね。誰もが口にする甘い果実ではなく、得体の知れない植物を食べてみよう、と。恐らくそれは、果実の奪い合あいからこぼれ落ちた敗残者。麦という当たり籤くじの陰かげには何百人もの犠ぎ牲せい者しやがいらした事でしょう。毒の草を食はんで悶もだえ苦しんだ人や、栄養にならないものを強ごう引いんに口に詰めこんで飢うえ、やつれて死んでいった人たちが」

　全ての植物が麦のように、粉にして水で捏こね、加熱すれば食用になるのではない。煮にても焼いても食べられないものはいくらでも存在するし、中には加熱で変性し、毒になるものさえある。牛や馬は平気で食しても人間には消化不能なものもあれば、その逆も珍めずらしくない。

　結局のところ、何をどうすれば人間の食料になるかは人間自身が試ためすしかなく、現在の日常はその膨ぼう大だいな挑ちよう戦せんによって積み重ねられた知識の上に成り立っている。

「ほ、ほら！　大半の人間は、無む茶ちやな事をやったって失敗するのよ！」

















「けど、失敗する危険の方が大きいからといって、誰もが安全が確認されているわかりきった成功を奪い合っているだけでしたら、人間の進歩はなかったでしょうね。それどころか、病気や害虫でその果樹が枯かれたら皆で仲良く滅ほろぶしかありませんでした。手の届く範はん囲でいちばん熟れた果実や広く快適な洞どう窟くつを奪い合い、それを手に入れた者を成功者と呼ぶのなら、わたくしたちはこのパンを食べる事も、屋根のある家に住む事もなかったでしょう」

　あるひとつの状況への最適化を極めるのは、変動に対処する力を失うのと同義だ。

　フィオレッテは、その一例をデュバーレイ砦とりでで目まの当あたりにしてる。

　大戦シビル・ウオー以降、猟士イエーガーの装備や戦法は既き存そんの戮機スローターに完かん璧ぺきに対応し、進化してきた。刺さし貫つらぬく攻こう撃げきを防ぐために鎖くさり帷子かたびらを避さけ、手足の先端を厚く固めた鎧よろい。敵の装甲の薄うすい部分を鋭するどく刺し貫き、切り裂さくべく磨かれてきたスピード重視の剣けん技ぎ。

　それらは、異なる思想で組み上げられた新種の戮機スローターの前には通用しなかった。

　全く私的に戮機スローターの研究を続け、過去の類例を記憶するだけではなく、構造そのものを読み解けるエリヤ。今どきの主流派とはほど遠いが、それ故ゆえに破は壊かい力りよくに優れた大剣を振るうディナ。

　あのふたりがいなければ、フィオレッテは間ま違ちがいなく砦で落命していた。

「前例のない挑戦の大半は失敗に終わります。ですが、未知に挑む人がいなければわたくしたちの社会は発展しませんし、状況の急変に対応できずに脆もろいまま。だからといって、多分無駄に終わるだろうけど挑戦しなさい──そう言われたからといって危険に挑み、努力する方がいると思います？」

　アンジェリッカは答えられない。

　誰だって惨みじめな敗残者になるより、成功を手にしたい。避けられる徒労は回かい避ひしたい。

　彼女自身、一定の勝算があると判断したからこそ知士になったのだ。

　誰も足を踏ふみ入いれていない荒こう野やではない。しかし、競争者が少なそうな手て薄うすな場所だったから。

「言うまでもありませんけど全ての努力が報われる、あらゆる挑戦が成功するなんて宣伝しても無意味ですわね。それが嘘だという事は、子供でも少し経験すればわかってしまう事ですもの。故にわたくしたちの社会は努力そのもの、挑戦それ自体が尊いという裏付けのない価値観を──物語を必要としているのではないかしら」

「あなたは……フィオレッテ・ヴェルヘンタールは……その物語を信じているの？」

　アンジェリッカの視線が微かに下がった。

　テーブルに遮られてはいるが、明らかにフィオレッテの存在しない片かた脚あしを見つめている。

「信じてなどおりませんわ。努力が報われると信じていないから、わたくしはそれを物語と呼びますの」

　あっさり答える。

「でも信じていないのと、利用しないのは別の話ですわ。努力が必ず報われるなんて嘘だからといって、甘いとわかっている果実をもぎ取る事を誇ほこるような賢かしこさだけでは、わたくしは生きていけませんもの」

　既存の常識や効率のみが判断基準になる世界では、フィオレッテは生まれ落ちてすぐ排はい斥せきされるだけ。マイナスを刻印されて生まれてきた赤子をわざわざ育てるのは効率の悪いやり方。無駄な食料を与えず、育てる時間も惜しみ、最初から「存在してなかったもの」として処理するのが、最も賢いやり方という事になるのだから。

「わたくしは、いちばん大きな果実をもぎ取って貪むさぼるより、まだ誰も知らないものが食べられる事を発見する人間になりたい。もし、わたくしがその途中で毒に当たって力ちか尽らつきても、次の誰かに避けるべき物をひとつ示す指標にはなれますものね」

　まっすぐにアンジェリッカを見つめ、フィオレッテは言い放った。

　女性の立法府議員は少ないながら存在するが行政職は珍しいし、フィオレッテが目標としている国政の中ちゆう枢すうでは前例がない。そして、片脚がない大臣や次官も。

　国政を動かすという目標が叶かなうか否いなか、それはまだ誰も触れられない不確実な未来だ。だが、とりあえず再興学舎の自治会長にはなった。女で、生まれつきの障害を背負っていても、実力があればここまではたどり着ける。

　既にそれは実証された先例になった。

　フィオレッテがここで力尽きたら、一〇〇人のうち九九人はそれが限界だったと判断するだろう。やはり無理だったのだ、行き止まりだ、天てん井じようだと。

　それでも、残りのひとりでいい。

　あそこまでは、確実に行けるのだ──そう解かい釈しやくしてくれれば。

　自分なら更に先へと行けるかもしれない──そんな希望を抱いてくれれば。

　それだけで、たとえ歴史に名前が刻まれなくてもフィオレッテ・ヴェルヘンタールという人間が生きた価値がある。

「……あたしはあなたみたいなご立派な人間じゃないの！　歴史だとか、人間全部とか、普通はそんな事まで考えたりしないわよ！」

「普通？」

　フィオレッテが繰り返かえした一語が、アンジェリッカの中心に突き刺さる。

　小さな顔がこれまでにないほど真っ赤に染まっている。絶命しそうな恥ち辱じよくと屈辱を感じているのは明らかだった。

　こんな時だけ、自分を「普通」という安全地帯へ逃がそうとした事で。

「普通でない挑戦を成功させるのは、困難だと知りつつ挑む人間と──もう一種類いますわね」

「……何よ？」

　微び妙みように話題をずらした意図を感じ取ったのだろう。アンジェリッカの頬から、朱しゆが退いていく。

「自分がやっている事が困難な挑戦だという事を最初から知らない、普ふ通つうという言葉とはそもそも無む縁えんの人間ですわ」

　フィオレッテの脳のう裏りに浮うかんだのは、ふたりの友の顔。

「あなたが、何をどうやって手に入れたか──その事について、わたくしから公にするような事はありません。被ひ害がい届とどけが出ている訳でも、証拠がある訳でもありませんものね。ただし、さきほどお預かりした書類は事務手続きに……そうですわね、六日か七日くらいかかる事にいたしましょうか」

「しましょうかって……目を通してサインするだけでしょ！　今すぐに手続きしてよ」

「言ったでしょう。わたくしは、目的のためには手段を選ばない人間ですのよ」

　さすがに完全に握りつぶしたりすれば大事になって責任も追つい及きゆうされるだろうが、書類を適切に処理せずに事務処理を滞とどこおらせるというようなちょっとした不正なんていうのは、権限を持っている人間にとってはありふれた「手段」だ。

「安心なさって。ちゃんと七日後には研修が完かん了りようするようにして差し上げますから。その七日をどう過ごすかは、あなた次し第だいですわよ。アンジェ」

　目の前の少女を、親しみの籠こもった愛あい称しようで呼ぶ。

「わたしは、将来国を動かす人間になりますわ」

　なりたいでも、なるつもりでもなく、慎しん重ちように選んだ言葉を告げる。

　それは予測ではない。願望でもない。

　単純にして強きよう靱じんな、決意。

「その時に国を保ち、民を守り、発展させていくために有能な人材はいくらでも必要になりますわ。アンジェリッカ・ルーベンジーベンという優れた才能が『天才』という肩書きを維持するためだけに浪ろう費ひされるのは、わたしくにとっても許し難がたい損失ですの」

「あ……あなた、馬鹿……？」

　アンジェリッカが浮かべた表情は、怒りでも驚きよう愕がくでもない。

　彼かの女じよは、呆あきれていた。










　　　第五章　　彼が見ていたもの





　アンジェリッカが予定を繰り上げて近いうちに第一六学舎に帰ると発表された翌日には、ツェルギオは狩りの計画を纏めていた。それも通例通り校内の掲けい示じ板ばんに募ぼ集しゆうの張り紙をするのではなく、予あらかじめ選んだメンバーを集めて発表するという形で。

　つまり、ツェルギオ本人の他はディナとエリヤ、そしてアンジェリッカの三人だ。

　着席しているツェルギオの右手からディナ、アンジェリッカ、エリヤという並びで机を囲んでいる。

　やはり、この並びが自然だ──声には出さず、ツェルギオは己の正しさを確認する。

　ディナは自分の隣に座り、エリヤとは距きよ離りを置いている。それに、さっきから彼女の視線が向いているのはこちらの方。ツェルギオを見るというよりは、他のふたりから視線を逸らしているようにも思えるが、きっと気のせいだ。

　ディナだって、真正面から僕の顔を見つめるのはさすがに照れるだろうし。

　そんな事を考えながら、ツェルギオは具体的な話を進める。

「アンジェが第一六学舎に帰き還かんするなら、その前にもう一度やっておいた方がいいだろう？　確かにエリヤ君が集めた資料は貴重だけど、自分で実際に対たい峙じして初めて理解できる事もある。特に、僕やアンジェのように知士であり、同時に戦士や術士でもある学がく猟りよう生せいにとってはね」

　日程の余裕もないし、さほど遠出もできない。だからごく少数の選ばれた顔ぶれだけで行う。ただし、ありふれた機種しか現れないのであればアンジェにとっては時間の無む駄だになってしまう。

「だから、このあたりがいいんじゃないかと思うんだ」

　ハルクライン周辺の地図を広げ、ツェルギオが指し示したのは市の北西にある小さな森だった。距離そのものは市から二時間弱で前回の場所よりも近いが、街かい道どうから大きく逸れた位置だ。西にはもっと手て頃ごろな森があるので伐ばつ採さい地ちとしての需じゆ要ようもない。

　市が建設された後は戮機スローターが現れる事もほとんどなく狩かり場ばにもなっていなかったのだが、デュバーレイ砦の一件以降、定期巡じゆん回かいの際に何度か新型の目撃報告がある。

　人間側が軽視しているうちに戮機スローターが隠れ場ば所しよとして利用しているのではないかと推測されており、本格的な調査と駆く除じよが検討されている場所でもある。

「念のために一般市民は近寄らないように警告されているけど、学がく猟りよう生せいが狩りに入るのは自由だ。市当局の前に、僕たちが下調べというのもいいだろう？　もちろん、この人数で手こずるほどの敵がいるとわかったら、無理をしないで速すみやかに撤てつ退たいする。いいね？」

「大丈夫ですよ。新型とか出てきても、あたしたちでやっつけちゃえばいいんです！」

　アンジェリッカが身を乗り出す。

　必要以上に逸はやっているようにも感じられるほど、元気のいい声だった。

「はは。勇ましいね。もちろん、勇気ややる気も大切だよ。だけど、生せい還かんする事はそれ以上に重要だ。特に、知士はね。僕らが戮機スローターの情報を持ち帰る事が、他の学がく猟りよう生せいや猟士イエーガーの生存率を高め、より長期的な対策の礎いしずえにもなるんだ。な、エリヤ君？」

「う、うん……」

　エリヤの肯定は歯切れが悪かったが、こういう口調はいつもの事だ。

　既に世間から高い評価を受けているのだからもっと堂々としても良さそうなものだけれど、長年で培つちかった性格というのは容易に改まるものではないのだろう。

　ディナの心配をなくすためにも、彼がもう一ひと皮かわ剥むけてほしいところだ。

　いつも自分に付き従ってくれるグレンゼルとジーグを参加させないのは小編成の身軽さだけではなく、人数を減らす事でエリヤの自覚と成長を促うながすためでもある。もちろん、グレンゼルとアンジェリッカの仲が険悪だという事や、ハンナが同行すればジーグの注意力が散さん漫まんになりそうだという判断もあるが。

　こういう気配りも、人の上に立つ人間の領分だ。

「知士が三人参加して、もし全ぜん滅めつなんかしたら大きすぎる損失だよ。もちろん、僕とディナがいてそんな失態はあり得ないと言いたいけど」

「あたしも、いますよ」

「ああ、失礼。天才少女を無視した訳じゃないんだ」

　口唇くちびるを尖らせるアンジェリッカに、軽く頭を下げる。

　術士としての彼女の能力は、紛れもなく一流だと、ツェルギオは評価している。

　ただし、一流でしかない。

　ディナの剣は紛れもなく、単なる一流などという言葉で言い表せる水準ではない。一流を超ちよう越えつするものだ。一対一での試合は言うまでもなく、戮機スローターと戦うという一点においてはツェルギオを確実に上回る。

　砦の戦い以来、それを実感したからこそツェルギオは自分なりに技を磨いたのだ。ディナに追いついたとまで驕おごる気はないが、こちらも並の一流というレベルに安住していないという自負もある。

　それに比べて、アンジェの意い刃じん術じゆつは巧うまいのは間違いないものの凄みを感じないのだ。

　まあ、今それを指摘する必要はないだろう。

　まだ一三歳だ。やはり天才と呼ばれた自分も、その歳では戮機スローターの破は壊かいにはほど遠い蝋ろう燭そく程度の炎ほのおが出せるだけだった。もちろん、剣けん術じゆつの方に力を入れていたからではあるが。

　アンジェは、これから才能を伸ばしていけばいい。早く人並みになったという事は、それ以上になるための時間を長く持てるという事なのだから。

「じゃ、今度の休日──明後日だね。夜明け頃に市の北門に集合しよう。言うまでもないが、遅刻なんかしないでくれよ」

「はいっ！」

　冗じよう談だんめかした念ねん押おしに、元気よく答えたのはアンジェリッカだけ。

　エリヤはいつもの通り──いや、いつも以上に沈んだ態度で小さく頷うなずいただけだし、心ここにあらずという風のディナが「ああ」とだけ答えたのが、ツェルギオには不安だった。

　彼女も、考える事が多くて大変なのだろう。当日はこの僕がしっかりフォローし、ディナの速やかな決断を促すよう頑張らなければ。



　変わらぬ授業と稽けい古この日が過ぎ、何もないまま狩りの当日がやってきた。

　まず、ディナ自身は予定や約束を違えるのを極きよく端たんに嫌きらう。ツェルギオは手て抜ぬかりとは縁の薄い人間だし、アンジェリッカもちゃんと時間通りに現れた。例によってハンナを同行させている。

　ただ、既に日が昇のぼりきっているのにエリヤの姿がない。

　ディナの知る限り、彼かれが狩りの待ち合わせに遅れた事などなかった。かつては戦力外の雑用係だったから、他人の不興を買わないようむしろ予定よりも早めに来ているのが常だったのだ。

　その彼が、まだ現れていない。

「どうする？　いつまでも彼を待っているのも時間の無駄だろう」

「し、仕方ないから置いて行くしかないでしょ？」

　ツェルギオの言葉に、アンジェリッカが少し焦ったような早口で答える。

　いや、約束通りエリヤを待とう──いつもなら自然に出るはずの言葉が、いがらっぽくディナの喉のどに引っかかって止まる。

　教室のように周りに人目が溢れている場所ならともかく、人の少ない場所で彼と一緒にいたら冷静でいられる自信がない。

　学校では何度も顔を合わせているのに、あの夜の事は謝あやまれないままだ。

　エリヤも、自分を許すつもりはないのだろう。意を決して話しかけようとしても、向こうが避けている。当然だろう。こちらがエリヤの誠意や思いやりを踏みにじるような事を口にしたのだ。拒きよ絶ぜつされても当然だ。

　それでも本当に心から反省しているのなら万ばん難なんを排はいしてでも面会し、真正面から頭を下げるべきなのだ。

　それなのに向こうがこちらを回避しているという現状に甘えて、今までずるずる来てしまった。

　おかしい。異常だ。

　こんなのは、ディナエリーン・プリス・ヒュンゲンバウムのあり方ではない。

　いくら頭の中で責め、己を否定しても事実は変わらない。

　今ここにエリヤがいない事に、微かな安あん堵どを覚えているという事実は。

「……ディナ！」

「え？」

　肩かたを叩かれた事で、ツェルギオがずっと自分に呼びかけていた事を認にん識しきする。

「困るな。これから狩りだっていうのに、そんな調子じゃ。君さえよければ、エリヤ君抜きで出発したい。いいかな？」

「あ、ああ。そうだな。約束に間に合わないのなら仕方がないな……」

「それで、アンジェにお願いがあるんだ」

　ディナの肩に手を置いたまま、ツェルギオは首だけを巡めぐらせる。

「何です？」

「ハンナ君に、ちょっと用事をお願いしたい。僕たち三人で出発するから、彼女にはエリヤ君の様子を確かめてきて欲ほしいんだ。彼の住まいは、知っているかな？」

「はい。アンジェリッカ様と一緒にお伺うかがいした事がありますので。……一度だけですが」

　思い出したように、最後のひと言が付け加えられる。

「うん。じゃあ、任せてもいいね。真面目まじめが取り柄えの彼が欠席や遅刻なんて珍しい事だ。忘れてたり急用ができた程度ならいいが、もし急病とかなら大変だからね。何しろひとり暮らしだ」

　ディナは、また己の愚おろかさに打ちひしがれる。

　ツェルギオが言った通りだ。真っ先に彼の心配をするべきなのに、あの夜以来同じ事をぐるぐる考えるだけだ。

「でも、ハンナが一緒じゃないとあたし……」

「大丈夫だよ。今日は僕とディナが一緒なんだしね。できれば日が高くなる前に本題を始めたいし。部品のサイズを測定するのも、教えてくれれば手伝おう。僕にとってもアンジェ君のやり方を経験するのはいい機会だ」

　本当にエリヤが急病などで動けないようなら、ハンナが医者に連れて行くなり適切な処理をする。深刻な事情がないならそれを確認した上で、エリヤ本人が希望したら彼と一緒に、そうでなければハンナひとりで先行しているツェルギオたち三人と合流する。

「今回の狩り場ばは街から近い穴場だし、森自体はさほど広くない。移動ルートも予め想定してあるから、後から合流するのも難しくはないだろう。もちろん、ハンナ君が危険だと判断したら、深入りしないで街で待機していて構わない。やはり単独行動は危ないからね」

「お嬢じよう様さま、いかがいたしましょうか？　わたくしとしては、ツェルギオ様の仰おつしやる事はもっともだと思うのですが……」

「そ、そうね……。でも、できれば早く戻ってきて。あなたがいないと、やっぱりデータ取りに手間取っちゃうから」

「はい、心得ております。では」

　しっかりとした足取りで歩いていくハンナの背中を見ていると、ツェルギオがパンと手を叩いた。

「さあ、僕たちも出発しようじゃないか。予定より遅れているからね」

　必要以上に明るい声も、ディナの胸の雲を晴らしてはくれなかった。



　約束の時間はとっくに過ぎている。

　しかし、エリヤはベッドの上でうずくまっていた。己の身体を束そく縛ばくするかのように、土中の幼虫めいた姿勢で手足を縮こまらせている。

　ツェルギオに誘さそわれた時は、むしろ好機だと思った。これをきっかけに落ち着いてディナと話せる。あの晩の事を謝れるんじゃないかと。

　それなのに、いざ当日になると身体が動かない。

　心の上うわ澄ずみではなく、重く沈んだ部分がディナに会うのを拒絶している。それを取り除こうと手を差し入れれば、全体がかき混ぜられて真っ黒に濁にごってしまう。

　きっともうみんなは出発しただろうか。

　同じ学舎の生徒である以上いつまでも逃げ続ける事などできないのに、目の前の難題から目を逸らすしかできない。

　その時、不意にドアをノックする音が響ひびいた。

　心臓と一緒に、全身が強く震ふるえる。

「エリヤ様、いらっしゃいますか？」

　訪ねる声は、ハンナのものだった。

　気配や足音から判断するとひとりだけ。アンジェリッカが狩りに行くなら彼女も同行するはずだ。それなのに、どうしてここを訪ねて来たのか。

　好こう奇き心しんはあるが、それ以上に関かかわりたくないという気持ちが強い。

　大丈夫だ。居留守を通せばいい。鍵かぎは掛けているのだから。

　声を出さず、ここでじっとうずくまっていれば。

「息が聞こえております。わたくし視力に難がある分、耳には自信があるんです。ツェルギオ様からも頼たのまれている事ですので、いささか不ぶ躾しつけなやり方で失礼いたします」

　宣言と同時に、何やら物音が聞こえてきた。

　そして、大した時間もなくドアが開いた。

「わっ！」

　思いがけない侵入者に、エリヤは被かぶっていた布団ふとんをはね除のけベッドから飛び起きた。

「ハ、ハンナさん？　どうして？」

　しかも、エリヤは寝ね間ま着き姿だ。

「申し訳ありません。こちらのお部屋の鍵は簡便なものでしたので、勝手に開けさせていただきました。差し出がましいようですが、もう少し頑がん丈じような品に交換した方がよろしいかと愚ぐ考こういたします」

　あくまで真顔で、しっかりと背を伸のばしたままハンナは小さく頭を下げる。確かに彼女の手には曲がった針金が握られていた。

「ア、アンジェリッカさんは？　一緒じゃないよね？」

　毛布を手元に引き寄せ、身体を隠かくしながら訊たずねる。

「お嬢様は予定通り、ツェルギオ様ディナエリーン様と一緒に戮機スローター狩りに出発致いたしました。わたくしは、エリヤ様の様子を確かめてくるようにと。特に身体のお具合など悪いようにも見えませんね」

　針金をポケットにしまい、眼鏡の位置を整えながらハンナが断言する。

　寝間着のまま寝ね床どこに潜もぐっていたが、いきなり飛び起きて応対してしまったのだ。頭痛や腹痛と言っても通じそうにない。

「え、えっと……」

　だけど、やはりディナと顔を合わせるのは辛つらい。こんな気持ちのまま参加しても、判断ミスを重ねてしまう気がする。

　あの川辺で〈モンスター〉と最初に戦った時の記き憶おくが甦よみがえる。

　エリヤが戮機スローターの性質や性能を読み誤れば、真っ先に危険にさらされるのはエリヤ自身ではなく彼を信じてくれるディナなのだ。

「エリヤ様」

　逡しゆん巡じゆんしていると、不意にハンナが名前を呼ぶ。

　真っ直ぐにエリヤを見つめる表情は、さっきまでの彼女とは違う。

　真しん剣けん──というよりは切せつ羽ぱ詰つまった顔だ。

「本来、わたくしはこの事をお話しする権限も資格もないのかも知れません。ですが、こうしてお嬢じよう様さま抜ぬきのふたりだけでお会いできたのは千せん載ざい一いち遇ぐうの機。どうしても、お伝えしなければ……いいえ。打ち明けて許しを請こわなくてはならない事があるのです」

　レンズ越ごしの眼まな差ざしには、エリヤに拒きよ否ひを許さない強い力と──悲しみが籠もっていた。



「ディナ、ちょっと速いんじゃないか？」

「す、すまない」

　ツェルギオに注意され、ディナは歩くスピードを落とした。

　三人という編成なので、必然的に接近戦能力のないアンジェリッカを中に置き、前後をディナとツェルギオが固めるという隊列になる。人数に余裕がある時は自ら率そつ先せんして先頭に立つツェルギオだが、今日はリーダーとして最さい後こう尾びから全体を把は握あくしたいという事で、ディナが先を歩いているのだ。

















　前に誰かがいれば歩調を合わせるのだが、今日は自分でペースを決めなければいけない。小柄なアンジェリッカの事を考えればいつも以上に抑えた速度にするべきなのに、気持ちとは無関係に足が急ぎたがる。

　やはり平常心を失っているのか。

　いかん──自省の谷底に落ちていきそうな自分を叱しつ咤たする。

　既に狩りの最中なのだ。いつ、どこから戮機スローターが現れるかもわからない。気を引ひき締しめなければ。エリヤの事は、ハンナに任せればいい。

　いや、そうではない。

　エリヤの事など気にしている場合ではないはずだ。

　ガサッ！

　そんなディナの気持ちに応じたかのようなタイミングで、前方の枝が揺ゆれた。

　微かな陽光を反射する銀色は、生き物ではあり得ない。

　間違いなく戮機スローターだ。

「追うな！　こっちは少人数だ。下手に追つい跡せきして分断される危険は避け、陣じん形けいを維持したまま相手が接近してきたら迎げい撃げきする！」

　反射的に走りだそうとしたディナを、ツェルギオの言葉が制する。

「大丈夫！　あたしなら、ここからでも狙ねらえますっ！」

　アンジェリッカが手を高く伸ばし、指先から炎えん弾だんを放つ。

　赤熱する光が一直線に飛び、枝の間を正確にすり抜ぬけ、命中して弾はじける。

　軋きしむ金属音を立てながら、戮機スローターが枝から地面に落ちた。

　卵形の胴どう体たいから、四本の足と用よう途と不明の円えん筒とう形けいのパーツが生えている。四し肢しの先端には枝を保持するためと武器を兼かねた湾わん曲きよくした爪が備わっていた。

　そして、その胴体には縁ふちが融ゆう解かいした孔あなが穿うがたれていた。

「〈スクィラル〉ですね」

　従来型だが比ひ較かく的てき珍めずらしい機種を、アンジェリッカはひと目で判別していた。

〈ラット〉などと並ぶ最も小型のタイプだ。ただし〈ラット〉が平地を移動するのに対して、森林中で樹上を移動する。大きさも攻こう撃げき力りよくも犬程度で、心得のある人間が武装していれば敵ではない。

　本格的な戦せん闘とう用ではなく偵てい察さつなど情報収集を行うのではないかと、エリヤは推測していた。確実に逃にげるため、小型にして素す早ばやさを高めているのではないかと。

　彼の事を思い出して、ディナの胸がまた微かに痛む。

「確かに素す晴ばらしい命中精度だけど〈スクィラル〉や〈ラット〉は剣けんで簡単に倒たおせる程度だよ。いくら天才でも、意い刃じん術じゆつを無む尽じん蔵ぞうに撃うてる訳じゃないだろ？　こういう敵は、戦士に任せた方がいいよ」

　ツェルギオの助言は、常識とも言える基本的なセオリーのひとつだ。

　術士が消しよう耗もうする気力は、戦士の疲つかれよりも回復しにくい。だから、意い刃じん術じゆつは強敵への集中攻撃や膠こう着ちやくした状況の打開などのために温存し、数がいても脅きよう威いになりにくい雑ざ魚こ戮機スローターは戦士に任せるのが当たり前だ。

　このクラスは元々サイズが小さくて構造に余裕がないからか、これまでに装甲や武装が大おお幅はばに異なる亜あ種しゆも確かく認にんされていない。

「でも……倒せる時に倒せないと。エリヤ先せん輩ぱいの報告書にもあるじゃないですか。逃げ帰かえった戮機スローターは観察した情報を報告しているのかも知れないって」

「それは、単なる仮説だ」

　つい反論してしまう。

　その意見には自分も賛成しているのに、アンジェリッカの口から語られると、何な故ぜか肯こう定ていしたくなくなってしまう。

「口論はよそうよ。アンジェ君、どうする？〈スクィラル〉を分解調査するかい？」

「……いえ、別にいいです。ハンナもいないし、この機種はもう細かいデータが全部揃そろってるし」

　自分が仕留めた〈スクィラル〉の残ざん骸がいを眺ながめるアンジェリッカの目は、奇き妙みように醒さめているようにディナには感じられた。

　エリヤだったら、外観はありふれた既き知ちの戮機スローターであっても内部構造には何か改良された部品が見つかるかも知れないし、過去の資料で得た知識を自分の目で確かめようとするのだが。

　また浮かんでしまった名前と面おも影かげを、必死に頭を振って追い出そうとする。

　その時──。

　暗い木立の中から、金属的な足音が聞こえて来た。

　辛かろうじて人間に近いと言える二本の攻撃肢を有した上半身。大地を踏みしめる四肢を備えている大きな下半身。

　戮機スローターの中では例外と言えるほど名前の生物に似たシルエットを持つ中型機──〈マンティス〉だ。

　しかも両手が槍やり状ではなく鉄柱の〈ハンマーマンティス〉という変種。

　それが、二機。

「気をつけろ！　手て強ごわい相手だ」

　砦からの脱だつ出しゆつ時に一度遭そう遇ぐうした敵だ。

　元々の〈マンティス〉が中型の中では攻撃力と機動性に優れたタイプだ。〈ハンマーマンティス〉はその特性を残したまま、武器が変へん更こうされている。

　普通ならば、出現数は単独。同時に二機というのは異常な事態だ。デュバーレイ砦が壊かい滅めつした時のように。

「僕とディナで、一体ずつ引き受けるしかないか……。同時に行こう。タイミングがずれると、迂う回かいされてアンジェリッカが危ない」

「了りよう解かいした」

　背中に聞こえるツェルギオの声だけで、彼も緊きん張ちようしているのが伝わってくる。

〈マンティス〉系は足が速いから、逃げても追いつかれる。ふたりで一機に当たった方が確実だが、フリーになった残り一機がアンジェリッカを襲おそうだろう。

　自分と彼なら、一対一でも何とかなるか。

「僕はいつもの攻せめ方かたで何とかする。アンジェ君は、ディナへ支援を」

　大きく踏み出し、ディナの真横に並んだツェルギオが指示を出す。

　戮機スローターの方も、まるで彼ひ我がの強さを計ろうとしているかのように、間合いを保ったままで三角形の頭部を小刻みに動かしている。

「大丈夫です！」

　アンジェリッカが、自信に溢あふれた声で叫んだ。

「〈ハンマーマンティス〉については、ちゃんと理解してます。武器が変わった分、動いた後の引き戻しが苦手になっているから、そこを突つけば倒せますよ！」

「本当かい？」

　剣を握った右手の人差し指だけを立て、左の腕うで輪わを調整しながらツェルギオが確認する。

　ディナも、同じ疑問を抱だいていた。

　一度だけ戦った時には、そんな印象は受けなかった。しかも、この機種と交戦経験があるのは国中でエリヤとディナのふたりしかいない。あの夜以外には目もく撃げき例れいがないはず。

「エリヤ先輩から聞いてます！」

「そうか……エリヤ君が言ったのか。それなら、大丈夫だな」

　じり、じり……。

　ツェルギオが答える間にも〈ハンマーマンティス〉は少しずつ距離を詰めてくる。

　頭部にある目に似た部品が明めい滅めつしている。

　もう悩んでいる暇はない。

　自分とツェルギオ、そしてアンジェリッカ──アンジェリッカを通じて語られたエリヤの判断を信じるしかない。

　あの時一いつ緒しよに戦った自分にも教えてくれなかった秘密を、アンジェリッカにだけは伝えたエリヤを信じなければならない。

　剣を握る籠こ手ての中で、汗が滲にじむ。

　その量がいつもより多い事が、ディナの集中を乱していた。

　ぎしっ！

　ぎしっ！

　軋む機械音を立てて〈ハンマーマンティス〉が跳ちよう躍やくする。

　完全に同時ではない。一呼吸、右側が遅おそい。

　こちらがふたりとも先に動いたものに反応していれば、その隙すきに後方のアンジェリッカを狙う動きだ。

　だから、ディナはツェルギオが一テンポ待っているのを確かめてからそれに応じた。

　武器が重すぎるのが弱点。

　アンジェリッカはそう言った。

　だが、不意に閃ひらめいた記憶がアンジェリッカの作戦を塗ぬりつぶす。

〈ハンマーマンティス〉の敏びん捷しよう性せいは、通常型と変わらない。防ぼう御ぎよ力りよくも強化されている。ただし、全体を支える駆く動どう肢の付け根は可動範はん囲いを確保するために装甲が施ほどこされていない。重量増を埋め合わせるため、腹や背中など普通は敵に見せない側はむしろ従来型よりも薄い鋼板しか張られていない。

　あの夜に聞いた言葉が甦る。

　そうだ。

　これこそが〈ハンマーマンティス〉の弱点、攻こう略りやく法ほうだ。

　アンジェリッカの口から語られたエリヤではない。

　ディナ自身が直接聞いたエリヤを、一緒に死線を越こえてきたエリヤを信じろ。

　隙を誘うより、先制攻撃で急所を粉ふん砕さいすればいい！

　意志を固めるのと身体が動いたのはどちらが先だったろうか。

　電光の速度でディナの肉体が駆動する。

　一気に踏みこみ〈ハンマーマンティス〉に肉にく薄はくし、敵の中肢へ剣を向ける。

　ガギッ！

　鈍い金属音と振しん動どう。

　ディナが繰り出した刺突は、敵の右みぎ腕うでに阻はばまれていた。

「なっ！」

　完全に先手を取ったつもりだった。〈ハンマーマンティス〉が攻撃肢を振るうより早く、それをかいくぐってダメージを与あたえられるはずだった。

　だが、同時だ。

　即そく座ざに、ディナはバックステップで逃のがれる。

　さっきまで彼女が存在していた空間を、左の鉄てつ槌ついが通過する。

　判断を誤ったのか？

　自分の記憶よりも、エリヤから最新の情報を得ているアンジェリッカの言葉に従った方が正しかったのか？

　戸と惑まどう一いつ瞬しゆんに、一手遅らせたツェルギオが動き出だす。

　左の腕うでから、青白い光が迸ほとばしった。

　意い刃じん術じゆつの電でん撃げきは、自然法則ではなく術士の意志に従う。

　放たれた稲いな妻ずまは最も近い鋼鉄であるツェルギオ自身の剣や鎧には一切反応せず、真っ直ぐに〈ハンマーマンティス〉を覆おおった。

　跳はねて浮いた戮機スローターが、痙けい攣れんじみた振動を見せる。

　だが、落下するよりも早く正常に回復する。

　電撃の術は戮機スローターの内部に干かん渉しようして動作不良を引き起こすが、それだけで完全停止できるのは弱い小型だけだ。ほとんどの機種は、自動的に修復する。この〈ハンマーマンティス〉は特に立ち直りが早い。

「くっ！」

　短く舌打ちしつつ、ツェルギオは半歩下がって間合いを保つ。意い刃じん術じゆつ一発で終わらないのは想定のうちだ。

　腕が重すぎて引き起こしが遅れるのなら、先に攻めさせて隙を生じさせてから攻めればいい──そう判断し、あくまでアンジェリッカよりも自分を標的にさせつつ、即座に反はん撃げきできる距離を維持したのだ。

　読み通り〈ハンマーマンティス〉が両りよう腕うでの鉄槌を振り下おろす。

　状態を僅かに引き、ぎりぎりで避ける。胸から指三本の幅はばも離はなれていない空間を、黒鉄色の塊かたまりが通り過ぎる。

「今だっ！」

　引いていた肘ひじを駆動し、剣を突き出す。

　狙うは〈マンティス〉系列共通の弱点、上半身と下半身の継つぎ目めだ。

　だが、切っ先が届くより早く、下方から戻ってきたハンマーがツェルギオの身体を跳ね上げた。

「きゃああああっ！」

　アンジェリッカの悲鳴が響く。

　宙に舞まい上がったツェルギオの身体は樹き々ぎの枝に触れ、葉を散らしながら落下する。

　口から、真っ赤な血が流れていた。



　エリヤは、走っていた。

　邪じや魔まになる防具さえつけない動きやすい服装で、顔中を汗まみれにして。

　それを、メイド服のままハンナが追いかける。

　速度はさほど違ちがわない。時に僅かにエリヤが引き離し、ハンナがすぐに追いつく。その繰り返し。

　急がなければ。

　ハンナの話が事実なら──いや、疑う理由などない。確かな事実だ──みんなの命が危ない。

　整備された街道を外れ、間道からさらに一切の道が存在しない荒れ地ちへ、さらに森の中へ踏みこんでいく。

「あっ！」

　焦あせって急いだせいで、張り出した木の根につまずいて転ぶ。

　乾かわいた口の中が不意に苦くなったのは、土の欠片かけらが口の中に飛びこんで来たからだ。

「大だい丈じよう夫ぶですか、エリヤ様？」

　後ろから駆かけ寄よったハンナが、倒れた身体を抱き起おこす。彼女の息も激しく弾はずんでいた。当然だろう。体力には自信のないエリヤでも、学がく猟りよう生せいだ。特に走る事だけだったら日々鍛きたえている。

「あ、ああ……急がなきゃ……」

　倒れた弾みにぶつけた膝ひざや手が痛むが、肉体の苦痛よりもなお苦しいものがエリヤの心を追い立てる。

「申し訳ありません。何とお詫わびしていいのか……」

　努めて平静を保とうとしているが、ハンナの目め尻じりには僅かに涙なみだが浮かんでいた。

　アンジェリッカがエリヤに近づいたのは、戮機スローターに関する情報を得るため──それは本当だが、更さらに裏があった。

　きっとエリヤは、正規の報告には載のせていない自分だけの情報を秘ひ匿とくしている。それを手に入れれば、簡単に「自分だけの手札を持った知士」になれる。

　そう考え、留守宅に忍しのびこんで机の中に隠されていたスケッチを写し取った。

　目的を果たしたから発覚しないうちに学舎から逃げ去さろうとした。

　ハンナの告白を聞いたエリヤは、怒おこったり呆れたりするより先に走り出したのだ。

「わたくしたちがした事は、どんなに謝罪しても許される事ではありませんが……」

「そんな話は、後だ！　言っただろ。みんなの命が……命が危ないかも知れないんだ……」

　唾つばと一緒に泥どろを吐はき出しただけで、膝の汚よごれを払う間さえ惜おしんでエリヤは走り出す。

　しかし、一度止まった疲れた身体は、なかなか速度を上げてくれない。足場が悪いせいもあり、よたよたと頼たよりない足取りだ。

「あの……命が危ないというのは……？　てっきりお嬢様を叱しつ責せきするために急いでいるのかと……」

「そうじゃない！」

　最悪の想像を追おい払うため、激しくかぶりを振る。

「机の奥おくに入れてたのは、秘密の資料なんかじゃない！　あれは、書き損じなんだ！」

「え……？」

　従来とは違う珍しい戮機スローターで、しかもデュバーレイ砦から脱出する途中で遭そう遇ぐうしたから詳くわしく分解調査する暇もなかった。

　だから入院して療りよう養ようしている最中に、些さ細さいな印象だけを頼りに推測というより想像を巡らせて描いてみたのがあの画だ。

「退院した後、市の調査隊が分解した部品とか……そういうのと突き合わせてみて、やっぱりただの思いつきでしかない、多分間違ってるって思ったから……ちゃんとわかった点は新しく書き直して、想像しただけの奴やつはページを外しておいたんだよ！」

　例えば〈ハンマーマンティス〉は通常型より腕のバランスが悪いから、攻撃後の隙が大きいだろうというのは単なる空想だった。実際の部品を観察すると駆動機やフレームがそれを補うべく強化されている。むしろ、そこで増えた重量を補うために装甲を著いちじるしく減じた腹や背中の急所の方が情報としては大切だ。

　捨ててしまわなかったのは、勘かん違ちがいの記録を残しておく事で後から自分の思考のプロセスを再確認できるかも知れないと考えたのと、何よりも描いた絵がもったいないという貧びん乏ぼう性しようのためだ。机の奥に放ほうりこんだのも深い理由はなく、単に整理した画帳と区別したかったから。

　まさかそんな物を、表には出さない本当に貴重なデータと勘違いするなんて。

　何ひとつ包つつみ隠していない。重要な情報を自分だけの秘密にする事で他人の優位に立とうという発想など、最初から持ち合わせていなかった。

　そもそもエリヤにとって戮機スローターの調査とは、一切の実用と無縁の、純じゆん粋すいに個人的な情熱の発はつ露ろだったのだから。

　もしもあそこに描いた戮機スローターに遭遇し、アンジェリッカが「自分が知った秘密の情報」を真実として伝え、ディナたちがそれを信じてしまったら──。

　今回の狩かりは、アンジェリッカに新種や変種を見せるのが目的だ。

　砦の事件で確認されたタイプに遭遇したら、よほどの戦力差でない限り交戦するだろう。

　その時に、誤情報に基もとづいて作戦を立てたら──全滅だ。

　頼むから、出会わずにいてくれ。

　走りながら、ただ願うしかできなかった。

　いや。自分が個人的な感情に囚とらわれずに、きちんと参加していれば──。

　森の奥へ奥へと踏みこんでいくエリヤの視界の隅すみで、鈍にぶい銀色の光が閃いた。

「わっ！」

　小型犬ほどの機械が、エリヤの顔目がけてジャンプしてきた。

　咄とつ嗟さに身を躱かわすが、頬ほおに痛みが走る。

「危ないっ！」

　ハンナが細い指を翻ひるがえしてナイフを投げる。

　刃やいばを突き刺され、不快な金属音を立てながら転がったのは〈ホッパー〉と呼ばれるありふれた小型戮機スローターだった。

　大きさとしては〈ラット〉や〈スクィラル〉に並ぶ最小のタイプ。軽量化のために装甲は最小限に抑おさえられているが攻撃力はこのクラスとしては高い方だ。大きな二本の脚あしで跳躍して長い刃を人間に突き刺すという、一機一殺と言うべき戦法を用いる危険な機械。

〈ホッパー〉は、一体だけではなかった。

　残り二体も姿を現し、脚のスプリングに力を蓄たくわえるチリチリという作動音を鳴らしている。先せん端たん部ぶの小さな目が、赤い光を点てん滅めつさせていた。

　突とつ撃げきだけが武器の〈ホッパー〉は単独では出現しない。数を揃え、一いつ斉せいに襲いかかってくるのが常道なのだ。

　攻撃は単調だから基本的な防具だけでも身に着けていれば恐おそれるほどの敵ではないし、学がく猟りよう生せいなら苦戦する相手でもない。

　だが、エリヤは非武装だ。鎧はもちろん剣も帯びていないし、あったところでまともに振るう事もできない。

「エリヤ様、お急ぎください！」

　予備のナイフを両手に構え、ハンナが〈ホッパー〉とエリヤの間に立ちはだかった。幸い、樹木が密生していて、ここは僅かに開けた空間だ。木立の中に入ってしまえば〈ホッパー〉の得意な攻撃は使いにくくなる。

　しかし、ただ一目散に逃げれば背後から襲われる危険は残る。高さを抑えた小刻みなジャンプを繰くり返せば、移動速度は人間より上なのだから。

「この程度なら、わたくしでも足止めできます。エリヤ様は、急いでお嬢様たちと合流してください！」

　言うが早いか、ナイフの一本を口に保持しながら、残りの一本で太ふと股ももの付け根までスリットを切り広げる。裂かれた隙すき間まから、黒いタイツに包まれたしなやかな脚きやく線せんが露ろ呈ていする。

「で、でも……！」

「早く！　お嬢様を、お願いします！」

「……わかった」

　最低限の訓練は積んでいるとは言っているが、ハンナの戦せん闘とう力りよくはわからない。投げナイフを命中させた腕うで前まえは見事だが、あの一度だけならまぐれかも知れないのだ。彼女ひとりを残して〈ホッパー〉二体相手に生き残れる保証は、ない。

　だが、エリヤが留とどまっても足手まといになるだけだ。

　それなら、一刻も早くディナたちのところに行かなければ。

　合理的な正しい判断、無駄のないやり方は、時に決心の痛苦を伴ともなう。

　この苦しさから逃げてはいけない。

　この苦しさを理由に、逃げてもいけない。

　ただそれを心に刻みつけて、エリヤはひたすらに走った。



　いくつか幸運はあった。

　ディナが直前でアンジェよりもエリヤを信じた事。

　そのために、ふたり揃って即座に〈ハンマーマンティス〉に殴なぐり倒されずに済んだ。

　そして、ツェルギオを殴おう打だした腕が下から振り上げられた事。

　衝しよう撃げきの大半が身体を持ち上げる事に費やされ、肉体そのもののダメージは小さかった。上から叩きつけられていたら、一いち撃げきで彼は潰つぶれた肉につ塊かいと化していたはずだ。落ちた場所が柔やわらかい土の上だったのも運がよかった。

　幸運に助けられたおかげで、ディナひとりだけが二体の〈ハンマーマンティス〉に向かい合っている。

　間合いを取り直し、なるべく樹々の間が狭せまい場所を背にして敵が側面や背後に回りにくいように位置取りする。

　ジジ……ジジ……。

　不気味な振しん動どう音おんを鳴らしながら、二体の〈ハンマーマンティス〉はこちらの様子を窺っている。

「……どうして……？　あの資料が、間違っていたの……？　一機種くらいなら、あたしが知ってる事がばれても大丈夫だろうって……。負けたら元も子もないし、あたしの実力を示せると思って……」

「間違っていたんだろう」

　震える声で呆ほうけたようにアンジェリッカが呟つぶやく「あの資料」が何なのか、彼女が口にしている言葉の後半が何を意味しているのか、ディナは知らない。はっきりしているのは彼女の判断は不正確であり、それを信じたツェルギオは重傷を負ったという事実だけだ。

「……でぃ、ディナ……。アンジェくん……」

　血混じりに息を吐き、仰あお向むけのままずるずると這はいずり、それでも敵との距離を開こうとしている。辛うじて意識を保っているのはツェルギオの強靱さがあればこそだ。

「アンジェリッカ！　支援を頼む！」

　背を向けたままで叫ぶ。

　二対一では明らかに不利だ。せめて、意い刃じん術じゆつで援えん護ごしてもらえれば、突破口を見いだせるかも知れない。彼女の射しや撃げきの正確さは知っている。自分が〈ハンマーマンティス〉と切り結んでいる最中でも、誤射で背中から撃たれるような事はない──と信じるしかない。

　二体の〈ハンマーマンティス〉が同時に接近してきた。

　右は横よこ殴なぐりに、左側は上段から振り下ろす形で鉄槌が振るわれる。

　ディナは大剣を素早く切り返し、それを受け止める。続けざまの衝撃に、腕が痺しびれる。思い切り力を込めなければ愛剣を取り落としてしまいそうだ。

　ディナの肩を掠かすめて、真しん紅くの光が飛ぶ。

　アンジェリッカの意い刃じん術じゆつだ。

〈ハンマーマンティス〉が腕をかざす。

　命中！

　絞りこまれた純粋な熱の針は、腕の先にある金きん属ぞく塊かいに確実にヒットした──だけだった。

「そんな……っ！」

　二発、三発、四発。

　アンジェリッカが次々に灼しやく熱ねつを撃ち出す。

　しかし、その全すべてが〈ハンマーマンティス〉の腕にブロックされた。

　最悪の相あい性しようだった。

　敵の急所を正確に射貫けるアンジェリッカの術だが〈ハンマーマンティス〉は動きが素早く、狙いにくい。しかも攻撃肢の可動範囲が広いから、飛んで来た意い刃じん術じゆつを自在に払はらい、受け止める事ができる。

　それでも従来型、いやせめて他の機種なら細い刃や薄い爪を高熱が溶とかして攻撃力を奪うばう効果を生んだだろう。しかし〈ハンマーマンティス〉の攻撃手段は鈍どん器きだ。多少の熱で抉えぐろうと破壊力は変わらないし、アンジェリッカの攻撃を受け止める盾たてとしても充じゆう分ぶんな厚みを持っている。

「構わん！　相手の動きを制限するだけでも意味がある。援えん護ご射しや撃げきを続けてくれ！」

「う……うんっ！」

　叫びながら、ディナは必死に剣を振るい続ける。

　アンジェリッカの意い刃じん術じゆつを防ぐために片かた腕うででも振り上げれば、その分ディナが攻撃するチャンスが、あるいは敵の攻めを凌しのぐ数秒の余裕が生まれる。

　ツェルギオはどうにか右腕一本で身体を支え、木の幹に背中を預けた。上げようとした左手は微かに震えるだけで、指先を標的に向ける事はできない。それどころか、ありえない方向にねじれていた。仮に腕が無事でも、気絶しないので精一杯という状じよう況きようで意い刃じん術じゆつを放つなど、天才であっても困難だろう。

　飛来した赤い光を防ごうと左側の〈ハンマーマンティス〉が片腕を振り上げた一瞬を見み逃のがさず、急所である中肢を狙う。

　だが、切っ先が届かない。微妙な角度のズレで、背中の分厚い装そう甲こうの上を滑すべって浅い傷のラインを引くだけだ。

「くっ！」

　舌打ちしながら一歩半後ずさる。

　すかさずもう一体が繰り出してきた連続攻撃の一撃は剣で受け、もう一撃は全身を捻ひねってかわす。

　二対一の不利もあるが、狙った場所と剣が当たる場所が微妙にズレている。敵の急所を攻めきれない。

　二体とも引きつけて自由にしないという最低限の目標は維持できているが、このままではジリ貧だ。戮機スローターは人間と違って疲れない。ディナの体力はもちろん、後ろから援護するアンジェリッカの気力にも限界がある。時間がかかればかかるほど、こちらが不利になる。

　実際、彼女の小さな口唇くちびるから零こぼれる息は荒あらく途と切ぎれ、術を放つ間かん隔かくも少しずつ疎そになっている。術の発動や制せい御ぎよは才能で高みに到とう達たつできても、力の源となる精神力と、さらにそれを支える体力はやはり心身の未熟さの制限を受けてしまう。

　これではジリ貧だ。

　だが、どうすればいい？

　焦る意識の片かた隅すみに、エリヤの姿が浮かんだ。

　この場に彼はいない。自分たちが倒れても、彼は助かる。

　いや。エリヤがいて正しい助言をしてくれれば、そもそもこんな窮きゆう地ちには陥おちいらなかったのか。

　エリヤがいてくれれば。

　違う！

　自らの感情を、意志が叱しかる。

　弱気に逃げるな。絶望するな。現実以外に頼るな。

　そんなのは、ディナエリーン・プリス・ヒュンゲンバウムではない。

　エリヤ・シュミッテンラウドの友にふさわしい人間ではない。

「アンジェリッカ。ツェルギオを引きずって……逃げろ」

「え……？」

　疲れ切った声が疑ぎ問もん符ふを返す。

「悔くやしいが、このままでは勝機が見いだせない。現状を維い持じするだけでは、三人とも全滅だ。だが、わたしが食い止めている間に逃げれば、少なくともふたりは助かる。もちろんわたしだってあっさり負けるつもりはない」

　一瞬だけ振り向むいて、アンジェリッカたちに見せた表情は、凄せい絶ぜつな笑え顔がお。

「ディナ……っ！」

　力ない吐と息いきで叫んだのはツェルギオだった。

「わ、わかりました！」

　アンジェリッカの方は、声を震わせながらも即座に同意した。倒れているツェルギオに駆け寄り、血ち塗まみれの姿に躊躇ためらいながらそれでも脇わきに手を伸ばそうとする。

「……だ、駄だ目めだ……ディナひとりじゃ……」

「だって、このままじゃ全員死んじゃいますよ！」

　今のツェルギオには、小こ柄がらな少女を拒絶して振り払うほどの力すらない。

「それでいい。逃げろ。目標が叶わないなら、次に選ぶべきは次善。それも不可能だったら最悪の回避だ。わたしは、わたしの為なすべき事を遂すい行こうする。後こう悔かいがないとまで言ったら嘘になるがな」

　無む為いに死を受け入れるつもりはない。生き残るために死力は尽つくす。

　その上で、覚かく悟ごすべき事からも目を逸そらさない。

　この〈ハンマーマンティス〉戦の経けい緯いをツェルギオとアンジェリッカがエリヤに伝えてくれたら、自分が倒れても無駄ではないはず。

















　知士でもあるふたりならば自分以上に正確に、必要な情報を彼に説明できるはずだ。

　心残りがあるとしたら、エリヤにちゃんと詫びられなかった事か。

「ディナっ！」

　叫び声ごえが、耳を打つ。

　疲ひ労ろうや絶望が生んだ幻げん聴ちようではない。

　振り返って確かめるまでもない。

　間違いなく、本物のエリヤだ。

　何故、今ここに？

　いや。それを考えている暇はない。

「エリヤ、君も頼む！　ツェルギオを安全なところへ！」

「ディナが……、彼女でも……凌ぐので精一杯なんだ……」

　蒼そう白はくな顔で震えているだけのアンジェリッカではなく、ツェルギオが喘あえぐような息で状況を説明する。

　その間にも〈ハンマーマンティス〉の攻撃は続く。

　縦に、横に、繰り出される重いパンチを剣で払い、ステップで避ける。

　機を逃さずに反撃を試みるが、こちらの突きも相手の装甲に阻まれ、腕に弾かれる。振った腕の返しが早く、太い腕の攻こう防ぼう一体を崩くずせない。

「急いでくれ！　この〈ハンマーマンティス〉は前に戦ったのとは違う。ずっと手強い変種なんだ！」

　凌ぎながら、ディナは懇こん願がんする。

　ここで自分が力尽きれば、エリヤも戮機スローターの手にかかる。

　それだけは絶対に避けなければ。

「違う！」

　だが、エリヤは叫んだ。

　嫌いやだ、ではなく、違う、と。

「そいつが特別なんじゃない！　ディナ、左ひだり脚あしを引いて！　足の長さの……半分くらい。剣を構える時は、拳こぶし一個分高く！」

　不意に飛んできた指示に、身体が勝手に従う。

　構えを直すために生じた間を〈ハンマーマンティス〉が襲った。

　鉄槌が振り下ろされる。

　自然に、剣を斜ななめにして受ける。

　力任せに弾くのではなく、受け止めて滑らせた勢いは止まらない。

　受け止めた衝撃が、無理なく足から地面へと流れていく。

　つんのめるように体勢を崩した敵に、身体が意識よりも速く踏みこんで反はん攻こうする。

　袈け裟さ懸がけに振り下ろされた大剣は、正確に中肢の付け根を断たち切った。

　今度は〈ハンマーマンティス〉の方が無様に飛とび退のいて距離を開く番だった。

　しかし、もう一体がすぐに仕し掛かけてくる。

　身体を捻って向き直り、その攻撃を受ける。

「もう五度、斜めに向き合って！」

「わかった！」

　今度は身体と、心の両方が従う。

　上体を逸らしながら敵をやり過ごし、位置を取り直す。

　腕が、肩が、腰こしが、膝が、足が──滑なめらかに連れん携けいし、頭が下す判断よりも素早く、敵の動きに応じる。

　この〈ハンマーマンティス〉が強いのではない。

　ディナ自身の剣筋に狂くるいが生じていたのだ。

　ここ数日、気持ちの乱れからいつもの訓練を怠り、筋肉を維持するためただ力任せに剣を振り回まわしているだけだった。そのせいでフォームが乱れ、変な癖くせがついてしまっているのに気づかなかった事が苦戦の原因だったのだ。

　弾きすぎて弦げんが緩ゆるんだ楽器も、調律で本来の音色を取とり戻もどす。

「アンジェリッカ！　ディナに援護を！」

「え……でも……。あたしの術は……」

「わかってる！　だけど、ディナが肢を斬きった奴は動きが鈍ってる。バランスも崩した。それを、もっと崩すんだ！」

　敵の腕だけに残るたくさんの熔よう解かい痕こんで、エリヤは戦いの経緯を把握していた。

　アンジェリッカは多数の術を撃った。しかし、それは全部腕に防がれたという事を。

「は、はいっ！」

　理解したアンジェリッカが指を伸ばし、赤しやつ光こうを放った。

　ディナから逃れようとした一機は、自分たちに側面を向ける形になった。これなら、後こう肢しが射界に入る。構造上、普ふ段だんは敵に晒さらさない下半身の後ろ側までは腕は届かない。

　狙ったポイントは、残った後肢の根本。

　腕でブロックできない〈ハンマーマンティス〉は短たん距きよ離り跳ちよう躍やくで回かい避ひ。

　しかし、それはアンジェリッカの想定のうちだ。

　更に追い打ちで放った三発のうち二発は厚い装甲を抉っただけだが、最後の一発は駆動部分の根本を灼やき斬った。

　片側を全部失えば、四本のうち二本残っていても歩く事はできない。

　着地した〈ハンマーマンティス〉はそのまま腹を突き、空むなしく誰だれにも届かない両腕を振り回すだけ。

「よしっ！」

　これで一対一。

　剣のズレも修正した。

　そして、エリヤがいる。

　これなら──負けない！

　両手で剣を握にぎりしめ、こちらから距離を詰つめる。

　無事な方の〈ハンマーマンティス〉が両腕を振り上あげて迎むかえ撃つ。

　下ろされた右の鉄槌を大おお振ぶりの剣で打うち払い、内うち懐ぶところに飛びこむ。

　そのまま剣に勢いを乗せ、上半身と下半身の継ぎ目を斬りつける。

　破壊を拒こばむ金属の抵てい抗こうが手に伝わる。

「うぉおおおおぉっ！」

　気合いを込め、ありったけの力を込め、思いを込め、大剣を薙なぎ払う。

〈ハンマーマンティス〉が両断される。

　加速のまますれ違うディナの横に鉄槌を備えた上半身が倒れ落ち、下半身は四本の駆動肢を蠢うごめかせてふらふらと進み、そのまま倒れた。

「危ないっ！」

　声を上げたのはアンジェリッカだ。

　無力化したと思ったもう一体が、片方の腕を脚代わりにした間に合わせの動きで、片腕を振り上げて接近していたのだ。

　その腕で強く大地を突き、いななく荒あら馬うまのように上体そのものを高く掲かかげる。

　全力を出し切った攻撃の直後だ。ディナの体勢も崩れている。

　剣を戻すのが間に合わない。

　しかし、青白い光の塊が戮機スローターの頭部を直ちよく撃げきした。

　敵の動きが止まる。

　明滅するガラスの眼球が破は裂れつする。

　その隙に構えを整えたディナは、無防備な腹に大剣を差し入れた。

　瞬しゆん間かん、双そう方ほうの動きが止まる。

　ディナがゆっくりと剣を下ろしていくと〈ハンマーマンティス〉は自らの重さで刀身を滑り、貫かん通つう孔こうの開いた機体を地面の上に横たえた。

　大きく息を吐き、ディナは電撃が飛んで来た方を見た。

　血に濡ぬれた顔で微笑ほほえむツェルギオの左ひだり腕うでをエリヤが支え、強引に射撃態勢を取っていたのだ。

「……いくら何でも無む茶ちやをする。大丈夫か？」

「はは……もちろん大丈夫じゃあないけどね……。腕が上がらないだけだったら、他人にあげてもらえばいいって事に気づいたんだ。君だけに戦わせてる訳にはいかないからね」

「あの……下ろしても……？」

「うん、頼む」

　心配そうなエリヤが、そっとその腕を下ろす。折れた部分に刺し激げきが加わって、ツェルギオの表情が歪ゆがむ。

「お嬢様っ！」

　息を弾ませ、ハンナが駆けつけてきた。スカートが切られ、メイド服のあちこちに汚れができている。しかも、右のレンズには亀き裂れつが入っていた。

「ハンナさん……、無事だったんだ……。よかった」

「ええ。少々苦戦しましたが、何とか」

　その会話で、ディナにも状況が推測できた。エリヤを迎えに行き、連れてきた彼女だが途と中ちゆうで戮機スローターに遭遇し、自分が敵を引き受ける事でエリヤを先に行かせたのだろう。

「済まないが、ツェルギオの手当てを頼めるか？　アンジェリッカやわたしは無事だ。疲れているだけで、特に負傷はない。彼だけが大おお怪け我がを負ってしまった」

「はい。承知致しました」

　ディナが頼むと、ハンナはすぐに手当てに取りかかった。

「ありがとう、助かった」

　鞘さやに納剣し、エリヤに歩み寄る。

「その……済まなかった！　あの夜は、せっかくのご馳ち走そうを……」

　思い切り深く頭を下げる。

「い、いいよ……。その、僕ぼくも勝手なところがあったし……。それに、今は……そういう事を喋しやべってる場合じゃないと思うから……」

　頭を上げると、添そえ木ぎされ包帯を巻かれているツェルギオも、巻いているハンナも、きょとんとふたりを見つめている。

　ただ、アンジェリッカだけがどこか怯おびえたように顔を逸らしていた。

「そうだな……。いずれきちんと謝罪しよう」

「僕の方も、謝らなくちゃいけない事がたくさんあるから。今日も、勝手に休もうとしちゃったし……」

「そうだ！　今のうちに確かめたい事がある」

「わっ！」

　ディナはエリヤの肩を両手で掴つかんだ。

「確かにわたしの剣は乱れていた。わたし自身の未熟が原因だ。だが、どうして君はそれがすぐにわかったのだ？」

「だって……ずっと見てたから……」

　はにかんだ顔で、エリヤが答える。

「見てた？」

「夜の鍛たん錬れんの時とか……ディナの戦い方をずっと。いちばん綺き麗れいなフォームの、いちばん強いディナを知っている。だから、それからずれていたら……すぐにわかる。目に見えて、形に表れる事だったら……」

「そうか……そうなのだな……」

　最後に口ごもったのも理解できる。

　目には映らないものを把握するのは難しい。自分自身の内側であってもだ。

　それでも、ディナ自身さえ見失いかけていた最高のディナを、エリヤは覚えていてくれたのだ。

「エリヤ・シュミッテンラウド、わたしはまた君の……友でいてもいいか？」

「もちろん……。あ、違う」

　エリヤの態度に、ディナの胸を不安が襲う。

「僕も確かめなきゃいけない。僕は、まだ君の友でいられる？」

「ああ、そうだ。わたしたちは、友だ」

　籠手を外し、汗あせまみれの右手を差し出す。

　エリヤの華きや奢しやな手が、けれどもありったけの力を込めてそれを握り返した。

　そして、その手が離れる。

「ありがとう、ディナ。僕には、もうひとつ……ここでやらなくちゃいけない事が残ってる」

　いつもは丸め気味の背中を、恐らくは意識して真っ直ぐに伸ばし、エリヤはアンジェリッカの正面に歩いていった。

「アンジェリッカさん……。ハンナさんから聞かせてもらったよ。何をしたかも、理由も」

「ご、ごめんなさいっ！　あ、あたし……どうしても……」

「僕に、謝らなくてもいい」

「え？」

「その……謝罪する気持ちがあるなら、僕じゃなく……ディナと、ツェルギオに詫びた方が、いいと思う。君の勘違いでふたりが危険に陥って、ツェルギオは大怪我まで負ったんだから」

　たどたどしいが、エリヤとしては珍しいくらいに強い口調だった。

　それでも、アンジェリッカは顔を伏ふせたまま、さらに目を逸らそうとする。

「僕たち……知士が知った事や考えた事は、他の人に正しく伝えないと意味がない。剣や意い刃じん術じゆつみたいに個人の技わざとは違う。君が表向きで言った通り、本当にみんなの財産として活用しなきゃいけない」

　知士個人に属ぞくし、他人に渡わたせないものがあるとすれば、それは知識ではなく知力だ。

　観察し、判断し、決断する力。

「知ってるだけじゃ〈ホッパー〉や〈ラット〉だって倒せないよね？　特に僕は、自分じゃ戦えないから……。知士は、武器や鎧の職人と同じなんだ。他人が使いやすいように、ちゃんと利用できるような形で手て渡わたさなくちゃいけない。わからなかったら、はっきりわからないって言わなきゃいけないし、確かな事実と自分の推測は区別しなきゃいけない」

　理解はしているのだろう。だけど、それをはっきりと肯定すれば、自分のしてきた事が間違っているのを認める事になる。倫りん理り的てきにも、論理的にも。

　だから、アンジェリッカはエリヤの顔を真まっ直すぐに見ずに震えているだけ。

「料理人が材料を間違って、毒を皿に乗せてしまったら……食べる人の命が危ないだろ？

　君がやっちゃったのは、そういう事なんだ。他人の畑で毒草を摘つみ取って、味見もしないで他人に食べさせようとした」

「でも……だって……」

　エリヤの言葉に、アンジェリッカは明確な反論を紡つむげない。ただ、納なつ得とくはできずに逆説の接続詞だけを途切れとぎれに繰り返す。

「お嬢様」

　ツェルギオの治ち療りようを終えたハンナが、アンジェリッカの正面に立った。

　その手が、不意に翻って主の頬を打った。

　弱い木こ漏もれ日びが差しこむ中に、弾けたような音が響く。

　アンジェリッカは右手で叩たたかれた場所を押おさえたまま、呆ぼう然ぜんと立たち尽くしている。

「申し訳ありません。わたくし、今まで使用人という立場に甘あまえていました。年長の友人として、本来ならあなたが誤った行いをしそうな時には制止し、諭さとさなければいけませんでしたのに」

「ハンナ……？」

「アンジェ。他人の住まいに、鍵を開けて忍びこむのは正しい行いですか？」

　主を、名前だけで呼ぶ。片方のレンズだけが無事な眼鏡から、強く、厳しく、それでいて優やさしい眼差しがアンジェリッカに向けられる。

「……違うわ」

「では、そこで物や他人の秘密を盗ぬすむのは？」

「……もちろん違うわよ。でも……！」

「アンジェがいつも言っているように、天才少女でなくなった後の方が人生は長いのかも知れません。では、あなたはその長い時間を後ろめたさを感じたまま、恥はずかしい秘密を抱かかえたままで生きていくのですか？」

　アンジェリッカは、俯うつむいて答えない。

「途中で五年や一〇年、他の人に嘲ちよう笑しようされたり軽んじられてもいいではありませんか。本当に為すべき事をきちんと為して、命尽きる瞬間に自分自身を誇って笑える人生の方が、成功者と羨うらやまれても最後に懺ざん悔げする生き方より素晴らしいと、わたくしは思うのです」

　戦いが終わってから駆けつけたハンナは、もちろんディナの言葉を知らない。

　なのに、告げた内容はよく似ていた。

「あたし……あたし……っ！　う……うわぁああああっ！」

　アンジェリッカの小さな身体が、ハンナの胸に飛びこむ。それを優しく受け止め、泣きじゃくる顔を優しく包みこむ。

「泣いてもいいんです。失敗しても、間違っても、恥はじをかいても……ちゃんとやり直せばいいんです。転んだら立ち上がって、前を見て歩けばいいんですよ。人生が長いのなら、一度挫ざ折せつした元天才少女が、素晴らしいおとなとして再起するくらいの時間は、きっと残っていますから」

「……うん……うん……っ！」

　ふたりの姿は主従というより少し歳としの離れた友達に、あるいは優しい姉が叱られた妹を慰なぐさめるようにも見えた。

「さて……、予定より早くなってしまったが、引き上げようじゃないか……」

　幹にもたれたまま、包帯だらけのツェルギオが告げる。

「あ、ああ。そうだな。大丈夫か？」

















　ディナが肩を貸し、ツェルギオを立ち上がらせた。細身とは言ってもそれは鍛えて絞しぼりこんでいるからであって、長身のツェルギオは決して軽くない。アンジェリッカは論外だし、エリヤやハンナでも彼を支えるのは難しいから、ディナが助けるしかない。

「はは……嬉うれしいね。君と、こうして肩を組めるなんて……」

「それだけの元気があれば安心だな」

　軽口に、ディナは笑顔で答えた。



　帰路での先導はエリヤが自ら引き受けた。

　ディナはツェルギオで手て一いつ杯ぱいだし、アンジェリッカはまだ泣いていてハンナはそれを宥なだめている。

　直接戦う力はないが、戮機スローターから一方的に奇き襲しゆうされないように注意を払う事なら、自分の得意分野なのだから。

　幸い、帰り道には戮機スローターは現れなかった。

　ただし、今回はあの森の中心までは踏み入っていない。外がい縁えん部に近いところを〈スクィラル〉や〈ホッパー〉のような小型が警けい戒かいし、少し奥には戦闘用の〈ハンマーマンティス〉が控ひかえていた。

　ひょっとして噂うわさになっている通り、これまで盲もう点てんになっていた近きん郊こうの森に、密ひそかに戮機スローターが結集しているのではないか。充分な数を揃え、戦力を整えてから一気にハルクライン市を攻撃するために──。

　エリヤの心に、不安の黒雲が広がっていく。

　もちろん今の段階では根こん拠きよのない仮説ですらなく、先走った空想だ。それでも市当局に警告し、速すみやかな調査を進言するべきだろう。

　それが、知士に任ぜられた自分の責任だ。

　街かい道どうを目前にそんな事を考えていると、最後尾からアンジェリッカが小走りで近寄ってきた。

「あ、あの……」

　涙は既すでに拭ぬぐわれているが、泣きはらした目が赤い。

「ありがとう……。叱ってくれて……」

「え？　えっと……。い、いや、その……そんな大層な事を言った訳じゃないし……。ていうか、柄がらにもなく偉えらそうな事言っちゃったって言うか……」

　アンジェリッカが囁ささやくよりも、しどろもどろに答えるエリヤの方が更に小声だった。

　あの時は半ば勢いでいろいろ喋ってしまったが、冷静になってみれば自分にあんな説教をする資格があるのだろうか。そもそも何か展望があった訳でなく、単に個人的な好奇心で戮機スローターの事を調べていただけだ。学がく猟りよう生せいとしてより優すぐれた成績を上げようと努力したアンジェリッカの方が、よっぽど高い志があるのではないか。

「そ、その……。確かにやっちゃ駄目な事は注意しなきゃいけないんだけど……。僕みたいに自分の感覚に頼るだけじゃなく、誰にでもわかる数字にするっていう方法の利点はいっぱいあるし……。だから、えっと……」

　妙みような負い目から、言葉が空回りする。

　くすっ。

　頬に涙の後を残したまま、口元に手を当ててアンジェリッカが笑った。

「フィオレッテ会長が言ってた事、わかったような気がする」

「え？　か、会長が？　僕の事、何か言ってたの？」

「何でもないです。ね、エリヤ先輩とディナエリーンさんって、本当にただの友達なんですか？」

「え！」

　唐とう突とつに脈みやく絡らくのない話題を振られて、エリヤは一瞬言葉に詰まる。

「と、友達だよ……。その事は、さっきも確かめ合ったし」

　好きだという気持ちは自覚した。だけど、それはエリヤの一方的な感情だ。ふたりの間あいだ柄がらと問われれば、友だとしか答えようがない。

「すごいですね」

「な、何が……？」

「ただの友達なのに、あんなにしっかり相手の事を見ていて、相手の方も命が懸かかっている最中にこっちの言葉を信じてくれるなんて、それって『友達以上』の何かであるよりずっとすごいですよ」

　エリヤにしか聞こえない小声で囁くと、アンジェリッカはくるっと振ふり向いた。

　釣つられて、エリヤも後方に視線を向ける。

　少し遅おくれてついてきているディナと、目が合ってしまった。

「どうした？　何の話をしている？」

「何でもありませーん」

　アンジェリッカが元気よく返事してくれたおかげで、エリヤはそれ以上しどろもどろにならずに済んだ。










　　　エピローグ





　街に着いた一行は、そのまま散会した。

　ディナは通りがかった人に助けてもらって、まずツェルギオを医者に運ぶという。

　アンジェリッカは精せい一いつ杯ぱいに胸を張って、ハンナに『新しい眼鏡、買わなきゃね』なんて話しながら帰って行った。街で級友に会っても、弱く傷ついた姿を見せたくないというのが彼女の意地であり、誇ほこりなのだろう。

　これからはその矜きよう恃じがアンジェリッカを追い立て焦じらせる勢せ子こではなく、強く導く星として輝かがやいて欲しいと、エリヤは思う。

　エリヤ自身はプライドの高い方ではないから、彼女の悩なやみや苦しみを本当に理解できたとは思わないが、自分の語った事が少しでもアンジェリッカの助けになれたのなら、先輩と呼ばれた事も無駄ではないはずだ。

　エリヤ自身は真っ直ぐに帰宅し、今日の資料のまとめに取りかかった。もっとも、資料と言っても〈ハンマーマンティス〉についての再確かく認にん程度だが。

　二機とも背中や腹の装甲を軽減しているのは同じだが、減らし方のパターンは異なっている。旧来の戮機スローターではあまり見られなかった個体差の大きさだ。ひょっとしたら、まだ最適な装甲形状が決まっていないのかも知れない。戮機スローターを生産している「誰か」というか「何か」が、試ためしためし作っている最中なのか。

　これはまだ根拠の乏とぼしい仮説だ。それに、エリヤ自身の力ではあの森に調査に入るのも危険すぎる。やはりディナの力を借りる──いや、彼女と力を合わせなければ。

　ディナがツェルギオを支えていた事もあり、帰り道ではあまり話もできなかった。話しそびれた事は、明日学校に行った時でも改めてきちんと語り合おう。気づいてしまった自分の気持ちについても。

　今ならはっきり言える。

　話題が合うよりも、もっと大切でかけがえのない絆きずな。

　それは、価値観を共有している事だ。

　ディナはひたすらに剣けん技ぎのために時間を積み上げ、エリヤは戮機スローターを理解するために時を費やしてきた。

　他人に褒ほめられたいとか、何かの役に立つとか、そんな余計な考えなしに、ただそうしたかったから。

　だからこそ、ふたりは自然に響き合えた。

　そうだ。ハンナに忠告された通り鍵かぎも付つけ替かえよう。他人が訪問してくる事なんてほとんどないし、泥どろ棒ぼうが入る恐れもゼロだが、用心に越こした事はない。

　アンジェリッカの送別会には何か記念になる物を贈おくりたいし、やらなければならない事は結構山積みになっている事に気づく。

　そんな事を考えていると、不意にノックの音が響いた。

「はい？」

　客がいない事を考えている時に、計ったように来客があるなんて。

　画帳は机き上じようにそのままに、ドアを開ける。

「やあ、お邪魔する」

「ディナ？」

　立っているのは、一時間ほど前に別れたばかりのディナだった。さすがに武装は解き、動きやすい私服に分厚い布の袋ふくろを左手に提さげている。

「上がっていいか？」

「う、うん……」

　エリヤが答えるのと同時に、ディナは大おお股またで部屋に上がりこんでくる。

「ツェルギオは病院に預けてきた。左手と肋ろつ骨こつが折れているそうだが、折れ方が綺麗だから案外回復は早そうだと医者は言っていた。脚は捻ねん挫ざらしい。本人が言うには、腕を犠ぎ牲せいにしてでも頭を強打しないように庇かばったそうだ。このあたりはさすがだな。わたしたちが〈モンスター〉相手に負傷した時よりも早期復帰するかも知れないぞ」

「そ、それはいいけど……。何してるの？」

　自分だって明日にでも訪ねていこうと思っていたが、まさかこの日のうちに向こうからやって来るなんて。

　戸惑うエリヤを脇に、ディナは巻き尺を取り出して部屋のあちこちを計りまくっている。

「善は急げというからな。力仕事ならば、わたしの方が上う手まい。よって本ほん棚だなの修しゆう繕ぜんをすれば君の役に立てるという事に気づいたのだ」

　狭い床ゆかの上に、ディナは袋の中身を並べた。

　小型の鋸のこぎり、釘くぎと金かな槌づち、それに何枚かの板材や金具だ。

「そ……それは助かるけど……」

「ここでは、棚たなそのものが歪むくらいにぎっしり本や画帳を詰めこんでいるからな。それにこのままだと収まりきらなくなってしまう。補強と同時に、この画帳綴つづりのサイズに最適化した棚たな幅はばに調整した方がよいとは思わないか？」

「そ、そうだね」

　腕まくりするディナに、エリヤはぎこちない笑顔で答えた。

「よし。では、まずこの一基だ。一度中身を出して、中板の位置を合わせながら、角は金具を当てて頑丈にしよう。もちろん、エリヤも手伝ってくれ。わたしが抜き取って、順番とかがぐちゃぐちゃになったら困るだろう？」

「う、うん」

　ドアの脇に立つ本棚から、エリヤは慎重に画帳や蔵書を引っこ抜く。これはこの部屋でもいちばん古い本棚で、詰めこんだ中身の力で辛うじて支えられているような代しろ物ものだ。一冊外す度に、ぎしぎしと不ふ吉きつなメロディが奏かなでられる。

「危ないな。よし、わたしが押さえていよう。遠えん慮りよなく抜け」

　棚の強度が既に限界なのに気づいたディナが、横から両手を伸ばして支える。

　中身を出しても置いておく余よ裕ゆうなどここにはない。当然、ベッドの上に積み重ねて塔とうを立てるのが唯ゆい一いつの解決策だった。

　空っぽになった本棚は正しい長方形ではなく、こっそり平行四辺形になったりうめきながら長方形に戻ったり。

「やっぱり全部の棚を一度に直すのは無理だな。ひとつずつでないと、中身を出せない。まあ、いい。エリヤがそこを押さえていてくれ。椅い子すを借りるぞ」

　エリヤに棚を支えさせ、ディナは数本の釘を咥えて椅子の上に立った。補強用の板やＬ字金具を当て、心ここ地ちよい釘くぎ打うちのリズムを響かせる。

　身体を伸ばしたディナを下から見上げる形になる。ラフだが、身体にフィットした服装なので、妙に目立つ胸のラインを意識してしまう。だけど、上で工具を使って作業しているのでちゃんと見ていないと危ない。顔が、ちょっと火ほ照てる。ディナが大工仕事に夢中でこっちの顔を見ないのが幸いか。

「このアパート、壁かべに釘を打つのは禁止されているか？」

「と、特にそういう事はないけど……」

「ならば、棚自体を壁に打ち付けてしまおう。古くて階段や廊ろう下かはガタが来ているが、壁や柱は頑丈だ。そうした方が、本棚が丈じよう夫ぶになる」

　今度はＬ字金具を棚の天辺てつぺんと壁に当て、釘ではなく短いネジを使って固定する。

「ほ、本当に助かるけど……友達だからって世話になりっぱなしっていう訳には……」

「それなら、食事を作ってくれ。そうだな、この間持ってきてくれたあれ、冷めてしまったのを食べたが、ちゃんと美お味いしかった。今度はちゃんと温かいのがいい。あの鍋なべも今度持ってこよう」

「え？」

　予期せぬ答に、エリヤは目を丸くした。

「お互たがいつまらない事に変に囚われていたみたいだ。腕わん力りよくはわたしの方が上だし、料理は君の方が得意だ。それなら、それぞれできる事、得意な事で助け合えばいいだけの事だと……今さらのように気づいたのだ。わたしの剣の乱れを、君が気づいて修正してくれたのと同じように」

「うん……」

　ひょっとしたら、今はまだこのままでいいのかも知れない。

　焦って自分の気持ちを伝えてしまわなくても、お互いに尊敬し、助け合い、間ま違ちがったら素す直なおに謝あやまれる自然な間柄でいられるのなら。

　急いで決まった型に填はめなくても、ディナが言う「友」という絆を噛かみしめる時間を大切にしたっていい。

　アンジェリッカも言っていたではないか。友という絆で強い信しん頼らいがあるのなら、分類として友達以上の何かであるよりも素晴らしいのではないかと。

　その上で、本当にこの気持ちに嘘うそやごまかしがないと確信できたら。

　いちばん身近な異性だからという理由ではなく、ディナというひとりの人間だからと、心の底から思えたのなら。

　その時に言えばいい。

「どうした、エリヤ？　何か、おかしい事があるのか？」

　ディナに呼びかけられ、自分が微笑んでいる事に気づいた。

「い、いや……何でもないっていうか……。またディナとこんな風に話せて……、嬉しいんだ」

「そうか。わたしもだ。それに、エリヤが笑っていると、わたしも嬉しい」

　答えるディナの笑顔が、ほんの少し赤らんでいた。





（終）










　　　あとがき





　お待たせしました。

『無む刃じんのイェーガー』、おかげさまで第二巻をお届けできます。

　一巻を書き上げた時点で「次があるとしたら、知士志望の女の子がエリヤにまとわりついて、ふたりの仲が……」という鉄板の展開を考えてはいたのですよ。

　しかし、その女の子がみっつも年下になり、あんな性格になり、しかもメイドまで連れているというのは作者である私にも予想外でした、はい。

　なお、ギリギリまで悩んだポイントが『眼鏡をアンジェリッカに掛けさせるか、ハンナに掛けさせるか』だったというのはここだけのトップシークレットです。だってほら、現実の現代みたいにレンズがありふれている世界じゃないので、眼鏡の有無はビジュアル面のみならずキャラ造形に関わる、決して軽視してはいけない要素なのです（力説）！

　さて、ビジュアル面と言えば今回も前回に引き続き、有あり坂さかさんには非常に厳しいスケジュールの中、お力添えいただきました。

　キャラクターが魅力的なのはもちろん、本文の描写をちゃんと踏まえながら意外性のある戮機スローターが素晴らしいのですよ。今回やたらと〈モール〉系の出番が多いのは、前巻でラフは存在するのに紙面に登場できなかったデザインを登場させたかったからなのですが……今回もイラストになってません。残念。

　考えてみると、ザコ敵扱いにしちゃったので出番は多くても見せ場としては弱いという。だけど、さすがに次ではちまちま小物と戦ってる余裕はなさそうですし。悩ましいところです。

　もちろん有坂さんだけでなく、担当さんにもお世話になりました。直接お会いする事はないけれど印刷製本流通に携たずさわる沢山の方々。

　そして何より読者の支持あっての作品です。

　第三巻はなるべく早くお届けできるよう務めますので、エリヤやディナの活躍にご期待ください。おっと、もちろんツェルギオやフィオレッテもね！





二〇一〇年六月　葛か西さい　伸しん哉や　
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